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上の平遺跡は平成 6年度県営回場整備事業米沢地区の施工に伴い、記録保存を前提に緊急発掘調

査を茅野市教育委員会が実施したものであります。

上の平遺跡は昭和27年に小規模な発掘調査が行われただけで、その内容は不明な部分が多い遺跡

でしたが、今回の発掘調査によりその全容が明らかになりました。

発掘調査では53軒にも及ぶ縄文時代中期前半から後半にわたる竪穴住居l■と、これらに囲まれた

中央広場と思われる位置に方形柱穴列や墓墳が、また、台地内に入り込む谷部には縄文時代中期前

半から後半にわたる土器の廃棄場も確認され、ほぼ縄文時代中期の環状集落の全容を把握すること

ができ、縄文時代集落研究に貴重な資料を提示することができました。これらの遺構群に加えて時

期は不明ですが、縄文時代の落し穴と思われる坑が規則的に検出され、当時の狩猟活動の状況を復

元する上には重要な資料を得ることができました。

本遺跡の立地する霧ヶ峰南麓地域は、大正13年に′烏居龍蔵博士等により編纂された『諏訪史第 1

巻』当時から、黒燿石製の石鏃等の石器が多数採集される地域として注目されていた一帯で、
｀
縄

文のビーナス
″
を出土した棚畑遺跡や市域最大の湧水地である大清水を控えた駒形遺跡、特異な形

状を呈する双口土器が出土した一ノ瀬遺跡等の大規模な遺跡が密集する地帯であります。黒燿石の

原産地である和田峠を背後に控えている地理的環境を踏まえ、当地の遺豚群の性格について黒燿石

製石器を専ら製作した遺跡群ではないかと推察され、八ヶ岳西南麓遺跡群 とはやや性格の異なるも

のではないかと考えられています。今回の上の平遺跡における調査所見によっても黒燿石との関わ

りをつかむことができ、従来から考えられてきた遺跡群の性格について貴重な所見を与えることが

できました。

今後今回の調査により得られた成果や、今年度長野県教育委員会が主体 となって行われた八ヶ岳

西南麓遺跡分布調査の一環である駒形遺跡分布調査の成果も加えて、今後この地域の遺跡群の特性

が解明され、地域の歴史研究に棒益することでしょう。

発掘調査にあたり、長野県教育委員会、地元地権者、長野県諏訪地方事務所土地改良課、茅野市

農業基盤整備課の皆様の深いご理解 とご助力により、無事終了できましたことを心からお礼申し上

げます。

平成 7年 3月

茅野市教育委員会

教育長 両角 昭二
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1。 本書は、長野県諏訪地方事務所長大西一郎と茅野市長原田文也との間で締結した「埋蔵文化財包蔵地

発掘調査委託契約書」に基づき、茅野市教育委員会文化財調査室が実施した平成 6年度県営圃捗整備

事業米沢地区に伴う、長野県茅野市米沢上の平遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、長野県諏訪地方事務所土地改良課よりの委託金と、文化財国庫補助並びに県費補助金・

市費等の公費により、茅野市教育委員会が平成 6年度に実施した。調査の組織等の名簿は第H章第 1

節 4.調査の体制 として記載してある。

3。 登録遺跡名は上の平遺跡であるが、同一名遺跡が市内に所在し、混同をさけるため諸事務関係につい

ては地区名を冠し米沢上の平遺跡と記載してある。

4.発掘調査は平成 6年 5月 24日 から12月 22日 まで行い、出土品の整理及び報告書の作成は平成 6年 12月

から平成 7年 3月 まで茅野市文化財調査室において行った。

5。 発掘調査から本書作成までの作業分担、執筆分担等は第H章第 1節 2・ 4に記してある。

6.本報告書に掲載の遺構実測図は竪穴住居址・土坑等は1/60の縮尺とした。

7.調査区の基準点は国家座標基準点による。遺構全体図の数値は平面直角座標系第Ⅷ系による。また、

遺構図面上に表されている北は座標北を示す。

8。 本報告に係る出土品 。諸記録は茅野市文化財調査室で収蔵保管されている。
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第 I章 遺跡の概観

第 1節 遺跡の位置と環境
|.遺跡の立地 と地理的環境

遺跡の位置 上の平遺跡は長野県茅野市米沢7678番地他 (塩沢)に所在する。霧ヶ峰山鬼は市域の北西隅

に占地し、調査地のある米沢塩沢上の平遺跡は」R中央本線茅野駅から北東方向に約6.5kmの ちょうど霧ヶ峰

南麓のほぼ中央部よりやや東側にあたり、遺跡の位置する台地直下に米沢塩沢の集落が位置する。

遺跡の地理的環境 上の平遺跡の位置する霧ヶ峰南麓には永明寺山・朝倉山・カシガリ山が位置し、これ

らの山裾からは東より藤原川 。前鳴川・檜沢川・横河川等の小河川が流れ下り、山裾に扇状地を形成する。

また、これらの地形に加えて山裾には小規模なテラス状の張出しも認められる。

この霧ヶ峰南麓地域を巨視的に見ると、大きく内彎し霧ヶ峰南麓から流下する河川により浸食され、大き

く3ブロックに分かれ、分断された地域内は河川による扇状地が発達し、扇状地単位で遺跡が群となる傾向

が見受けられる。これらの扇状地に接する形で上川による沖積地が発達しており、扇状地と沖積地との接す

る部分に、東より塩沢 。一本木 。北大塩・鋳物師屋・埴原日の集落が展開する。霧ヶ峰南麓を流下する河川

により浸食されている谷を遡ると、その源流は霧ヶ峰池のくるみにまで至り、霧ヶ峰のなだらかな丘を進む

と、黒耀石の原産地地帯である和田峠に至り、本遺跡からの直線距離にして約13kmを 測りその距離は約 1日

行イ呈の範囲にある。

本遺跡は霧ヶ峰南麓に多い扇状地地形とはやや異なったテラス状台地に立地する。本遺跡の立地する台地

と、南側に接する上川の沖積地との比高差は約28mを測り、一見すると本遺跡は孤立した状況を呈している。

本遺跡のような立地条件を有する遺跡は八ヶ岳山麓では見受けられず、霧ヶ峰南麓特有の立地条件で同様な

テラス状の台地に立地する遺跡としては棚畑遺跡などがある。

台地先端は崖状の急傾斜となり、テーブル状のJIK立した台地を形作っている。このテーブル状の台地の範

囲は割合広 く、長さ約130m、 幅約80m、 面積約10,400m2を 測り、その平面観は不整形の台形状を呈する。

台地上部の標高は940mか ら930mで、台地上において10mの比高差があり、東側が高く西側が低い起伏を有

している。台地の上部の現況は東側が高く、西側へ傾斜する傾向を示し、台地中央部に浅い谷状地形が入り

込み、台地上部を三分割し、そのため台地上は複雑な起伏を有している。

本遺跡の立地する台地北側は幅の狭い谷が入り込み、本遺跡が孤立したテーブル状を呈する一つの要因と

なっている。台地の斜面部は方角により異なり、塩沢集落と接する南側斜面は急斜面で崖状を呈するのに対

して、谷に面する西側斜面部は南側斜面に比べてやや緩やかな傾向を示し、台地上に上って来る際には、こ

ちらの方角が入り易い位置にあたり、西側に湧水が位置する点などを考慮すると、遺跡の正面は西側の谷を

望む位置に想定することができよう。

霧ヶ峰南麓は市域において湧水の豊富な地域で、市最大の水源である大清水などがある。本遺跡に関わる

湧水は台地の約110m西側、ちょうど霧ヶ峰山鬼の山裾と上川沖積地の接する部分に位置する瀬神社境内に

大きな湧水がある。湧水の特徴は八ヶ岳山麓の湧水が小規模な湧出なのに対して、霧ヶ峰南麓の湧水は規模

が大きく、その様相は泉の状況を呈しており、絶えず良質の水がこんこんと湧き出している。この湧水は現

在上水道塩沢宮の下水源として利用されている。

―
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第1図 上の平遺跡位置図 (1/37,500)
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第 2図 遺跡周辺の地形と発掘区 (1/2,000)

第 2節 遺跡周辺の歴史的環境
|.遺 跡周 辺 の遺跡 とその地理 的位置

周辺の遺跡の地理的位置 霧ヶ峰南麓は霧ヶ峰山塊の支峰である朝倉山から永明寺山までの約3.6kmに 亘

る。この地域は大 きく弧状 となり、藤原川 。前鳴川・檜沢川・横河川等の河川が流れ下 り、これらの下部に

は扇状地が発達する。これらの扇状地や崖錐地等には遺跡が展開する。これらの遺跡は大きく扇状地単位に

大きなグループを形成している。また、扇頂部にあたる藤原川・前鳴川・檜沢川・横河川の沢筋の一部には、

黒燿石が散布する地点が認められ、黒耀石の運搬ルートに関わったと想定されている。

藤原川 。前嶋川による扇状地のグループ 藤原川 。前鳴川により形成された扇状地は割合細長い扇状地を

形成しており、このような細長い地形に牛ノ児遺跡・鳥の窪遺跡
。一ノ瀬遺跡・芝ノ木遺跡が立地している。

これらの扇状地端部はやや特異な孤立台地状の地形が形成され、よせの台遺跡・丸山遺跡が立地する。また、

扇状地を望む山裾のテラス状の台地には上の平遺跡が占地する。

藤原川 。前鳴川による扇状地グループの代表的な遺跡は次のようである。

よせの台遺跡 藤原川と前鳴川に挟まれた扇状地の末端に占地する孤立した台地上に位置し標高は920m

を測る。昭和27年に諏訪考古学研究所が、昭和51年に工場建設に伴い茅野市教育委員会により発掘調査が行

われ、縄文時代の集落であることが判明している。昭和51年の調査により縄文時代前期前葉竪穴住居 l■ 3、

前期終末竪穴住居址 1、 中期後半竪穴住居址 9、 土坑22が検出され、遺跡の立地する台地の規模や検出され

た住居址等より、本遺跡は隣接する一ノ瀬遺跡の支村 と性格付けがなされている。

丸山遺跡 上の平遺跡と同様に霧ヶ峰山塊より派生する小規模なテラス状台地に遺跡は位置し、標高は

一-3-―



第 3図 周辺の遺跡とその地理的位置 (1/20,Ooo)

920mを 測る。その内容については不明であるが、立地等より考えると本遺跡やませの台遺跡と同様な傾向

にある遺跡と考えられよう。

瀬神社遺跡 瀬神社は塩沢集落の産土社で、本殿は江戸時代末期に大隅流の矢崎房之助、矢崎善司により
建造され、現在は茅野市有形文化財に指定されている。この神社の境内に位置する宮の下水源造設の際に水

源地内より縄文時代前期前葉諸磯 b式の上器片が得られている。同様な水源地内より縄文時代の遺物が検出

されているTEl所は北大塩大清水にも見ることができ、霧ヶ峰南麓に展開する湧水地は縄文時代より重要な水

場 として利用されていたことが窺え、瀬神社内の宮の下水源は本遺跡や九山遺跡・よせの台遺跡の重要な水

場 として利用されていたものと思われる。

一ノ瀬・芝ノ木遺跡 本遺跡や九山遺跡・よせの台遺跡のような台地に立地する遺跡ではなく、藤原川に
より形成された扇状地に立地し、標高は930mを測る。遺跡の立地する扇状地は河川の侵食により南東に細

長い尾根状地形となっている。遺跡は古くより知られ、米沢地区の考古学的調査を精力的に行った田実文朗

氏も常に実踏に来ていたようである。本遺跡からは大量の黒燿石製の石鏃等の石器が採集されており、地元

にはこれらの資料が保管されている。また、石器の他にも双口土器という特異な形状をなしている土器が耕

作中に得られている。現在までに耕作や表面採集により得られている資料より見ると、縄文時代草創期有茎

尖頭器から縄文時代後期加曽利B式深鉢、平安時代後期灰釉陶器、中世後半大窯期陶器まで幅広い時期の遺

物が採集され、長期に亘る複合遺跡であることが判明している。本遺跡の特徴は長期に亘る遺跡である点と、

黒耀石製石器、争」片が大量に得られる′ミにあり、これらのフ点を考慮すると本遺跡は黒燿石の加工等に関わっ

ていた拠′点的な集落であると考えられる。

鳥の窪遺弥 藤原川により形成された扇状地の西側に接するように伸びる、尾根状の山裾に形成された崖
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錐地に位置する遺跡で、黒燿石手」片や石槍 。石鏃、縄文時代前期・中期土器片が得 られているが、その実態

については不明な部分が夕い。

藤原川線沿に黒燿石を散布する地点 一ノ瀬遺跡等が展開する扇状地より、霧ヶ峰南麓の枝峰であるカシ

ガリ山まで延びる藤原川に沿った谷間に、黒燿石象J片や石器、縄文時代早期押型文土器、平安時代後期甕が

採集されている。この沢を詰めて行 くと黒耀石原産地の和田峠周辺に至るという地形的な特性等を考慮して

黒耀石の搬出ルー トがこの沢を通っていたものと考えられている。

檜沢川による扇状地のグループ 檜沢川により形成された扇状地には米沢地区を代表する遺跡である駒形

遺跡を中心に、藤原川による扇状地グループ同様に数個所の遺跡が点在し群を構成する。やはりこれらの遺

跡も黒燿石製石器や千J片が大量に得 られている。特に駒形遺跡は古 くより万鏃の生産工場に例えられるが如

くの大量の石鏃が得 られており、米沢地区の遺跡群の特性が入ヶ岳西南麓とは異なるのではないかと考えら

れる根拠となっている。また、駒形遺跡は一ノ瀬・芝ノ木遺跡と同様に旧石器時代から長期に亘って存続す

る遺跡であり、旧石器時代から平安時代 。中世 。近世まで連綿と続 く長期継続型の遺跡の少ない八ヶ岳西南

麓の遺跡群 とは対照的である◎

なお、檜沢川扇状地グループの槍沢川に沿う谷には、藤原川沿いの谷に見られたような黒耀石を顕著に散

布する地点は検出されてはおらず、藤原川沿いで想定されているような原産地から沢沿いに黒燿石を搬出し

たルートがあったと想定するために、今後の詳細な調査が必要である。

霧ヶ峰南麓遺跡群の展開 米沢 (塩沢・北大塩地区)において遺跡が地形的な制約等から大きなグループ

形成していたことを記述してきたが、これらの遺跡はその位置関係や遺構の時期構成から看ると、縄文時代

中期において大きな遺跡群を形成 していたと考えることができ、単に本遺跡だけの左 り方だけではなく他の

遺跡の左 り方も含めて遺跡の内容の構成を考えることで、この地域の持っている歴史的な背景が鮮明になる

と思われる。また、先学によって夕く述べられているように、縄文時代の生業を黒燿石を媒体 とし解明でき

る地域 としての重要性も踏まえて霧ヶ峰南麓の遺跡について考えなければならない。

2.遺 跡周辺の歴史的環境

塩沢集落の歴史的な環境 縄文時代を中心とした遺跡の展開について前項に記述 したが、本遺跡では縄文

時代の遺構だけではなく、中世に帰属する遺構が検出されているために、この時期を解明することを踏まえ

て若千塩沢集落の中世の歴史的な環境について述べてみたい。

塩沢には朝倉城や塩沢寺等の中世の史跡が立地している。これらの詳細について不明な部分が多いが、朝

倉城は16世紀中頃武田信玄に属する塩沢安兵衛が居城 していたとされている。また、塩沢寺には天正 5年

(1577)銘 を持つ舟型光背の墓石があり、「天正五歳 塩沢院殿藤原前入道昌誉光山現哲居士」の墓碑銘が

残されている。

3.遺 跡の研 究史

今回の発掘調査以前の考古学的調査 本遺跡は古 くより周知されていた遺跡で、『諏訪史』第 1巻 (1924)

「諏訪郡先史時代遺物発見地名表」には上の山として記載され、石斧・珠・土器 (厚)が田賃文朗氏により

採集所蔵されていることが記録されている。宮坂英式氏著『原住民族の遺蹟』(1948)「石器時代遺蹟及び遺物

発見地名表」によると上ノ山として厚手式・打石斧・珠の記載がある。本格的な発掘調査は、1952年 に諏訪

清陵高校地歴部の部員であった地元の帯川唯彦氏を中心に行われ、縄文時代中期の竪穴住居址 2ヶ所を検出

している。住居址には方形石囲炉 とその北側に敷石が認められ、中央に有頭石棒が検出されている。今回の

調査において埋上の状況より昭和27年に調査されたと思われる住居址が検出されている。
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第H章 発掘調査の概要

第 1節 発掘調査に至るまでの経過
|.調査に至 るまでの協議

遺跡確認に至るまでの経過 米沢地区の遺跡は古くから地元の研究者を中心に研究が進んでいる地域で、
遺跡の存在は古 くより確認されていたが、その規模や時期等について不明で特に遺構の広がりについては不

明な部分が多かった。

本遺跡が県営圃場整備事業米沢地区の対象となった時点に表面採集を実施した。その結果、縄文時代中期

後半の上器片が台地南側、西側の縁辺を中心に稀薄に散布していたが、台地中央部は耕作による攪乱が著し

く、また、桑等の耕作物の関係から遺跡が台地全体にどのように展開するかを予測することができなかった。

遺跡の広がりを明確に把握し、遺跡の保存方法を考えるために試掘調査を実施する必要性が生じた。

試掘調査とその成果 本遺跡はその規模 。内容が不明な遺跡であった。地形的な観点から考えると、同様
なテーブル状の台地に位置する棚畑遺跡と類似していたために、大規模な集落址である可能性が高く、国場

の計画段階においても切 り上部分を最小限とし、地形を大きく改変しない設計を基本として長野県土地改良

課等と協議を行ってきた。試掘調査区は地形に沿った形ではなく本調査時に設定するグリッド設定軸と同一

にし、試掘結果を本調査結果に反映させ、埋土保存部分に埋蔵されている遺構を含めて、台地全体にどのよ

うに遺構が展開していたかを得ようとした。試掘調査の結果遺構の広がりは台地ほぼ全面に広がることが判

明した。また、高い部分の畑地部は耕作の攪乱や畑地造成による捨苦しが至っており、遺物の包含層の摘出、

生活面の把握を行うことはできない状態であることが判明した。

本調査に至るまでの協議経過 平成 5年 9月 30日 に行われた平成 6年度県営圃場に関わる埋蔵文化財の保
護協議において、平成 6年度の全体調査総量との関連等より本遺跡を調査することができるかどうかが懸案

事項となった。 1月 18日 に再度協議を行い、他の遺跡調査との調整を付け急遠事業計画に入れることとした。

この協議結果に基づき、平成 5年 2月 14日 付 5教文第 71257号、県営回場整備事業米沢地区にかかる埋蔵

文化財の保護について (通知)が長野県教育委員会より提出された。その内容は事業に先立ち6,0001n2以上

の発掘調査を実施し、記録保存を図る。発掘調査にかかる経費は、事業主体者が負担する。ただし、経費の

うち12%については文化財保護側が負担する。この計画は総額18,000,000円 (農政部局負担15,840,000円、

文化財負担2,160,000円 )で事業を行い、発掘調査は茅野市教育委員会に委託するというものであった。こ

の計画に基づき、平成 6年 4月 20日付 6諏土地事務連絡をもって「埋蔵文化財発掘調査業務委託契約書」を

取り交わした。

2.発掘調査の方法 とその経過
調査区の設定と発掘調査の方法 試掘調査により遺構は台地全面に満遍なく広がるのではなく、一定の形、
環状集落を呈していることが把握された。試掘 トレンチにより確認された遺構の分布を基に、現地において

切り上部分と埋上部分の範囲確定が 5月 26日 に長野県土地改良課と文化財調査室により行われ、切り土部分

について面的な調査を実施する部分とし調査区を設定し、表上の除去を重機により行った。台地頂部に遺構

が散左していたために、当初予定していた調査範囲約6,000m2ょ り調査区は広がり最終的には6341.8m2の調

査となった。
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発掘区内のグリット設定は、公共座標 X=3,650、 y=_26,500を基準軸 とし、この交点より5mピ ッチ
のグリットを設定 した。ベ ンチマークはBM4-21よ り引き公共座標 X=3,645、 y=_26,445の交点に

939,937mを 設定した。

発掘調査の方法と経過 試掘調査により遺構は台地頂部に土坑が群をなし、台地の外縁部に住居l■が環状
に沿うように存在することが確認された。台地頂部は耕作等により攪乱を受け、掘り方が浅い遺構は平面プ

ランに不鮮明な部分があった。また、台地縁辺には遺構が密集し激しい重複が認められた。調査は工事工程

等や、台地頂部に点左する土坑が住居群より離れるためにこの範囲より調査を開始した。今年の夏期は厳暑

に見舞われたが、天候的には安定しており作業は進展したが、遺構の密集状況が激しかった′ミや、土坑・ピ

ット状遺構が大量に検出されたこともあり、最終的に現場における作業が終了したのは12月 22日 で、発掘作

業の延人員は750人 となった。

航空写真測量の実施 遺構の図化作業の短縮や省力化、遺跡全体、周辺の鳥嗽写真の必要性から航空写真
測量を実施した。航空写真の撮影により台地内で遺構がどのように展開するのかが視覚的に把握でき、集落

構造を考える上に重要な見地を与えてくれた。航空写真測量の実施は圃場の施工予定の関係、遺構の保全等

の問題もあり2回に分けて行った。遺物の出土状況や、炉址や埋甕・伏甕等については平板測量により補足

して写真測量図と合成した。なお、発掘現場における記録は守矢昌文、田中慎太郎、桃崎秀二、塩原博子、

篠原リカ子、平尾弘子、三宅二重子、宮坂ちよ江、宮坂ひとみが携わった。

発掘体験学習会・遺跡見学会の実施 茅野市八ヶ岳総合博物館の要請により、遊学教室の一環として発掘
体験学習会が、地元小学校である米沢小学校 6年生を対象に 7月 13日 に行われた。学校周辺の遺跡の状況や

縄文時代の暮らし等の学習の後、竪穴住居址をグループごとに調査し、実体験してもらった。

11月 13日 には塩沢区の協力のもとに茅野市教育委員会が主催で遺跡見学会が開催された。前日より見学通

路の整備や落とし穴等の遺構の復元を行った。当日は事前の告如 も余 りなされなかったのにも関わらず、地

元を中心に約100名 にも上る見学者が訪れ、縄文時代のムラの様子を学習した。

調査期間中には多くの方が見学に訪れた。 7月 28日 には長野県遺跡指導委員会の委員諸氏が来跡し、貴重

なご意見を賜った。また、テレビや新聞等の取材も数回行われ、広く遺跡の状況を知らしめることができた。

3。 調査 日誌 (抄 )

5月 24日  本日より遺構確認を目的とした試掘 トレンチを重機を用いて行う。
5月 26日 東側の限界を確認するために試掘 トレンチを継続して開ける。長野県土地改良課古畑技師と切り

土部分と埋上部分の確認を行い、調査区範囲の確定を行う。

5月 30日  調査区範囲の表土除去作業を開始。調査区東側に黒色上の落ち込み内より天目茶碗片が出土する。
6月 1日  本日より作業員を導入して遺構確認作業を本格的に実施する。
6月 6日 地元塩沢区からの作業員が本日より加わり作業が捗る。調査区北側の谷に面して落し穴状の土坑

が規則的に検出される。茅野市文化財審議委員五味和男氏来跡。

6月 15日  本日でほぼ調査区全域の遺構確認を終了する。遺構分布は土坑群域と住居址群域が分別できる。
6月 20日  調査区東側に確認された落ち込みが天丼部の陥没した地下式坑であることが判明する。
6月 23日  検出された土坑は落し穴状のものと深い巨大な柱穴状のものがある。県土地改良課山本補佐来跡。
7月 13日  梅雨が開け終日暑 く作業が大変である。茅野市八ヶ岳総合博物館遊学教室の一環で、地元の米沢

小学校 6年生による体験発掘教室が実施される。

7月 28日 第 3号住居址の掘 り下げを実施する。長野県教育委員会遺跡指導委員会の長峯光―・戸沢充則・

―-8-―



宮坂光昭・樋口昇―の諸先生方が来跡。指導を賜る。

8月 11日  第 6号住居址の清掃作業と写真撮影。午前永明中学校 3年生遺跡見学に来跡。

8月 23日 第10～ 13号住居址の精査を実施。テレビ東京「町おこし、村おこし」の番組取材のためにつ卜優村野

武範氏来跡し、調査風景等を撮影する。

10月 4日  圃場整備工事の工程より北側調査区を先行させることとなり、S7周辺をB区 とし調査に入る。

10月 25日  天候に恵まれ第 1回 目の航空写真測量を実施する。

11月 12日  尖石遺跡整備委員会のために来市した東京工芸大学清水横教授 (建築工学)、 来跡し竪穴住居址、

方形柱穴列等について視祭。

11月 13日 午前10時 より地元住民を対象 とした遺跡見学会を実施する。約100名 の参加者がある。また、信

越放送取材に来跡。

11月 14日  大変寒い日で、八ヶ岳・守屋山山頂・入笠山山頂が初冠雪。寒さのために図面作業が1//1ら ない。

11月 15日  昨 日の寒気のために霜柱が立ち、除去作業に手間取る。年後長野県立歴史館宮下健司氏 PRビ デ

オ取材のために来跡。

11月 22日 調査区西側の土坑群の掘 り下げを実施する。253号土坑内よリヒスイ製垂飾が出土する。武藤雄

六氏、県土地改良課山本補佐・牛山係長・古畑技師・峯村主事来跡。

12月 6日  第 2回 目の航空測量を実施する。昨日の寒気団により入ヶ岳は真っ白で、現場にも薄 く積雪。

12月 22日 本 日で況場における作業を終了し、機材等の撤収を完了する。

4.遺 物整理・ 報告書の作成

遺物の整理 遺物整理が本格的に開始 となったのは、発掘調査が終了した12月 末から年が新たまった平成

7年 1月 に入ってからである。土器等の遺物の洗浄については発掘作業と並行 して行われていたが、遺物の

分類等については未着手であり、遺物の復元作業は遅れた。今回の調査により得られた遺物はコンテナ34箱、

重量にして約 594kgで、その大半が土器により占められている。遺物の注記は本来ならば全ての遺物につい

て実施しなければならないが、時間的な制約により遺構内遺物・復元可能な遺物を中心に行った。注記の略

号は遺跡番号の26を冠し、遺構名、地″ミ・層位の順 とした。上器の多くは復元できない破片であったが、遺

構の時期決定資料については、器形復元が可能なものは接合作業を、破片については拓本作業を実施 した。

土器の接合作業・復元は牛山・堀内が主体 となり塩原、篠原、平尾、三宅、宮坂、宮坂 (ち )が補助 した。

遺構平面図等の整理 遺構平面図は航空写真測量により得られた1/20の原図を、現場において遺構と対照

し校正を行い、また、埋甕や伏甕、石囲炉、集石等の施設については平板測量図を作成し、航空写真測量図

と合成して遺構平面図を作成した。1/100の全体図は1/20の 原図を基に作成した。遺構断面図については遺

構のレベル測量成果を基に作成した。セクション図は遺構の重複関係、遺構の埋没状況の把握等を目的に行

った。なお、ピットについては規模や著しい重複関係より全てについてセクション図を作成することはでき

なかった。航空写真測量の導入により測量の省力化は図れたが、撮影から校正、納品までに期間を有する′ミ

等に問題を残 した。

報告書作成の方法と経過 土器素図の一部は写真測量により実施した。報告書の作成・原稿の執筆は守矢
が行った。遺物整理期間や報告書作成期間、頁数等の制約により全ての遺構 。遺物を資料化することができ

ず、遺構の内では竪穴住居址や土坑の一部を中心に報告した。そのために詳細に資料を分析し総括するまで

には至ってはいない。今後検出資料を再検討して、周辺の遺跡の状況等を踏まえて総合的に考える必要があ

ろう。
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5。 調査の体制

調査組織

調査主体者 両角昭二

事務局

(茅野市教育委員会教育長 )

(茅野市教育委員会教育次長 )

(茅野市教育委員会文化財調査室長 )

(茅野市教育委員会文化財調査室係長 )

(茅野市教育委員会文化財調査室主任 )

(茅野市教育委員会文化財調査室指導主事 )

(茅野市教育委員会文化財調査室指導技師)

(茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

(茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

(茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

(茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

(茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

(茅野市教育委員会文化財調査室主事補 )

(茅野市教育委員会文化財調査室主任 )調査担当

宮下安雄

両角英行

鵜飼幸雄

守矢昌文

小林深志

大谷勝己

功刀 司

小池岳史

百瀬一郎

小林健治

り「川英司

大月二千代

守矢昌文

調査補助員 牛山徳博  小裕 とよみ  関 喜子  原 敏江  堀内 渾  矢崎つな子

発掘調査・整理作業協力者

帯川くに 帯川さと志 帯川藤夫 帯川すみ子 金子清春 月ヽ平里美 五味ラク 塩原博子 篠原リカ子
白療スエ子 関秀樹 田中くにせ 田中慎太郎 立岩貴江子 平尾弘子 三宅二重子 目黒恵子 桃崎秀二

宮坂ちよ江 宮坂ひとみ 矢島の漆子 吉田末己 吉田淑子

基準点測量委託 :入原測量有限会社

会社東京航業研究所

遺構測量委託 :株式会社東京航業研究所  遺物測量委託 :株式

発掘調査期間中、諏訪地方事務所土地改良課におかれては、埋蔵文化財に対して深いご理解 と絶大なご協

力を賜った。調査の実地に当たっては地元塩沢区、塩沢区固場整備委員会を始め地権者の方々また、工事施

工区請負業者にご助力頂き、調査を円滑に進めることができた。謝意を表し明記したい。尚、調査等に当り

長野県教育委員会事務局文化課小平和夫氏をはじめ下記の方々より有益なご指導・ご助言を頂いた。記して

感謝を申し上げたい。

戸沢充則 長峯光一 宮坂光昭 武藤雄六 樋 口昇一 小林秀夫 宮下健 司 三上徹也 五味和男

五味裕史 小安和順 中西真也 斎藤 弘 田中 総 田中洋二郎 宮坂 清
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第 2節 発掘された遺構・遺物の概要
|.遺構の概要

検出された遺構の概要 本遺跡から検出された遺構は縄文時代前期初頭、中期前半・後半に帰属するもの

と、中世に帰属するものだけであり、縄文時代中期の遺構が主体を占める。中期の遺構は数段階の欠落はあ

るものの前半から後半に亘る変遷が窺え、集落の変遷を考える上には重要な資料が得られている。

検出された遺構の時期 検出された遺構は縄文時代前期初頭竪穴住居l■ 1、 中期前半竪穴住屋址 、中期

後半竪穴住居l■ 、円形柱穴列 4、 方形柱穴列 4、 土坑269、 ピット状遺構 、集石 1、 遺物廃棄場 (遺物

集中ブロック)6、 中世地下式坑 7、 近代地下室 1で、遺構の大半を上坑・ピット状遺構が占める。土坑内

に遺物を含まず時期を明確にすることができなかったものもあるが、覆上の状況、分布の状況等より縄文時

代に帰属するものと思われる。なお、調査時に第35号・第44号住居llLの番号を付した遺構は検討の結果いず

れも住居上の拡張部を誤認して重複住居l■ としていたために、この 2ヶ 所については欠番とする。

これらの遺構は単独で存在するのではなく、ある程度の群を形成していたことが窺え、これらの遺構が組

み合って「ムラ」を形作っていたものと考えられる。

遺構の時期決定は、竪穴住居址の場合は埋甕や伏甕等の竪穴住居址に付属する施設に用いられている土器

を基本的な資料としたが、このような施設を持たないものについては床面直上資料等に主眼を置いた。また、

重複関係や炉址や住居址構造なども加味し時期決定の資料とした。上坑の場合は覆上内からの遺物を時期決

定資料としたが、覆土内に遺物を含まないものが大半を占め、時期を決定し得ていない土坑が大半を占める。

特に落し穴と思われる土坑は遺物を含有していない例が多く、積極的に時期決定をし得てはいないが、重複

関係や落し穴のタイプより考えると、かなりの時間幅があるものと考えられる。

中世に帰属すると思われる地下式坑が 7基検出されている。本来の本遺構は、天丼部を持つ横穴であるが、

今回検出された地下式坑は、天丼部が陥没した状態のものが全てで完存したものはないが、堆積土層内に天

井部の崩落と思われる土層が観祭されていることより本遺構と取扱った。遺構内より直接帰属時期を示すよ

うな資料は得られてはいないが、天丼上部の埋上に中世の陶磁器片が認められるものがあり、この資料に基

づいて、本遺構を中世に帰属させた。なお、同様な構造を持つ横穴が 1基検出されたが、近代に掘削された

ものであることが半U明 したために、地下室として分離した。

遺構名の取扱い 竪穴住居l■は本来なら地上を掘 り窪めて構築されているのが一般的であるが、耕作によ

り削平を受け掘り方が検出されず、柱穴と炉の焼上が検出されただけのものもある。これらについても竪穴

住居l■Lと して取扱った。しかし、柱穴酉己列は竪穴住居址と同様な傾向を示すが炉構造 (焼土等や炉llLの掘り

方等)の検出されない遺構が検出され、便宜的に柱穴の配列より円形柱穴列として取扱ったが、茅野市立石

遺跡・横浜市山田大塚遺跡等に確認されているものとは柱穴配列等に相違がみられることなどより、これら

と同等の遺構とは考えにくく、柱穴配列や遺構の分布等より考えると竪穴住居llLと 同類の可能性が高い。

土坑については地下に掘り込まれた「穴」を指し、小竪穴・土娠と総称されている遺構である。上坑と一

括した内には落し穴、竪穴住居址の柱穴、方形柱穴列を構成する柱穴等が含まれており、単純に土坑三墓穴

ではなく、土坑は夕岐に亘る「穴」を総称している。落し穴については土坑群内より諸属性より分類し、土

坑とは分離して取扱うべきかもしれないが、今回は現場での遺構の取扱いに準じた。

ビット状遺構についKも 土坑と同様に地下に掘り込まれた「穴」を指し上坑と重複する概念を持つが、そ

の規模に特徴を持ち、視覚的に観て土坑よりも規模的に小規模な一群をピット状遺構として取扱った。なお、
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ピット状遺構内には竪穴住居址の柱穴が含まれている。

遺物廃棄場 (遺物集中ブロック)は遺構外に廃棄されたような状態で遺物が集中する個所で、調査区の北

側に位置する谷状地形内より検出された。遺物は土器片を中心に石器や礫が揮然とした状態で検出されてい

る。これらの遺物は大きく見ると数個所のブロックを形成している。ブロック内には焼土範囲を伴うものも

ある。

2.遺 物の概要

検出された遺物の概要 検出された土器・石器等の遺物は総量にして593.8kg、 整理用のコンテナにして

34箱を数えるが、遺跡の規模・遺構数に比べるとその量は膨大なものとはいえない。これらの資料の大半は

縄文時代中期に帰属するものであるが、これらの資料に混左して先土器時代・平安時代・中世の資料が得ら

れている。

先土器時代の遺物 先土器時代に帰属すると思われる石器 1点、黒燿石剰片 1点が検出されている。石器

は頁岩製の彫器で、この彫器は特徴より見ると、他地域からの搬入品である可能性が高い。黒耀石製のよJ片

は冷山 。麦草峠産の黒耀石を用いたもので、大きさや特質より縄文時代の黒耀石争J片より分離できたが、こ

の資料の他にも詳細に分類、観察を加えると先土器時代の崇U片が含まれている可能性がある。

縄文時代の遺物 遺物の主体をなすものは縄文時代の資料である。縄文時代の遺物は早期から晩期のもの

が全て通綿と検出されているわけではなく、断続的な状況で資料が得られている。

縄文時代の土器で初源のものは前期初頭の資料で、断続的ながら前期中頃、前期末、中期初頭から中期末

までの土器が得られている。全体的に遺構の数に比べて供伴する土器の量は多くはなく、遺構の時期を特定

するのに苦慮するものもあった。土器を量的にみると中期後半の資料が主体をなし、中期最終末の資料がや

や少ないものの、中期後半の資料はほぼ出揃っており、唐草文系の資料が主気を占めることに特徴を持つ。

時間的な制約等から検出された資料の全てを資料化し得ていないが、最低限復元した資料は遺構の時期を

確定するものである。

黒燿石・チャート・頁岩以外の石材を用いた道具 として認定し得る石器は263点が検出されている。石器

内で注目したい資料は、駒形遺跡や棚畑遺跡などの霧ヶ峰南麓の遺跡を中心に検出される円盤状礫器が点検

出され、霧ヶ峰南麓地域の特色的な石器として位置付けができそうである。この他に石器生産に関わる狭義

の搬入礫 。剥片・砕片が67′ミ認められ、その量より考えると石器生産が遺跡内で行われていたことが想定で

きよう。

最も石器内で注目したいものは黒燿石製石器である。霧ヶ峰南麓の他の遺跡と比較するとその量は多くは

ないが、象J片内には石器生産が想定できる資料が多く含まれ、霧ヶ峰南麓一帯を黒耀石石器の生産地と考え

るには貴重な所見を得ることができた。

石器の他にも土坑内よリヒスイ製の垂飾りが検出され、同様な資料は近年規模の大きな縄文時代中期集落

でかなり検出されており、遺跡の性格をさぐる上にも興味深い資料である。

平安時代・中世 。近社の遺物 平安時代に帰属すると思われる須恵器片が 1片得られている。

中世の遺物は天目茶碗片 1点、自磁器碗片 1点、祗石 1点が得られている。特に自磁はその特徴より枢府

磁かと思われ、山麓地帯の中世を考える上に貴重である。

近世に帰属する資料は肥前系染め付け磁器と瀬戸系染め付け磁器、鉄釘が得られている。
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第5図 遺構分布図 (1/750)
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Ia層  耕作上

Ib層  黒色土

IC層  暗褐色土

第Ⅲ章 遺跡の層序

第 1節 調査区の基本的層序
|.土層の基本的な堆積状況

本遺跡の立地している台地は、霧ヶ峰火山岩類に帰属する角閃石斜方輝石単斜石安山岩・斜方輝石単斜輝

石閃石ガラス質安山岩・凝灰角礫岩等を基盤としており、この上部に火山堆積物・黒色上が堆積し台地を形

成している。台地の南側・西側斜面部では上部に堆積している黒色土、ローム層が流出しており、ローム層

下部に堆積する軽石を含むハー ドローム層が露出している部分が見られた。

調査区全体は耕作による攪乱がいたる部分に亘っており、プライマリーな土層の堆積状況を調べられる地

点はごく限られた部分だけで、下記に図示説明を加えてある地点は試掘 トレンチの南側壁のもので、この地

点は竪穴仁居址の掘り込みが割合明確に把握できることに着目して選定した。発掘調査において中世と縄文

時代の遺構が検出されているが、生活面の分層には至ってはいない。しかし遺構の覆上の色調は時代により

ある程度の識別が可能であった。

Ⅱa層  黒褐色土

軟質で内部に根が入り込み、全体的に締まりがない。凱在耕作されている畑の

耕土。

Ia層に比較すると締まりが害1合あり、硬質な傾向を呈する。内部には畑の肥

料として用いられた石灰の顆粒が混入する。

量的には多くはないが内部に 3 mmか ら5 mm大のローム粒子を混入する土層で埋

土的である。地形の低い西側に堆積が確認されていることより、畑を平坦にす

るために埋め戻した上層であると思われる。

色調は黒色土に類似するが、内部に含有されているローム細粒子より黒色土と

分離した。含有されているローム細粒子は l mm以下の微細なもので、その量も

多くはない。層全体は若千の締まりを持つだけである。

Hb層  暗黒褐色土   Ha層 よりも締まりがあり、割合硬質である。内部には微量ではあるが炭化物

細粒子や l mm以下のローム細粒子を含有する。また、土器片や黒燿石象J片等を

Ⅲ a層  茶褐色土

含有する。

堆積 していた土層の中で最 も締まりを持ち硬質であった。内部には l mmか ら

2 mm大のローム粒子を若千含有する。

2.土層の成因 と性格 について

遺跡に堆積する土層を大きくその性格よりI層からⅢ層の 3群に分類した。

これらを上層の状況より概観して見るとI層群は現在の耕作や畑造成に関わる土層群で、 Ia層・ Ib層

がその状況より耕土と思われ、 IC層は畑地を平坦にしようとして埋め戻した土層と解釈できよう。 I層群

を所謂耕作土と解釈すると、 Ia層からIC層 までは攪乱を受けているものと考えられ、かなり深い部分ま

で攪乱が及んでいたことが窺える。

H層群は土層内に遺物を含有するHb層 のあり方等から、遺構覆土と考えられる。

Ⅲ層群はこの上面より遺構が掘り込まれていたことが確認されており、当時の生活面を本層の上面と想定
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することができよう。

耕作による攪乱等を省いて基本的な層序を模式的に示してみると、黒色上、黒褐色土、茶褐色上、ソフト

ロームとなるものと思われる。これを基本層序と対比してみると、黒色土 (Ia層・ Ib層 )、 黒褐色土

(Ha層 )、 茶掲色土 (Ⅲ a層)と なろう。

基本的には上記した層序を基本層序とするが、地形の相違により若子の変化を持つ。特に台地の東西方向

に入り込む刻ヽ規模な谷状地形においては黒色土 (Ia層・ Ib層 )と 黒褐色土 (Ha層 )の間に滲黒土層が

厚 く堆積 していた。また、層厚も地形に左右されており、台地の頂部においては黒褐色土 (Ha層 )、 茶掲

色土 (Ha層)が流出しており、耕作土下はすぐにハー ドロームといった状態であった。また、台地の南・

西側縁辺は傾斜が著しいこともあり、 I層・H層・Ⅲ層、ソフトローム層が流失し、スコリアを含むハー ド

ロームの基盤が露出している状況の部分が観察できた。

特徴的な土層の堆積状態が台地の頂部より低 く平坦となった範囲に認められれた。この範囲は地山面が若

千皿状に窪み、この範囲に茶褐色土 (ma層 )がレンズ状に堆積していた。同様な傾向は茅野市棚畑遺跡に

も認めることができ、この範囲に土坑群やピット状遺構が構築されており、この傾向は両者の遺跡に共通し

ており興味深い事象である。

遺物の包含層は■層であると思われるが、時期差により分別することはできなかった。谷状地形に形成さ

れていた遺物廃棄はH層内に認められたが、下層に至るにつれ遺物量は減少し、H層下層では無遺物層とな

った。これらの′点より縄文時代この谷はある程度埋もれていたことが窺える。

なお、調査の者Б合上重機による表上の除去は I層・H層・Ⅲ層としたために、Ⅲ層内に浅い掘り込みを持

つ遺構については、その掘り方に不明瞭な部分が生じてしまった個所もある。

0                                2m

第 6図 遺跡の基本層序 (1/40)
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第Ⅳ章 検出された遺構 と遺物

第 1節 先土器時代の遺物
|.先上器時代の石器

出土石器の概要 今回の発掘調査により先土器時代に帰属すると思われる、頁岩製の形器 1点 と黒燿石祭J
片 1点が検出されている。これらはローム層中からの出上ではないが、その形状や黒燿石の場合その質等よ

り先土器時代に帰属するものとした。

遺構覆土内や遺構外より得られた黒燿石象J片内にも、詳細に観察を加えると縄文時代の黒耀石製石器・黒」

片類とは分離でき得る資料が混在していると思われるが、時間的な制約や担当者の識別力の不足などがあり、

全ての資料を選別しきっているとは言い難い。

先土器時代の遺物の出土状況 先土器時代の遺物包含層を確認することはできなかった。黒燿石手」片が検
出されたC-18グ リッド周辺は耕作による削平が著しくハー ドローム層が露出しており、彫器が検出された

38号住居址にしてもハー ドローム層を深 く掘 り込んでおり、また、周辺は著しい遺構の重複等もあり、遺構

構築時や耕作時に遺物包含層が攪乱を受け検出されたものと考えられ、周辺を精査したが遺物ブロックを確

認することはできなかった。これらの点から考えると先土器時代の遺物は遺物ブロックを形成せず、散発的

に遺存していたものと考えることができようか。

彫器 (第 7図 1)

彫器が第38号住居l■覆土内より検出された。光沢のある茶褐色の色調を呈する頁岩の縦長象J片 を素材とし

ている。長さ7.4cm、 幅3.3cm、 厚さ0.8伽の縦長千」片を素材とし、主要剖離面を残す。主要素J離面の打点部

にはバルブを残している。維長黒J片の先端部には番器としての調整崇J離がなされ、側縁にファシットが行わ

れていなければ、典型的なエンド・スクレイパーの形状を呈する。彫器打面は子J片先端のエンド・スクレイ

パー刃部に調整加工を加え、この部分を平坦な調整打面としてファシットが行われ、グレイバーファシット

は素材呆J片の長軸と平行する。

黒耀石剣片 (第 7図 2)

C-18グ リッドより検出された。内部に球顆や気泡を夕量に含む麦草峠・冷山産と思われる黒燿石の象」片

で色調はやや自灰色を帯びる黒灰色を呈し、全徐的に風化を受けている様オロを呈する。大きさは8.4帥 ×

8.lcmで一般的な縄文時代の黒耀石景J片よりも大型で、やや貝殻状の形状に類似し横長の手U片である。バル

ブを残す主要素J離面を持ち、表面には自然面を残留する。打面は割合平坦な調整打面である。

遺物の時期について 出上層位や供伴遺物が不明のために 2′ミの石器・黒J片 より、本資料の帰属時期を特
定することはできないが、黒耀石崇J片の場合黒J片が一定の剣片生産技術に則って規則的な崇」片を生産しない

点、球顆や気泡を含む麦草峠・冷山産と思われる黒燿石を用いる点などを考慮すると、市域においては対山

館遺跡の資料に類似する′ミが多く、茅野市第 1期 (対山館期)に帰属させることができようか。

彫器は特徴的な資料で、その形状や材質等から当地域の資料とは考えられず、千曲川下流域等に見られる

神山型彫器に類似しており、当地域へ搬入されたものと考えられ注意したい資料である。

先土器時代の遺跡について 市域において現在先時時代の遺跡は対山館遺跡・南岸遺跡・御座岩遺跡 。御
小屋之久保遺跡・栃窪遺跡 (池 ノ平周辺遺跡群)、 渋川遺跡・十文字平遺跡・城ノ平遺跡 (蓼科山麓遺跡
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群 )、 芝ノ木遺豚 。駒形遺跡・大久保遺跡・棚畑遺跡 (霧ヶ峰南麓遺跡群)、 古田城」lL・ 北山長峯遺跡・北山

菖蒲沢B遺跡・広井出遺跡・北尾根遺跡・稗田頭A遺跡・稗田頭B遺跡・上見遺跡・夕立遺跡 (八ヶ岳山麓

北西台地遺跡群)、 広畑遺跡 。長峰遺跡・上御前遺跡・御猪岩遺跡・八ヶ岳農場遺跡 (八ヶ岳山麓南西台地

遺跡群)の 26ヶ所が知られている。従来入ヶ岳山麓は環境条件が不安定であったために先土器時代の遺跡が

希薄であるとする考え方や、北入ヶ岳火砕流の山麓台地形成に起因しているとの考え方があるが、近年の広

域に亘る調査の結果八ヶ岳山麓も先土器時代のフィール ドとして利用されたことが捉えられている。

これらの遺跡を遺物の出土傾向からみると、A群 渋川遺跡や御小屋之久保遺跡に代表される黒燿石原産

地直下に位置し、石器製作を中心とした拠点的なムラ。B群 八ヶ岳山麓に立地し規模の大小があるものの

石器製作を示す遺物ブロックを有するムラ (夕立遺跡・上見遺跡等)。 C群 遺物ブロックを形成せず少量

の象」片・石器が散在的に検出される散布地 (棚畑遺跡 。古田城址・広井出遺跡・稗田頭A遺跡・稗田頭B遺

跡)に分類することができ、本遺跡の状況を照らし合わせて見るとC群に帰属し、立地等を考慮すると棚畑

遺跡とその状況は類似している。

本遺跡の立地する霧ヶ峰南麓は、市域において最も生活環境の安定した地域であり、背後に霧ヶ峰を母休

とする奥深い山塊を控えており、動物・植物の豊富な地域であったと考えられ、このような環境が遺跡を展

開させた大きな要因であったと考えられる。少ない資料より類推すると、本遺跡はA・ B群のような石器製

作に関わったムラとしてよりも、むしろ霧ヶ峰山麓をバックボーンとする狩猟を中心とした生活址的なムラ

として捉えることができようか。

近年広範囲に亘る調査が実施され、その結果として今まで未所見であった先土器時代の遺跡が検出されつ

つある。これらの遺跡に対して重要性を認識し、原産地直下の遺跡とセットとして分析することにより「黒

耀石原産地あるいは黒耀石原産地域の本来の姿が見出される」との提言もあり、本遺跡の左 り方はそのよう

な面からも重要である。

邑

「

＼

|

第 7図 先土器時代の石瀑 (1/2)

′
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第 2節 縄文時代の遺構
|.竪穴住居址

縄文時代の竪穴住居址の番号は第53号まで付されているが、精査の結果重複部分を除くと51基が検出され

た。時期より見ると縄文時代前期初頭 1、 中期前半16、 中期後半29、 不明 6の 中期の継続集落として捉える

ことができる。竪穴住居址内には耕作等の攪乱のために掘 り方等を削平されているものもある。

第 1号住居址 (第 8図・図版 4)

検出状況 本址は調査区の東側 C-21・ 22、 D-21・ 22グ リッドで確認されたものである。住居l■は台地
のほぼ中央に占地し、隣接する住居l■はない。西・北側のプランは地形の関係より検出されなかったが、検

出し得た南・東側のプランや柱穴配列よりほぼ住居址の平面形プランを把握することができた。

遺構の構造 検出された平面形プランより見るとやや南―北方向につなれる不整円形を呈し、また、やや
東側プランの一部が張出し全体的には歪んだ平面プランを呈する。規模は長軸4.38m× 短軸4.07mで規模的

には一般的な住居址である。東西方向に長軸を持ち長軸方向はN-88.5° 一Eを示す。

壁の立上りは西・北側は地形の関係より流出して検出はされてはいないが、南東、東側が最も明瞭である。

南側は地形が西側に傾斜を持つため西側に至るにつれ低 くなる。最も明瞭な東側で16cm、 南側で14cm、 不明

瞭な西側で 5 cmを 測る。壁の掘り方は不明環で凹凸を呈する。壁の立上りは割合緩やかで断面形が皿状を呈

し、床際が九みを持ち立ち上がる傾向が見られる。

周溝や壁際を巡る小孔は検出されていない。

直接ローム面床としているが、全体的に床面は軟弱な傾向を示し、特に西側は地形の関係より床面が流出

しており検出することができなかった。住居l■の東側約半分の範囲は床面状に硬化し、特に東側に帯状に硬

質な床が検出された。この床は小さな凹凸を呈する。住居址中央の範囲に2.25cm× 1.43cmの 不整形な浅い皿

状の凹みが検出されている。この部分に向かって床全体が若子の傾斜を持つ。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P2、 P9、 P4、 P5、 P6の 6本が該当するものと思われる。これらには大

きな建替えは認められないが、唯一P3は 南側に付随するような形でピットが検出され、このピットが建春

え等に関わった可能性もあり得る。これらの柱穴は壁際に寄った位置に検出され、Plは 東壁と重複する。

掘 り方は P120.7cm、 P219.2cm、 P317.6cm、 P429.2cm、 P521.5cm、 P619.5cmで平均21.3cmと 概 して浅 く、

底が不明瞭で丸底となり、断面形はU字形を呈する。

炉 と思われる焼上の範囲が住居址の中央部よりやや東側によった位置に lヶ所検出された。焼上の範囲は

東西27.4cm× 南北24.3cmの 不整楕円形で、その厚さは3.5釦 を測る。石囲いや土器の埋設痕などは認められ

ず、地床炉であったと考えられる。炉周辺の床面は加熱による硬化や炭化物等の散在は認められず、炉が割

合短期間の使用であったことが窺える。

覆土は黒褐色土の単一層である。土層の状況は締まりが良 (l mm～ 3 mm大のローム粒子を含有し、特に北

側範囲に集中する傾向が観察できる。

遺物の出土状況 出土遺物は住居址の中央部より南東側に寄った範囲を中心に検出され土器片0.205kg
が検出されている。その量は大変少なく、全て同一個体の資料である。住居l■の中央部より南西に寄った位

置の床面上5.5cmに 浮いた位置に逆位で石皿が遺存していた。また、この石皿に並ぶように板状の安山岩が

遺存し、礫の北側には磨石が遺存していた。板状礫の西側周辺には 3 cm～ 4 cmの安山岩小円礫が 8個集中し

て検出された。この礫は大きさが揃っており最大で113gか ら最小47gで、平均は72gでぁる。これらの礫
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を詳細に観察すると、加熱による赤変現象や煤状の黒色変化を起こしている部分が認められ、この礫の用い

られ方を暗示している。その他に黒曜石砕片・手U片等総点数 6(23g)が 得られ、その内訳は砕片 1、 ピエ

ス・エスキーユ 1、 最Jtt I類 1、 祭」片 I類 2、 石鏃 1で、その他の石器は凹石 H類 1、 石皿 1が検出され、

石器組成は貧弱である。本l■は唯一検出された含繊維縄文施文土器より前期初頭に帰属すると思われる。
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黒褐色土一結まりは割合良く、 1～ 3 mm大 のローム粒子を含
有する。北側にややローム粒子が多い。

Dア

2rn

第 8図 第 1号住居址 (1/60)

第 2号住居址 (第 9図・図版 4)

検出状況 本址は調査区の南側 B-14。 15、 C-14・ 15グ リッドで確認されたものである。住居」■は台地

の南側の緩斜面が始まる肩部に占地し、西側に第 3号円形柱穴列が東側に第 1号円形柱穴列が隣接する。地

形の関係や耕作により南・西側のプランを把握することはできなかったが、検出し得た北・東側のプランや

柱穴配列よりほぼ住居址の平面形プランを把握することができた。本址は東側を77号土坑 と南側を78号土坑

と重複する。

遺構の構造 基本的な平面プランは円形であるが、南側が地形の関係より流出し判然としないが、検出さ

れた北・東側の平面形プランより見るとやや南―北方向につぶれる不整円形を呈したものと考えられる。規

模は長軸5.67m× 短軸5.07mでぁる。東西方向に長軸を持ち長軸方向はN-90° 一Eを示す。

壁の立上 りは耕作のために住居址全面が削平を受け、そのために確認することはできなかった。

周溝は北西 。北・北東の範囲、住居l■の約1/3を 巡る。周溝は小孔が連なる形のものが 1条巡る。北東側

は小孔間が溝により連結し周溝状になっている。周溝内には茶褐色土が堆積し、検出するのに困難を来した。

直接ローム面を床としている。面的に硬 く明瞭である部分が東側範囲に認められるが、床上面はやや小さ

な凹凸を呈する。中央の炉を囲むように3.15m× 2.44mの範囲が浅い皿状の凹みとなり、この部分が若千他

の部分より軟弱な傾向を示し、炉に向かって皿状に緩やかな傾斜を持っている。

主柱穴は配列や深さよりPl(P2)、 P3(P4、 P5)、 P6(P7)、 P8、 P10(P9)、 P ll(P12)の 6本が該当す
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第9図  第2号住層址(1/60)

るものと思われる (括弧内に記したピットは埋め戻 し等が行われていた旧主柱穴。特に P5は 口~ムブロッ

クを混入する明褐色土により埋め戻されている状況が観察できた)。 主柱穴は PBを 除き建替えによる移動が

認められた。また、 Pl、 P9に は重複が認められた。主柱穴は壁際に寄った位置に配され、柱穴配列は 6角

形を呈する。 P6~PS間が P6~P3よ りも短 く、柱配列の 6角形が東西方向に長いことなどを加味すると、

東西方向に棟軸を持っていたものと考えられる。柱穴の平面形はややつぶれた円形を呈し、掘 り方はしっか

りしている。明瞭な主柱穴の補助 と思われる注穴は検出されてはいない。主柱穴の深さは P152.6cm、 P3

65.5伽、 P662.5cm、 P841.3cm、 P1047.9cm、 P l146.4cmで 平均52.7cmと 削平を受けている割には概 して深

いが、南側のピットは地形の関係から他のものに比較して浅い。柱穴内の埋土に柱痕 と思われる黒色上の垂

直層が P2、 P3に認められた。この層が柱の太さとすると、柱は14cm～ 18cmの太さを持っていたものと考え

ることができよう。

炉と思われる焼上の範囲が主柱穴に四まれた範囲の中央部よりP5側 に寄った位置に lヶ所検出された。

焼上の範囲は61c14× 75cmの不正形でその厚さは 3 cmを 測る。炉体土器の抜取り痕や石囲いの痕跡などは検出

されなかったが、住居址の時期などや焼土中央部が皿状に窪み周縁を石で囲んだとも考えられるような状況

を加味すると、炉の構造は石囲い炉であったと思われる。

D938.437
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本JA・に第77号土坑と第78号土坑が重複関係を持つが、これらの上坑上には貼り床や埋め戻し等の痕跡が確

認できず、本上の周溝を切るように第77号土坑が構築されていることなどより、これらの上坑は本址よりも

新しい段階に帰属する遺構であると考えられる。

遺物の出土状況 本ttLよ りの出土遺物は大変少なく柱穴内や炉内より土器片0.402kgが検出されているに

過ぎない。本址はP12や炉内よりの上器片より見て中期後半曽利 I式期に帰属すると思われる。

第 3号住居llL(第 10図・図版 4)

B―-938.537

D―-938 537 一 D′  第8号住居址炉址
1 黄褐色上一絡まりが良く硬質で内部に、ロームプロンク、焼

土粒子 (4～ 5 mm大 )を 0有する。

0                   2rn

第10図 第3号住居址 (1/60)

検出状況 本址は調査区のC-14・ 15、 D-14・ 15グ リッドで確認されたものである。住居址は台地の中

央部の平坦な部分に占地し、南側に第 2号住居址、南西側に第 3号円形柱穴列が隣接する。西側に第98号土

坑。第99号土坑と重複するが、土坑上に貼り床がなされていたことより住居l■全体の範囲を把握することが

で番た。また、全体が耕作により削平されていたが、周溝が全周することより平面プランの全容を把握する

ことができた。

遺構の構造 平面形プランは南西―北東方向につぶれる隅丸長方形を呈する。南辺が北辺に比較してやや

外反する傾向が見られ、入り口部が張出すプランに類似する。規模は長軸4.8m×短軸4。 26mで南東―北東

方向に長軸を持つ。南側長辺中央張出し部に埋甕が埋設されており、埋甕と奥壁中央を通す線上に炉が構築
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される。この線を主軸とすると、主軸方向はN-19° 一Eを示す。

住居址上面全体が、削平を受け壁の立上りは不明瞭で、特に南・西・北は壁の立上りを検出することはで

きなかった。壁の一部が遺存していた東側を観察すると、掘り方がしっかりし、直線状に立ち上がる。遺存

している東側で 8 cmを預Jる 。

周溝は重複する上坑上の除き全周する形で壁際を巡る。周溝の断面はU字形を呈し、浅めであり北側 6 cm、

東側 3 cm、 南側 4 cm、 西側 2 cmを 測り、西側が最も浅く不明瞭である。周溝内には小孔が穿たれ、周溝底に

は凹凸が認められる。東側には 2条の周溝が認められ、内側溝上部に部分的に貼り床がなされていたことよ

り東側に拡張が行われたことが窺える。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P2(P3)、 P4、 P5の 4本が該当するものと思われる。南東側のP2は重複

が認められ、旧柱穴と思われる東側の柱穴内には礫による埋め戻しが行われている。この柱穴以外には大き

な立替えは認められない。 Pl、 P2の柱穴は壁際 。住居l■のコーナ部に寄った位置に検出されるのに対して、

P3、 P4はやや内側に寄った位置にある。柱穴の掘り方はしっかりしているが、P2を除いて径が割合小さい。

主柱穴の深さは P122cm、 P252.4cm、 P463.2cm、 P535.8伽 で平均すると43.4c/mであるが、 Pl、 P4の 北側

柱穴は南側に位置する柱穴 (P2、 P4)に比較して浅めであった。また、Plは P4と の深さを調整するため

に、底の部分に粘性の強い黄褐色土が埋められていた。 P2新の北側脇には板状の安山岩を斜状に据えてお

り、柱を固定するために詰め込んだものであろうか。

炉は炉石の抜き去られた石囲い構造の炉が住居址中央より北側奥壁に寄った位置に構築されている。炉の

掘り方は東西1.02m× 南北0.94mの不整形な隅丸方形を呈し、南側前庭に不整形の張出しを持つ。炉内の掘

り方は 2段構成となっているが、炉石を据えた際の掘り方等は確認されていない。炉石は抜き取られた後に

再度一部を炉内に投げ込んだような状態で安山岩角礫と板状礫が検出されている。炉底には42cm× 38cm、 厚

さ 5 cmで焼土が確認された。炉lJ_に直接関われものか不明であるが、炉南西側17cmに板状の礫が床上に据え

られていた。

埋甕は南壁の張り出す部分に、胴部下半を取り去った大型 X字状把手付深鉢が逆位で埋設されていた。埋

甕の掘り方は径59cmの不整円形を呈し、この掘り方はちょうど埋設される土器の口径と大差ない。埋甕上面

の脇はロームにより貼り床がなされ、掘り方と埋甕の間はロームブロックが詰め込まれている。埋甕内には

黒色土・黒褐色上が充満し、掘り方底には埋甕の高さを調整するためか粘性の強い明褐色上が埋められてい

た。埋甕上面には土器底部破片が、北側脇には埋甕の把手部が遺存していた。埋甕の北側は板状礫と横刃型

A′
 938 437 第 3号住居址埋甕

1 黒色土―ソフ トを感 じで軟質。
2 黒褐色土―締まりが良 く内菩卜に、 2～ 3 mm大 のローム粒子を

割合均―に含有する。
3 明褐色土―色調がやや黄味を持ち強粘性。
4 ロームブロ ンク~I mm大 位のロームブロ ンクをつめこんでい

る。上面は貼 り床状的である。

0                  1rn

第11図 第3号住居址埋甕 (1/40)
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石器が上器を補強するように詰められていた。埋甕の南東には深さ13.2cmの不整形な掘り方、東側には楕円

形豫さ15.9cmの掘 り方が検出されこれらが埋甕・入り口に関わるものと考えられる。

直接ローム面を床としているために、検出は容易であったが外帯を除き、炉を中心とする範囲はやや外帯

から緩やかな傾斜を持ち浅い皿状に窪んでいる。外帯は内帯に比べ硬化し、小さな凹凸を有する。入り口部

に2.63m× 1.73mの範囲が不整形な窪みとなっている。

覆土は黒色上の単一層である。土層の状況は締まりが良く、 l mm～ 3 mm大のローム粒子を均―に含有し、

また、lmm大の炭化物粒子も若千含有している。遺物は I層 より若千検出されている。P4の西側より上器底

部が正位で遺存し、また、北東側には小型深鉢が横倒していた。 P2北東側脇には黒燿石塊が 2点並んだ状

態で検出されている。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は 1層 より上器片2.031kgが検出され、その量は夕いとは言えない。

土器の傾向は曽利系が中心となり、唐草文系・加曽利E系が同程度従属的に伴う。その他に黒曜石砕片・粂J

片等総数46(334g)そ の内訳は、素材粒 3、 砕片11、 裂片 9、 ピエス・エスキーユ 4、 象」片 I類 3、 象」片

H類 5、 崇Jttm類 9、 石鏃 2で、その他の石器として打製石斧 2、 横刃型石器 1が検出されている。本址は

埋甕よりみて中期後半曽利Ⅲ式期に帰属しよう。

第 4号住居l■ (第 12図 。図版 5)

検出状況 本址は調査区のE-11・ 12、 F-11・ 12グ リッドで確認されたものである。住居 l」r_は台地の中

央部の平坦な部分に占地し、南東狽]に第 2号円形柱穴列が隣接する。北西側を上坑と重複するが、土坑上に

貼り床がなされていたことより住居l■全体の範囲を把握することができた。また、第 3号住居址と同様に全

体が耕作により削平されていたが、周溝が全周することより平面プランの全容を把握することができた。

遺構の構造 平面形プランは南―北方向につぶれる不整円形を基本とするが、南辺が北辺に比較してやや

外反する傾向が見られ、入り田部が張出すプランとなり、また、やや南東・北東・北西・南西コーナー部が

角張る傾向があり、これらの点を加味するとコーナーの九い 5角形とも捉えることができる。規模は長軸

5.57m× 短軸5。 2mで南―北方向に長軸を持つ。南側辺中央張出し部に埋甕が埋設され、埋甕と奥壁中央を

通す線上に炉が構築され、この線を主軸とするが、炉の軸線はこの線よりやや南東方向にずれている。主軸

方向はN-4° 一Eを示す。

住居lL上面全体が削平を受け壁の立上りは不明瞭であるが、南 。東側に壁の立上りが若千確認された。こ

の範囲を観察すると、掘り方はしっかりし直線状に立ち上がる。遺存している東側で15cm、 南側で22cmを測

り、入り田部が最も高くしっかりした壁休構造を有する。

周溝は北西・北側の一部を除きほぼ全周する形で壁際を巡る。周溝の断面はU字形を呈し、幅に対して割

合深く北側 7 cm、 東側 8 cm、 南狽」7 cm、 西佃J4omを 測り、西側が最もづこく不明瞭である。周溝内には小孔が

穿たれ、周溝底には凹凸が認められ、特にその傾向は東側の周溝に著しい。東・北・西側には 2条の周溝が

認められ、東内側溝上部に部分的に貼り床がなされていた。周溝が同心円状に 2条検出されたことより本址

は同心円状に拡張が行われたものと思われる。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P2(P3)、 P4、 P5(P6)の 4本が該当するものと思われる。 Pl・ P2・ P4

には重複が認められ、 P2'P3、 P5° P6の ように移動し建替えが行われているものもある。 Pl南東側、

P2北西側、 P3、 P4東側、P6は上面に張り床や埋め戻しが認められ、旧柱穴と思われる。主柱穴の建替え

等の状況から大きな建替が 2回行われ、部分的に建替えが行われたことが窺える。主柱穴の位置は壁際・住

居址のコーナ部に寄った位置に構築される。柱穴の掘 り方はしっかりし、深さはP159.6伽
。39.lcm、 P2
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B935.837

第 4号住居址
ユ 黒禍色土-1-3 mm大のローム粒子 1～ 2 mm大 の炭化物粒子

を含有 し44Fま リカt良い。
2 褐色土-1層 よりもローム粒子の量多くなり、ややザラつ く。

B′

1 茶褐色土―粘上細粒子を着干含有 し、上層に焼上が見られる。
2 mm大 の炭化物を着干含有する。

2 黒褐色土―堀が良 く内部に l mm大 のローム粒子を若干均―に
含有する。

3 焼土粒含有黒褐色土-3 mm大のローム粒子と焼土粒子を割合
均一に含有、良 〈締まる。

4 暴捐色土―締まりが良く2-3 mm大 のローム粒子を含有、や
や粘性を持つ。

5 明茶褐色上一締 まりが良 く硬質で、 4層 に比ベローム粒子の

6 黄褐色上-5奢こi剛 降ま今泉鰍 持ち、
ロームブロ /ク を多量に含有。

E′E935.837

第 4号住居址 Jし西隅上坑
1 果色土―割合ソフ トで混入物が少ない。
2 暗褐色土-3～ 5 mm大 のローム粒子を着干含
有し締まりがある。

3 黒褐色■Whま りが良く2層 よりも黒味が々 や増す。
内部に2～ 4 mm大 のローム粒子を含右。

4 褐色土-2層 よりもやや黄味もつ色調で内部にn
2を 3 mm大 の吾憂ム粒子を割合多量に 9   ~        ?m
含有する。

第12図 第4号住居址 (1/60)

70cm・ 54.6cm、 P345.6cm、 P476.9cm・ 58.1銅、 P535,7cm、 P665.8cmで平均すると約56.2cmであるが、 Pl、

P5、 P6の 北側柱穴は南側に位置する柱穴 (P2、 P3、 P4)に比較して浅めであった。奥壁側には所謂石垣

ピツト (P7)が認められる。この柱穴は不整形な掘 り方を呈し、深さは68.6cmを 測る。柱穴内はロームブ

ロックを混入する責褐色土等で埋め戻されている。

炉は一部の炉石の抜き去られた石囲い構造で、住居址中央より北側奥壁に寄った位置に構築されている。

炉の掘り方は東西1,04m× 南北1.06mの隅九方形を呈し、北側奥壁側に浅い掘り方があり、石垣ピットと連

結する。炉内の掘 り方は 2段構成となり、炉石を据えた際の掘り方が見られる。炉石は東辺が抜き取られて

いる他はほぼ完全に遺存していた。炉石に用いられている礫は安山岩角礫で、その据え方は炊き口と思われ

る南辺は平坦に礫を据えるのに対して、他の辺は板状の角礫を斜状にしている。これらの礫の下部には10c/m

～15cm大の楕円形の安山岩を詰め込んで、上部の礫を固定している。奥壁側炉石に接するように長方形をし

た板状の安山岩が敷かれていたが、位置関係や礫の形状から見て石垣に関わるものと考えられる。また、北

側炉石上に棒状の安山岩が倒置していたが、炉石のように安定性がなく炉石より5 mm程度浮き上がっていた

ことなどより、この礫は炉石 とは考えられず石垣に関わるものと思われる。炉底は窪み61cm× 53cm、 厚
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A 935.837

A′ 935 837

第 4;住居址理疑
1 黒色土―猫性をもら割合ソフ トで締まりが少ないローム粒子

等を含まず。

:質縄色圭三筑碁9ザ†を線彗争永寡とく内部に2-4剛大の
ローム粒子を均―に含有。

0                1rn

第13図  4号住居址炉址・埋甕 (1/40)

さ 4 cmで焼上が確認された。

埋甕は南壁の張り出す部分に、胴部下半を取り去った中期後半唐草文系深鉢が正位で埋設されていた。埋

甕の掘り方は径44cmの不整円形を呈し、埋甕上面には板状の安山岩礫が平坦に据えられている。掘り方と埋

斐の間は締まりがある粘性を持つ暗褐色土が詰め込まれている。埋甕内には黒褐色土が充満している。埋甕

の西・南・東を囲むように溝とPs(深さ55.7cm)、 P9(深さ17cm)、 Pl。 (深さ28cm)が検出され、これらは入り

口部に関わる対ピットであろう。入り口部は埋甕を中心に1.64m× 1.48mの範囲が浅 く窪みP9に 向かって

緩やかに傾斜する。本址の入り口部は検出された住居址内で最も整った形を呈している。

直接ローム面を床としているために検出は容易であり、西側の一部を除き全体的に堅緻で特に炉址南側範

囲が顕著であるが、河ヽさな凹凸を呈する。

覆土は 3層に分層できる。東壁側に三角堆土 (褐色土)が堆積し、住居址の中央部1.16m× 1.07mの範囲
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に焼土を含む茶褐色土が検出されている。この層内からは中期中葉や中期後半曽利Ⅲ式・唐草文系土器片が

混在する状態で検出されている。遺物は 1層 を中心に出土し、胴部下半を人為的に欠く唐草文系深鉢がP4

の東側に横倒し遺存し、また、入り口郡対ピットPa上に上半を人為的に欠く唐草文系の小型深鉢が横倒し

ていた。この他にPl、 P2間の床面の若千上より黒燿石砕片・素」片が集中して検出されている。

遺物の出土状況 本l■よりの出土遺物は 1層 より土器片6.392kgが検出されており、その量は割合多い。
その他に黒曜石砕片・系J片等総量258(5559g)が検出され、その内訳は素材粒 3、 砕片■、裂片26、 ピエ

ス・エスキーユ18、 争U片 I類 49、 象」片H類55、 手J片Ⅲ類55、 まJ片ⅣA類13、 手J片ⅣB類 5、 石鏃12、 石鏃ブ

ランク 5、 スクレイパー 5、 石匙 1と 多く、その他の石器では打製石斧 1、 磨製石斧 I類 1、 砕片 1、 まU片

3が検出されている。本IIは埋甕よりみて中期後半曽利H式期に帰属しよう。

第 5号住居llL(第 14図・図版 5)
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第 5号住層址91号土坑
1 黒褐色上-2～ 3 mm大 のローム粒子を若千含有 し、堀は良い。
2 黄褐色土―粘性を有 し、 3～ 5 mm大 のローム粒を多登に含有。

0

第14図 第5号住居址 (1/60)

検出状況 本l■は調査区のA-16・ 17、 B-16・ 17グ リッドで確認されたものである。住居l■は台地の南
側斜面部に占地し、西側に第 1号円形柱穴列が隣接する。南西側に第89号土坑、南東側に第91号土坑と重複

し、土坑上に貼り床等がなされていないことより、これらの上坑が本址を切るものと考えられる。

全体が耕作により削平され平面プランを把握することはできなかったが、検出された柱穴、炉址より住居址

であることが確認できた。

遺構の構造 全体が耕作により削平されているために平面形プランを把握することはできなかったが、主
柱穴配列より考えると円形プランを呈するものと考えられる。

PIと 炉址を通す線を主軸とすると、主軸方向はN-13° 一Wを示す。
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住居址上面全体が、肖J平 を受け壁や周溝は遺存しておらず不明である。

配列や深さより主柱穴 と思われる Pl、 P2、 P3、 P4の 4本が検出されているが、柱穴配列等から考える

と第89号土坑 と重複する位置に、また、南東側斜面に柱穴があったものと思われ、 6本柱構造を想定できよ

う。柱穴の掘 り方はしっかりし径は50cm前後である。主柱穴の深さは P127.7cm、 P228.6cm、 P319.9伽 、

P423.2cmで 平均すると約24.9cmであり、削平されているためか全体的に浅い。

主柱穴に囲まれた範囲中央部に加熱を受け硬化し、やや赤変しているローム面が検出された。この部分が

炉址であると思われ、これは削平を受けたために炉底が辛うじて残った結果であろう。

床面全体は耕作による削平を受け、硬化した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 土器片は0.122kgが検出され、その量は少量である。その内容は中期前半拾沢式上器片、

中期後半唐草文系土器片である。その他に黒曜石砕片・系」片等の総量は36(22g)でその内訳は、手Jtt H類

1、 手J片ⅣA類 27、 黒J片ⅣB類 7、 スクレイパー 1が検出されている。本址は主柱穴配列や検出された土器

片よりみて中期前半格沢式期に帰属しよう。

第 6号住居址 (第 15図 。図版 5)

検出状況 本址は調査区のB-18。 19グ リッドで確認されたものである。住居址は台地の南側斜面部より

やや中央部に寄った位置にに占地し、東側に第33号土坑、西側に第92号土坑が隣接する。全体が耕作により

削平され平面プランを把握することはできなかったが、検出された柱穴、炉址より住居址であることが確認

できた。

遺構の構造 全体が耕作により削平されているために平面形プランを把握することはできなかった。奥壁
に位置していると思われるP5と炉 l■を通す線を主軸とすると、主軸方向はN-12° 一Eを示す。

住居址上面全体が、肖J平を受け壁や周溝は遺存しておらず不明である。

配列や深さより主柱穴と思われるPと、 P2、 P3、 P4の 4本が検出され、 4本柱構造を想定できる。 P2、

P3、 P4に は建替えによる重複が見られる。これら柱穴の上層観察よりP2は南東方向にスライド、P3は北

東方向に、P4は北東側にスライドさせており、これらの点より建物軸が東側にスライド移動していること

が判明した。柱穴の掘 り方はしっか りし径は50cm前後である。主柱穴の深さはP160.9伽 、 P252cm、 P3

48.4cm、 P456.2cmで平均すると約54.4cmで あり、削平されている割には全体的に深 く、直に近い掘 り方を

有する。 Plに は柱痕と思われる径 13cmの 黒色土の垂直層が認められ、この層に沿うように磨製石斧が遺存
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第 6号住居エ
1 黒色土― ソフ トで 1-2 mm大 のローム
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2 黒偶色上-1層 よりもローム粒子が大
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していた。 P4旧 内からは土器底部と未焼成粘土塊が検出されている。炉In北側には石壇ピットが確認され、

深さは62.6cmを 測り深いものであった。

炉は炉石の抜き去られた石囲い炉で、 Pl、 P4間の中間の南側住居址中央部より北側奥壁に寄った位置に

構築されている。炉の掘 り方は東西1,02m× 南北1.08mの隅九方形を呈し、 5 cmし か離れず石垣ピットと接

するように構築される。炉壁際には炉石を据えた際の掘り方が見られる。炉石を据える掘 り方より炉石の状

況を想定してみると、炉石は壁に直に立てられていたものと考えられる。炉底は若千の凹凸があるがほぼ平

坦で、55cm× 58cmの 範囲に厚さ 6 cmで焼土力ヽ確認された。

床面全体は耕作による削平を受け、硬化した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 土器片は0.02kgが検出され、その量は少量である。その内容は中期後半曽利Ⅱ～III式土
器片である。その他に黒曜石砕片・争J片等の総量は 1(6g)で その内訳は、剖片 I類 1′ミだけである。そ
の他の石器では磨製石斧 I類 1、 磨製石斧H類 1、 横刃型石器 1が検出されている。本lur_は主柱穴配列や炉

等の構造や検出された上器片よりみて中期後半曽利Ⅲ式期に帰属しよう。

第 7号住居址 (第 16図・図版 6)
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          第16図 第 7号住居址 (1/60)

検出状況 本 j」Lは調査区のC-12,13グ リッドで確認されたものである。住居址は台地の南側斜面部より
やや内側に寄った位置に占地 し、東側に第 3号円形柱穴列が隣接する。南側に第97号土坑が構築されている

が、土坑上面に貼 り床等は検出されてはいない。全体が耕作により削平され平面プランを把握することはで

きなかったが、検出された柱穴、炉l■より住居 l■であることが確認できた。

遺構の構造 全体が耕作により削平されているために平面形プランを把握することはできなかったが、主

柱穴配列より考えると円形プランを呈するものと考えられる。 Pit20、 Pit23を 通す線と炉址の位置関係から

主軸方向はN-5° 一Wを示すものと考えられる。

住居址上面全体が、肖」平を受け壁や周溝は遺存しておらず不明である。

配列や深さより主柱穴と思われるPit20、 Pit19、 Pit22、 Pit23の 4本が検出されており、 4本柱構造を想
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定できる。建春えによる重複は認められない。柱穴の掘 り方はしっかりし径は50cm前後である。主柱穴の深

さはPit20 55.5cm、 Pit19 44.6cm、 Pit22 45.4cm、 Pit23 44.6cmで平均すると約47.5cmであり、削平されて

いる割には全体的に深く、直に近い掘 り方を有する。Pit22土層には柱の抜き取りがなされたと思われえる

痕跡が認められる。

炉は炉石の抜き去られた石囲い炉で、Pit20、 Pit23間の中間の南側住居l■中央部より北側奥壁に寄った位

置に構築されている。炉の掘り方は東西65m× 南北75mの不整隅九方形を呈する。炉内には石囲いに関わる

掘 り方等は検出されていない。炉底は若干の凹凸があるがほぼ平坦で、64cm× 47cmの範囲に厚さ 3 cmで焼土

が確認された。また、炉l■内には黒褐色土、明褐色上が堆積し、黒掲色上には一括性のない中期後半の上器

破片、割れた安山岩礫が廃棄されたような状態で検出された。炉址内に遺存した土器片は曽利Ⅳ式 4個休分、

加曽利 E式系 2個体分、中期前半拾沢式に帰属するもので、小片が全てで接合関係等は認められない。

床面全体は耕作による削平を受け、硬イとした面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 土器片は1.79kgが検出された。その内容は中期前半終沢式、中期後半曽利Ⅳ式、加曽利
E式系土器片である。本址は主柱穴配列や検出された土器片よりみて中期後半曽利Ⅳ式期に帰属しよう。

第 8号住居址 (第 17図・図版 6)

O
街|

縁勲

ぴ

第 8号住居址P■ 32
1 黒褐色土―軟質で内部に 2 mm大 のローム粒子を割合

多く含有 し、ボロつ く。
2 茶褐色上一締 まりが良 く内部に 3～ 5 mm大 のローム

粒子を含有する。

旦 937.537

A937 537

第17図 第 8号住居l■ (1/60)
検出状況 本址は調査区の C-10・ ■、 D-10。 11グ リッドで確認されていたものである。住居 l■は台地
の南側斜面部よりやや内側に寄った位置に占地し、北東側に第 4号円形柱穴列が南西側に第 9号住居 l■が隣

接する。北側柱穴が第104号土坑 と重複 しているが、土坑上に貼 り床等がなされていないことより上坑が本

上を切 るものと考えられる。全体が耕作により削平され平面プランを把握することはできなかったが、検出

された柱穴、炉址より住居l■であることが確認できた。

遺構の構造 全体が耕作により削平されているために平面形プランを把握することはできなかったが、主
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柱穴配列より考えると円形プランを呈するものと考えられ、炉 JILと 北側柱穴を通す線を主軸 とすると、主軸

方向はN-6° 一Eを示す。

住居J■上面全体が、肖J平を受け壁や周溝は遺存しておらず不明である。

配列や深さより主柱穴と思われるPI(第 104号土坑と重複する柱穴)、 Pit32、 Pit35、 Pit52、 Pit53の 5本

が検出されており5本柱構造を想定できよう。柱穴の掘り方はしっかりし径は60cm前後であり、平面形状は

楕 円形 を呈す るものが主体 を占める。 P163.2伽 、Pit32 52.3cm、 Pit35 45,9cm、 Pit52 44.2cm、 Pit53

40。 7cmで平均すると約49.3cmであり、削平を受けている割には全体的に深い。

主柱穴に囲まれた範囲中央部よりやや北側に寄った位置に60cm× 54cmの不整円形を呈する焼土範囲が認め

られ、この部分が炉l■ となろう。上面が削平を受けているために石囲いの有無、構造等は不明ではあるが、

焼土外縁に炉石を据えた掘り方等が検出されなかったことより、割合簡易な構造であった可台Z隆が高い。

床面全体は耕作による削平を受けており、硬化した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 本工よりの上器片の検出は極少量で、0.022kgが検出されている。その内容は中期前半

猪沢式上器片、中期後半唐草文系土器片である。その他に黒曜石砕片・手J片等総数が 1(0.5g)で、その

内訳は石鏃 1が検出されている。本l■は主柱穴配列や検出された土器片より中期前半拾沢式期に帰属しよう。

第 9号住居址 (第 18図 。図版 6)

検出状況 本llLは調査区のB・ C-10グ リッドで確認されたものである。住居址は台地の南側斜面部より

やや内側に寄った位置に占地し、西側に第 3号地下式坑が重複し、北東側に第 8号住居址が隣鞍する。全体
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第 9号住居址Pi42
1 黒褐色土―結まりが良 く l mm大 のローム粒子を若干含有。
2 暗褐色土-1～ 1 5mm大 のローム粒子を若千含有し、締まり

は良い。埋め土的。
3 褐色土―絡 まり良 く、内部 1-2 mm大 のローム粒子を均―に

含有。

………瓦燥魏抑…柳爺―に含有。                          2 茶褐色上―ザラつき1～ 3 mm大 ローム粒子を均―に有し、ま
2 褐ti一根の境乱                                  れに l mm大 の炭化物含有し結まりは良い。
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第18図  第 9号住居址 (1/60)

二 937137 F′

4 明茶褐色土-3層 よりもローお粒子の量力'多い。
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が耕作により削平されていたが、周溝がほぼ全周することや残っていた東側壁より平面プランの全容を把握

することができた。

遺構の構造 平面形プランは不整円形を基本とする。規模は直径4.62mで ぁる。埋甕の埋設は確認されて
はいないが、所謂埋甕ピットが入 り田部に検出されており、この埋甕ピットと奥壁中央を通す線上に炉が構

築されていることよりこの軸線が主軸と思われ、主軸方向はN-16° 一Eを示す。

住居l■上面全体が削平を受け壁の立上 りは不明瞭であるが、北東・東側に壁の立上 りが若千確認された。

この範囲を観察すると、掘 り方はしっかりしやや斜状に立ち上がる。遺存している東側でmcmを測る。

周溝は南・南西・西側を除き他はほぼ全周する形で壁際を巡る。周溝の断面はU字形を呈し幅が狭い。深さ
は北側 17cm、 東側10伽 を測 り北側が最も明瞭である。周溝内には小孔が穿たれ、周溝底には凹凸が認められ、

特にその傾向は東側の周溝に著 しい。

主柱穴は配列や深さよりPit41(Pit42)、 Pl(P2)、 P3(P4)、 P5の 4本が該当するものと思われる。 P2・

P5に は重複が認められ、Pit42→ Pit41、 PI→ P2ヽ P3→ P4の ように移動 し建替えが行われているものがあ

る。 Pit41、 P2、 P3、 P4に は張 り床や埋め戻 しが認められ、旧柱穴 と思われる。主柱穴の建替え等の状況

から大きな建替えが 2回行われ、部分的に建替えが行われたことが窺える。主柱穴の位置は壁際に寄った位

置に構築 される。柱穴の掘 り方はしっか りし、深さはPit41 50.4cm、 Pit42 54.lcm、 P159.6cm、 P261cm、

P313.lcm、 P367.7cm、 P444.5で平均すると約50cmであるが、 P3は他の柱穴に比べて浅かった。住屋址内

にはPit37、 Pit38、 Pit39、 Pit40が構築されていたが、Pit40を 除き埋め戻 しが行われており、本址に伴 うか

は不明である。Pit39内 には板状の安山岩を箱状に組み合わせた特異な構築物が確認された。

炉は石囲い構造で、住居址中央より北側奥壁に寄った位置に構築されている。炉の掘 り方は東西85cm× 南

北98cmの 隅丸方形を呈 し、西側に旧炉址の掘 り方が重複する。炉石は完存していた。炉石に用いられている

礫は安山岩礫で、南・西側の辺に据えられている礫は棒状礫を用い、北。東辺には割合板状の礫を用いている。

炊き口と思われる南辺は平坦に礫を据えるのに対して、他の辺は板状の角礫を斜状にしている。これらの礫

の北西・南東隅には10釦 ～15cm大の安山岩を詰め込んで炉石 を固定している。炉内には10cm前後の安山岩礫

が10TEl集積されていた。これらの礫は加熱による赤色変化や破砕は見られず、炉址廃棄の段階に炉内に集積

③

B937037 B′ ど全=937 037

0                  1rn

第19図 第 9号住居址炉址 (1/40)
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したものと考えられる。炉底は窪み21cm× 18cm、 厚さ 4 cmで焼上が確認された。

直接ローム面を床としているために検出は容易であったが、南側は地形の関係より流出し、検出できなか

ったがこの音Ь分を除き全体的に堅緻で特に炉 l■南側範囲が顕著であるが、刑ヽさな凹凸を呈する。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は 1層 より上器片0.5kgが検出されており、その量は多いとは言え

ない。その他に黒曜石砕片・素」片等総量15(60g)が、その内訳は素材粒 1、 砕片 2、 剥片 I類 1、 ま」片H

類 4、 制片Ⅲ類 1、 象U片ⅣA類 4、 スクレイパー 1が検出されている。本址は住居工構造よりみて中期後半

曽利 H式期に帰属 しよう。

第 10号住居址 (第 20図・図版 7)

lマ

リが良く、軟質 2-3コロ大
のローム粒子を着千含税
焼■―軟質でオレンシ色。

第10911居址埋甕
1 黒色土―割合ソフトでややポロつく部分がある。含有物はな

2 累褐色土-1層 に類似するがやや締まりがあり、内部に 2 mm
大のローム粒子を着干含有。
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第10号住居祉
1 黒褐色■ lhま りは良 く、やや粘性を有する。内部には 2 mm

のローム粒子と、炭化物粒子を若千含有する。

2 褐色土-1層 よりもよく締 まり、粘性を有 し内部には 1-
2 mm大 のローム泣子を若千含有。

3 黄褐色土―埋め上で強 く締まっている。内部には 5罹m大のロ
ーム粒子を含有する。

4 暗褐色■ 14ま りがある。
5 茶褐色土―器 まりがあり1-2 mm大 のローム粒子、炭化物粒

子を均―に書有する。又、 1-2 mm大 の焼土粒子
を粉状に入る。理め土的。

0            2m
l_

第20図  第10号住居址 (1/60)

検出状況 本 l■は調査区のE-8・ 9、 F-8・ 9グ リッドで確認されたものである。住居址は台地のほ

ぼ中央部に占地し、北側に第■号住居址 と東側を第 1号方形柱穴列が重複し、西側は畑地造成のためにカッ

トされているが、全体の約3/4が遺存してお りほぼ住居 l■の全容を把握することができた。

遺構の構造 平面形プランは南―北方向に長い不整円形を基本とするが、南辺が北辺に比較してやや外反
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する傾向が見られ、入り口部が張出すプランとなる。また、不明瞭ではあるがやや南東・北東・北西コーナ

ー部が九みを持ち張る傾向があり、これらの点を加味するとコーナーの九い 5角形とも捉えることができる。

西側が造成のために削り取られているが、他の辺から想定すると規模は長軸50.3m× 短軸4.64mで南―北方

向に長軸を持つ。南側辺中央張出し部に埋甕が埋設されており、埋甕と奥壁中央を通す線上に炉が構築され

ており主軸方向はN-12° 一Eを示す。

住居址西側を削り取られているがこの部分を除き壁の立上りは明瞭で、本址周辺では最も堅固な壁構造を

呈する。特に南・東側に壁の立上 りは明瞭でこの範囲を観察すると、掘り方はしっかりし直線状に立ち上が

る。遺存している東側で41.5cm、 南側で25,7cmを 測り、地形の関係からか東側が最も高くしっかりした壁休

構造を有する。

周溝は削り取られた一部を除きほぼ全周する形で壁際を巡る。周溝の断面はコ宇形を呈し、幅に対して割

合深く北側15.lcm、 東側21.4cm、 南側15.6cmを 測り東側が最も深く明瞭である。周溝内には小孔が穿たれ、

周溝底には凹凸が認められ、特にその傾向は北・南側の周溝に著しい。南・北側には 2条の周溝が認められ、

北内側溝上部に部分的に貼り床がなされており、内側の周溝が古いものであることが判明した。周溝がはぼ

同心円状に 2条検出されたことよりより本jlLは 同心円状に拡張が行われたものと思われる。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P3(P2)、 P4(P5)、 P6(P7)の 4本が該当するものと思われる。 P5° P7

には重複が認められ、 P2~P3、 P4~P5ヽ P6~P7の ように移動し建替えが行われているものがある。主

柱穴の建替えの状況をまとめるとPl・ P2・ P5'P7が旧住居址に伴うもので、柱の建替えによる小さな拡
張が行われた後に、 P2→ P3ヽ P4→ P5、 P6→ P7の ように柱が移動し建替えられ大きな拡張がなされてい

る。主柱穴の位置は壁際・住居l■のコーナ部に寄った位置に構築される。柱穴の掘り方はしっかりしており、

¥く さは P174.2cm、  P258.6cm、  P328.7om、  P428.2cm、  P564.6cm。 42.8cm、  P645,3cm、  P761.4cm・ 60.4cm

で、旧住居l■に伴う柱穴の方が新住居址に伴うものに比べて深い。

炉は 3辺の炉石の抜き去られた石囲い構造で、住居址中央より北側奥壁に寄った位置に構築されている。

炉の掘り方は東西1.04m× 南北1.06mの不整隅丸方形を呈し、西・東側に旧炉址の掘り方が重複している。

炉内の掘り方は 2段構成となっており、炉石を据えた際の掘 り方が見られる。炉石は南辺が遺存しているだ

けで他は抜き取られている。炉石に用いられている礫は安山岩角礫でその据え方は斜状にしているが、炉石

と思われるこの礫は床面より11.4cm砲争 位ヽ置に据えられている点などよりみて、この礫は石囲い用のもので

なく炉石下部の組石の可能性が高い。北側辺の掘り方中段には詰め石と思われる10cm前後の礫が遺存してい

た。炉底は浅い皿状に窪み56cm× 40cm、 厚さ 6c/mで焼上が確認された。

埋甕は南壁のやや張り出す部分、旧周溝重複する形で、口縁部を若千欠損する中期後半曽利Ⅲ式深鉢が正

位で埋設されていた。埋甕の掘 り方は径35cmの不整円形を呈し、埋甕上面には板状の安山岩礫が平坦に据え

られている。掘り方と埋甕の間は割合ソフトな黒色上が堆積している。埋甕内には 2 mm大のローム粒子を混

入する黒褐色土が充満している。埋甕の周辺には対ピット等は検出されてはいない。

直接ローム面を床としているために検出は容易であり、西側の一部を除き全体的に堅緻で特に炉址南側範

囲が顕著であるが、刻ヽさな凹凸を呈する。床は全体的に入り口部に向かって緩やかな傾斜を持ち、埋甕周辺

が最も低い部分とイFる 。

覆土は 3層に分層できる。東壁側周溝内には埋め戻したと思われる責褐色上が認められた。 1層は凸レン

ズ状に黒褐色土が堆積し、この層内を中心に若千の遺物が得られている。 2層は粘性を有し締まりのある掲
色上が堆積している。この層内から中期中葉や中期後半曽利Ⅲ式 。唐草文系土器片が混左し検出されている。
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遺物の出土状況 本JLよ りの出土遺物は 1層 より上器片8.013kgと 割合多くの上器片が検出されている。

その他に黒曜石砕片・系J片の総量は138(586.5g)と 割合多く、その内訳は素材粒 4、 砕片21、 裂片 11、 ピ

エス・エスキーユ 7、 素Jtt I類 17、 崇Jtt H類 33、 剥片Ⅲ類 31、 石鏃 3、 石鏃ブランク 2、 ドリル 1、 スクレ

イパー 8と 種類に富んでいる。その他の石器は打製石斧 4、 磨製石斧 H類 1、 凹石 I類 1、 手U片 2が検出さ

れている。本 l■は埋甕よりみて中期後半曽利III式期に帰属 しよう。

第日号住居址 (第 21図 ・図版 7)

検出状況 本址は調査区の F-8・ 9、 G-8グ リッドで確認されたもので、南側を第10号住居址 と重複

関係にある。住居址は台地の中央部の平坦な部分に占地している。東側を第 1号方形柱穴列と、住居址内北

西側には第132号上坑 と重複関係を持つ。西側が畑地の造成によリカットされ、また、南側が第10号住居址

に切 られているために住居 l■の全容を把握することはできなかった。

遺構の構造 住居址の全容を把握できなかったために平面形プランについては不明な部分が多いが、検出

された東側壁より想定すると、不整円形を基本 とするものと考えられる。

住居址上面全体が削平を受け壁の立上 りは不明瞭であるが、東側に壁の立上 りが若千確認された。この範

囲を観察すると、掘 り方は不明瞭で斜状に立ち上がる。遺存している東側で15cmを 測 り地形に沿って西側に

至るにつれ低 くなる傾向が見られる。

周溝は壁より内側に約80cm入った位置にほぼ全周する形で巡る。周溝の断面はU字形を呈し、幅が広 くそ

の形状は不規則で地点によって深さに異なりがある。周溝内には刻胃しが穿たれ、周溝底には凹凸が認められ、

特にその傾向は北側の周溝に著 しい。

主柱穴の配列を明確に把握することはできなかった。

直接ローム面を床 としているが、全面が軟弱で凹凸を呈しそのために検出には困難を来した。床面は小さ

な凹凸を呈し、西側に傾斜 している。

覆土は 2層に分層できる。全体的にローム粒子を含有する土層で、床面との識別に苦慮した。

第21図 第11号住居址 (1/60)
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遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は 1層 より上器片0.191kgが検出されており、その量は多いとは言
えない。その他に黒曜石砕片・争J片等総数 4(19g)が検出されており、その内訳は裂片 1、 景Jtt I類 2、

景Jttm類 1である。本址は検出遺物も少なく、時期決定資料を欠くが第10号住居JILと の重複関係より中期後

半曽利III式期以前に帰属しよう。

第 12号住居址 (第22図 。図版 7)

検出状況 本址は調査区のG-9。 10、 H-9・ 10グ リッドで確認されていたものである。住居址は台地
の中央部よりやや北側に寄った北側谷部の肩部分に占地している。南西側に第128号土坑が重複し、西側に

第121号土坑が隣接する。本址全体が攪乱を受けていたために土坑との重複関係を把握することはできなか

った。また、地形の関係上や、耕作による削平のために遺存していた部分は全体の約2/3で、本llLの全容を

把握し得てはいない。

遺構の構造 検出された南東側プランと床面範囲から平面プランを推定すると、平面形プランは南西―北
東方向につぶれる不整楕円形を基本とするものと思われる。柱穴配列と炉址の位置関係から見ると、北西―

東南方向に長軸を持つものと思われ、 P3・ P4を棟軸に関わる柱穴と仮定すると、この中点と炉址を通す線

が主軸線と考えられ、主軸方向はN-32.5° 一Wを示1。

住居址上面全体が削平を受け壁の立上りは不明環であり、若千不明瞭に南 。東側の一部に壁の立上りを検

出することができた。この範囲を観察すると、掘り方は不明瞭で立上りもしっかりせず、緩やかな傾斜を持

ち床面と接する部分は皿状の曲線上をなす。遺存している東側で 8 cm、 南側で 7 cmを測る。

周溝は間仕切 りに関わると思われるものが、主柱穴の Pl・ P2を繋 ぐように検出されている。また、周溝

ではないが、 P5・ P6間 にも小孔が認められ、これらが対辺の周溝と同様な役害Jを呆たしたものであろうか。

周溝の断面は幅の広いU字形を呈し、最も深い部分でH.9cmを 測る。

二 937237 D936 937

8号■坑  
い

1 黒褐色土-2-3 mm大のローム粒子を若千だ力f均―に含有。
2 mm大 の炭化物粒子を若干含有 IXま りが良い。
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第22図 第12号住居址 (1/60)
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主柱穴は配列や深さよりPと、 P2ヽ P3、 P4、 P5、 P6の 6本が該当するものと思われる。P2に は重複が

認められ、建替えが行われたものと考えられる。南西側に位置するP3ヽ P4は位置関係等より棟軸に関わる

柱穴であろう。主柱穴の位置は壁際・住居」■のコーナ部に寄った位置に構築されており、柱穴の掘り方はし

っか りし、直径の割合に比べて深いものが主体を占め、 P159.7cm、 P246.3cm、 P344.6cm、 P454cm、 P5

48.3cm、 P656.4cmで平均すると約51.6帥 であり全体的に平均している。北西方向にP3、 P4の対となるピッ

トは検出されてはいないが、他の主柱穴配列より見て 6角 形の主柱穴配列となろう。

炉は一部の炉石の抜き去られた石囲い構造で、ほぼ住居J■の中央に構築されている。炉の掘り方は東西

56cm× 南北60cmの不整円形を呈している。炉内の掘り方はやや円錐形に近い構造となっており、この掘り方

を囲むように炉石が据えられている。炉石は北東辺が抜き取られている他はほぼ完全に遺存していた。炉石

に用いられている礫は安山岩角礫で、その据え方は平坦な面を立てるように据えているが、詳細に観察する

と後世に動かされた痕跡が認められ、原位置で遺存していたとは考えがたい。しかし、検出された石囲いや

掘 り方の状態より想定すると、小型の石囲い炉構造を考えることができる。炉底の窪み30cm× 26cm、 深さ

30cmを浪1り 、厚さ 4 cmで焼上が確認された。

直接ローム面を床としているために検出は容易であったが、地形の関係や耕作による攪乱の影響を受け、

西・北 。東辺付近は検出できなかったが、検出できた中央部等より観察すると全体的に堅緻で、炉l■を中心

としてやや皿状に窪む傾向を看取ることができた。なお、床面は小さな凹凸を呈する。

覆土は漆黒色上の単一層で、詳細に観察すると一度掘り返された土が埋め戻されているような状態で、柱

穴等の覆土はフカフカの状況で締まりがなかった。また、一度掘った柱穴を埋め戻すために安山岩礫を詰め

込んでおり、礫間に隙間が認められたことや覆土中にビニール片などが混入していたことを考慮すると、近

代に発掘調査が行われたものと考えられ、1952年に諏訪清陵高校地歴部によって行われた調査個所に該当し

よう。再調査のために小片の遺物が少量埋め戻しの上に混入して検出されたに過ぎない。

遺物の出上状況 本址よりの出土遺物は 1層 より上器細片が微量検出されている。その他に黒曜石砕片・

劉片等総量29(123g)、 その内訳は砕片11、 裂片 4、 ピエス・エスキーユ 4、 呆JttH類 5、 剖片Ⅲ類 4、 石

鏃 1で、その他の石器では凹石 I類 1が検出されている。本l■は住居址の構造や微量ながら得られた遺物よ

りみて中期前半井戸尻式期に帰属すると思われる。

第 13号住居址 (第 23図・図版 8)

検出状況 本址は調査区のB-8。 9、 C-8。 9グ リッドで確認されたものである。住居址は台地の南

側斜面部に占地し、西側に第14号住居址、南西側に第15号住居址が、北東側に第133号土坑、北西側に第134

号土坑が重複している。重複関係が著しい割には本址が最も最終に構築されていた関係より住居l■全祢の範

囲を把握することができ、また、周溝がほぼ全周することより平面プランの全容を把握することができた。

遺構の構造 平面形プランは南西―北東方向に若千つ漆れる不整円形を基本とするが、南東辺が北西辺に

比較してやや外反する傾向が見られる。また、やや南東・北東・北西 。南西コーナー部が角張る傾向があり、

これらの点を加味するとコーナーの丸い 5角形とも捉えることができる。規模は長軸5.55m× 短軸4.8mで

南東―北西方向に長軸を持つ。南東側辺中央のやや弛む張出し部と思われる部分には埋甕が埋設され、埋甕

と奥壁中央を通す線上に炉が構築されておりこの線を主軸とするが、炉llLの掘り方の軸線は主軸線よりやや

西方向にずれている。主軸方向はN-27.5° 一Wを示す。

住居址上面全体は削平を受けているが、南側の斜面部に構築されているために壁の立上りは明瞭である。

特に北西 。東側の壁の立上りは明瞭に確認された。この範囲を観察すると、掘り方はしっかりし直線状に立
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第13号住居址

●
第14号住居址

第15号住居址
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第14;住居址 l■変
1 明茶褐色土―締まりが良く硬質で、
内部に 2 mm大 の炭化物を若干含
有し、又2～ 4 mm大 のローム粒
子も若干含有。

2 黒褐色土―締まりが良くローム粒子
を多く含有。耕作による撹乱

21n
第13号住居上連菱
1 暗褐色土―割合ソフ トで混入物が少ない。
2 黒褐色上-1層 よりも締まりがあり木目が細かい。
3 茶褐色土―締まりがなくソフ トある。

Bf」
逸 ‐ 締まりが良くい 2鰤大の口 群 野 をl● に割合

多く含有している。又 l mm大 の炭化暢も割合見るこ

とができる。土層の状況は一括に入った感じがする。

第
Υ
号続解 締まりがなく軟質でボロつく。
:鱗雛三男1鞍甚み癖ζfち ぁヾる。
4 褐色土一割合締まリカ'あ り lm¶ 大のローム粒子を含有。

第23図 第13号住居址・第14号住居址 。第15号住居址 (1/60)

ち上がる。最 も明瞭に遺存している東側で16c/mを 測る。

周溝は土坑の重複 している部分を除きほぼ全周する形で壁際を巡る。周溝の断面はU字形を呈し、北傾J

6 cm、 東側 16.lcm、 南側 3.5cm、 西側13.9cmを 測 り、東側が最 も深 く明瞭である。周溝底には若千の凹凸が

認められ、特にその傾向は東側の周溝に著しい。南西側には 2条の周溝が認められたことなどより、南西側

にに拡張が行われたものと思われる。

主柱穴は酉己列や深さよりPl、 P2、 P3ヽ P4(P6)の 4本が該当するものと思われる。P3に は重複が認め

られ、 P4・ P6の ように移動し建替えが行われているものもある。主柱穴の建替え等の状況から西側に拡張

が行われたことが窺える。主柱穴の位置は壁際
。住居l■のコーナ部に寄った位置に構築されることを基本と

するが、P2は他とは異なりやや内側によった位置に構築されている。柱穴の掘 り方は様々で東側に位置す

る主柱穴はしっかりしているが、西側の主柱穴は不整形な形状を呈する。深さはP189.8cm、 P240.3cm、 P3

25cm。 12.7cm、 P435.7cm、 P646.4cmで平均すると約47.4cmであるが、 P3ヽ P4ヽ P6の西側柱穴は東側に位

置する柱穴 (Pl、 P2)に比較して浅めであった。

炉は一部の炉石の抜き去られた石囲い構造で、住居J■中央より北側奥壁に寄った位置に構築されている。

炉の掘り方は東西80cm× 南北90cmの不整方形を呈し、西側に浅い掘り方がある。

炉内の掘り方は 2段構成となっているが、炉石を据えた際の掘り方等は見られない。炉石は全ての辺が抜き
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取られていたが、炉石下部に詰め込んだと思われる10cm～ 15cm大 の安山岩が北辺に検出された。また、炉址

掘 り方東側に直径32cmの球状礫が遺存していたが、この礫は炉石の抜き取 り後に置かれたものと考えられる。

炉底は窪み焼上が厚さ 6帥で確認された。

埋甕は南壁の張 り出す部分に、完形の加曽利 E系深鉢が正位で埋設されていた。埋甕の掘 り方は径30cmの

不整円形を呈している。掘 り方と埋甕の間には割合ソフトな茶褐色土が詰め込まれている。埋甕内に暗褐色

土と黒褐色土が充満している。埋甕の南側に不整形な掘 り方が検出されたが、埋甕に関わるかは不明である。

基本的にはローム面を床としているが南側は地形の関係より床面が流出しており検出は容易ではなかった。

住居址中央部には東西に横断するように耕作による攪乱が認められ、また、覆土との識別が難しい個所があ

り床面の把握には困難を来した。床面は全体的に軟弱で小さな凹凸を呈する。

覆土は攪乱層を除くと明茶褐色土層の単一層である。覆土は締まりが良く硬質で、内部に 2 mm大の炭化物

や 2 mm～ 4 mm大のローム粒子を含有しており、埋め戻したような感触であった。

この層内からは中期後半の曽利Ⅳ式・少量の唐草文系・加曽利E系土器片が混在する状態で検出されている。

奥壁側床面上から両耳壼底部、 P2北側床上にはつぶれた状態で曽利 式深鉢が検出されている。
遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は 1層 より土器片5.251kgが検出されている。その他に黒曜石砕
片・劉片等総数37(123g)、 その内訳は素材粒 1、 砕片 2、 裂片 8、 ピエス・エスキーュ 3、 黒Jtt I類 4、

系Jtt H類 7、 刹片Ⅲ類 7、 石鏃 1、 石鏃ブランク 1、 スクレイパー 3、 その他の石器では打製石斧 1が検出

されている。本址は埋甕や床面上の遺物よりみて中期後半曽利Ⅳ式期に帰属しよう。

第 14号住居址 (第23図 。図版 8)

検出状況 本址は調査区のB-8グ リッドでヽ確認されたもので、第13号住居址の検出に伴ってその存左が
明確になった。住居址は台地の南側斜面部に占地し、東側に第13号住居l■ と南側を第15号住居JILと 重複する。

また、北西側に第135号土坑が重複する。本址の周溝上に第13号住屋址の貼り床がなされていたことより、

本址は第13号住居址より古いものと考えられる。西側が畑地の造成によリカットされ、北西側を上坑と重複

するために平面プランを把握することはできなかったが、検出された柱穴、炉址掘り方より住居址であるこ

とが確認でき、その概要を把握することができた。

遺構の構造 全体が耕作により削平され、西側をカットされているために平面形プランの全容を把握する
ことはできなかったが、主柱穴配列や周溝より考えると円形プランを呈するものと考えられる。入リロ部に

検出された埋甕と、炉址の掘り方を通す線を主軸とすると、主軸方向はN-70° 一Wを示す。

住居址上面全体が、肖J平を受けているために壁は南側の一部を除き遺存しておらず不明であるが、遺存し

ている部分より想像すると、かなり明瞭なものが構築されていた可含融隆が高い。

周溝は東辺部分の一部が検出された。周溝の上面は第13号住居llLの貼り床がなされており、検出には困難

を来した。周溝の構造は幅 9 cmと狭い割には深さが11.2cmも ある明瞭なもので、断面形はコ字形を呈する。

配列や深さより主柱穴と思われるP5、 P7の 2本が検出されている。住居l■構造や時期的な問題を加味す

ると4本柱の主柱穴構造を想定できよう。柱穴の掘り方はしっかりしているが、平面形は不整形である。主

柱穴の深さはP573.8cm、 P760,7cmで あり、割合深さのある柱穴である。

住居llL中 央部に炉址の掘 り方と思われる不整形な掘 り方が検出された。深さは5.6cmと浅く、加熱を受け

硬化した部分や焼土等は検出されてはいないが、位置的関係を考慮すると炉址に関わる掘り方と思われる。

埋甕は南東側の住居址の平面プランがやや張り出した部分に中期後半縄文施文深鉢胴部が正位で埋設され

ている。埋楚の掘り方は径25cmの不整円形を呈し、この掘り方はちょうど土器の大きさに合うように構築さ
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れている。埋甕内には褐色土と暗褐色上が堆積 している。

床面全体は耕作による削平を受けており、硬化 した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 土器片は少量で0.9kgが検出されている。本址は住居址構造や埋甕、第13号仁居 l■との

重複関係よりみて中期後半曽利Ⅲ式期に帰属するものかと思われる。

第 15号住居l■ (第23図 )

検出状況 本址は調査区のB-8・ 9グ リッドで確認されたものであるが、第13号 。第14号住居l■の検出

に伴って掘 り方を持つ焼土範囲が認められその存在が明確になった。住居址は台地の南側斜面部に占地し、

北東側に第13号住居l■ と北側を第14号住居址 と重複する。本址の柱穴等に第13号住居 l■の貼 り床がなされて

いたことより、本址は第13号住居l■より古いものと考えられる。他の遺構 との重複や畑地の造成等により攪

苦しされているために平面プランの全容を把握することはできなかったが、検出された柱穴、炉址掘 り方より

住居址であることが確認でき、その概要を把握することができた。

遺構の構造 遺構全体が耕作等により削平され、西側をカットされているために平面形プランの生容 を把

握することはできなかったが、主柱穴配列より考えると円形プランを呈するものと考えられる。

住居址上面全体が、削平を受けているために壁や周溝は遺存しておらず不明である。

配列や深さより主柱穴と思われるP7ヽ PSヽ P9の 3本が検出されている。住居址構造や時期的な問題を加

味すると7本柱の主柱穴構造を想定できようか。柱穴の掘 り方はしっかりしているが、平面形は不整形であ

る。主柱穴の深さはP756.5cm、 P851帥、P918.6cmで あり、割合深さのある柱穴である。

住居l■中央部に炉l■の掘り方が検出された。深さは 2 cmと浅く、掘り方の中央部40cm× 22cnIの範囲に厚さ

3 clllの焼上が検出された。

床面全体は耕作による削平を受け、硬化した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 土器片は細片が少量検出されている。本l■は住居址構造や第13号住居l■ との重複関係、

覆土内から得られた土器よりみて、中期前半井戸尻Ⅲ式期から中期後半曽利 I式期に帰属するものかと思わ

れる。

第16号住居址

◎Hお 8

9            ?m
第19号住居趾炉
1 褐色土一締 まりが良 く内部に 2-3 mm大 のロー

ム粒子を部分的に若千含有。
2 暗褐色土―締まりが良く1層 よりもやや黒味が

強い。内部に微量の 2 mm大 の炭化物
粒子含有。

♭
Ｐｉｔ４３

第19号住居址

◎

輛
第24図  第16号住居址 。第19号住居址 (1/60)
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第 16号住居址 (第24図 )

検出状況 本址は調査区のD-9。 10、 E-9。 10グ リッドで確認されたものである。住居 l」_は台地の中

央部よりやや南西寄 りに占地 し、南側に第 4号地下式坑、住居址内には第106号土坑が重複している。土坑

上に貼 り床がなされていないことより、土坑が本址を切るものと考えられる。全体が耕作により削平され平

面プランを把握することはできなかったが、検出された柱穴、炉址より住居llLであることが確認できた。

遺構の構造 全体が耕作により削平されているために平面形プランを把握することはできなかったが、主

柱穴配列より考えると円形プランを呈するものと考えられる。

住居 l■上面全体が、肖J平を受け壁や周溝は遺存しておらず不明である。

配列や深さより主柱穴と思われるPit58、 Pit54、 Pit45、 Pit43の 4本が検出されているが、柱穴配列等か

ら考えると第 4号地下式坑と重複する位置に柱穴があったものと思われ、 5本柱構造を想定でき、主柱穴構

造は 5角形を呈していたものと考えられよう。柱穴の掘 り方はしっか りし、径は20cm～ 30cm前後である。主

柱穴の深さはPit58 64伽 、Pit54 46.4cm、 Pit45 14.6c7m、 Pit43 36.6cmで 平均すると約40.4cmであり、平面

規模に対し割合深 く、掘 り方がしっか りしている。

主柱穴に囲まれた範囲中央部に焼上範囲が検出された。焼土範囲は第106号土坑に切 られており明確では

ないが、遺存している範囲は25cm× 30cmと 狭い。石囲い等の施設は見られない。

床面全体は耕作による削平を受け、硬化 した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 本址よりの出土土器はない。本址は主柱穴配列等よりみて中期前半に帰属しよう。

第 17号住居址 (第25図・図版 8)

検出状況 本址は調査区のE-6・ 7、 F-6・ 7グ リッドで確認されたものである。住居IIは 台地の中
央部より西側に寄った位置に占地し、西側に第 2号方形柱穴列、第174号土坑が重複する。第174号土坑土坑

の上面には貼 り床がなされ、第 2号方形柱穴列を構成する第168号土坑上面南側にも貼 り床が認められたこ

とより新旧関係を把握することができた。本 l■の上面は畑地造成の際に削平を受け、また、西側は地形の関

係等により壁が流出し検出することはできなかったが、周溝がほぼ全周して検出されたことより平面プラン

の全容を把握することができた。

遺構の構造 平面形プランは不整隅九方形を基本とするが、北辺が直線上であるのに対して南辺はやや外
反する傾向が見られ、最も張 り出した部分は南辺の中央部で、この部分が入り口部に関わる張出し部に該当

するものと考えられる。やや南東・北東・北西 。南西コーナー部が角張り、入り口部が張 り出すことを加味

するとコーナーの丸い 5角形を基本的な平面プランと捉えることができる。規模は長軸5.06m× 短軸4.69m

で南―北方向に長軸を持つ。南側辺中央張出し部に埋甕が埋設されており、埋甕と奥壁中央を通す線上に炉

が構築されておりこの線を主軸 とすると、主軸方向はN-0.7° 一Eを示す。

住居址上面全体が削平を受け壁の大部分は遺存してはいないが、南 。東側に壁の立上 りが若千確認された。

この範囲を観察すると、掘 り方はしっか りし直線状に立ち上がる。遺存している東側で20.8cm、 南側で14cm

を浪Jる 。

周溝は西側に重複する第 2号方形柱穴列の範囲を除きほぼ全周する形で壁際を巡る。周溝の断面はU字形

を呈し、幅に対 して害J合深 く北側 15。 4cm、 東側 13.6cm、 南側20.2cm、 西側4.5cmを 測 り、地形の関係から西

側が最も浅 く不明瞭であるが、他の部分は明瞭でしっか りしている。周溝内はやや四凸があるものの小孔等

は穿たれてはいない。南・北側の一部に 2条の周溝が認められ、南。東。西には内側の周溝と連なるように小

孔が穿たれている。南内側溝上部に部分的に貼 り床がなされていたことや、周溝が同心円状に 2条検出され
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2 褐色土一締まりが良い。
S 黒褐色上― ローム粒子、 1-2 mm大
を多く含有、ややボロつく。

第17;住居址
1 黒色主一根の境乱 ?
2 褐色土一締 まりは良 く内部に 2 mm大 のローム粒子を若干含有。
3 果褐色と一割合 ソフ トで 2層 よりもローム粒子の量は多くは

ないが大粒な傾向
4 黒褐色■-3層 と同様だが 2 mm大 の炭化物を含有することに

特長がある。
5 焼上粒子含有褐色土-1-2 mm大の焼土粒子と,-3 mm大 の

ローム粒子を割合多く均―に含有。

亙と      6 
暗褐色I ・E参

警奢貧
なく着干 l mm大 のローム粒子、焼主粒

7 黄褐色土一粘性をもつ

第25図 第17号住居址 (1/60)

たことよりより本址は同心円状に拡張が行われたものと思われる。

主柱穴は配列や深さよりPI、 P2、 P3、 P4(P5)の 4本が該当するものと思われる。 Pl・ P2・ P3に は重

複が認められ、 P4・ PSの ように移動 し建替えが行われているものもある。 Pl南西側、 P2西側、 P3北東側

には上面に張 り床が認められ旧柱穴と思われる。主柱穴が外側に建替えが行われている点や、周溝の状況か

ら、同心円状に拡張がなされたたことが窺える。主柱穴の位置は壁際・住居址のコーナ部に寄った位置に構

穿≧さ孝化る。 増う代の斬]り 友討ましっか りし、 湧亀さは P142.lcm。 48.7cm、  P253cm・ 42.5cm、  P341.3cm・ 45.8cm、

P450.5cm、 P531.4c/mで平均すると約44.4cmであり、全体的に平均している。

北側奥壁には炉 l■掘 り方と繋がる不整形な掘 り方が認められる。この掘 り方は深さ10cmの浅い皿状を呈し、

掘 り方中央部より北東側に寄った位置に伏甕が検出された (No l)。 伏甕に用いられている土器は中期後半

加曽利 E系深鉢口縁部で、掘 り方底より4 浮いた状態で逆位に設置している。この伏甕東側にも掘 り方を

有しない伏甕が検出されている (No 2)。 伏甕Nα 2も 伏甕No lと 同様に加曽利 E系深鉢口縁部が用いられ、

伏甕上に曽利Ⅳ式深鉢胴部破片が倒れかかるように遺存していた。石垣等の施設は構築されてはいないが、

これらの伏甕は奥壁祭壇に関わるものと思われる。
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炉は炉石の抜き去られた石囲い構造で、住居」I中央より北側奥壁に寄った位置に構築されている。炉の掘

り方は東西1.23m× 南北0.83mの隅丸長方形を呈し、北側奥壁側に浅い掘り方がある。炉内の掘り方は 2段

構成となっているが、炉石を据えた際の掘り方等は検出されてはいない。

炉石に用いられていたと思われる板状の安山岩礫が掘り方北西脇に遺存していたが、この礫は炉石を抜き取

った後に掘り方内に投げ込んだものである。炉底にも同様な礫が遺存していた。

炉底は窪み55cm× 42帥の範囲で、厚さ 7 cmで焼土が堆積していた。

埋甕は南壁の張り出す部分に、新旧の埋甕が検出された。埋甕No l(新 )は胴部下半を取り去った曽利Ⅳ

式深鉢が正位で埋設されていた。埋甕の掘り方は径31cmの不整円形を呈し、埋甕上面には板状の安山岩礫が

平坦に据えられているが、蓋石は若千南側にずれている。掘 り方と埋甕の間は締まりがあるローム粒子を大

量に含有する茶褐色上が詰め込まれている。埋甕内には褐色上が充満している。埋甕No 2(旧 )は埋甕No l

の北西側39cm内側に入った位置に検出された。埋甕No 2は 曽利Ⅳ式深鉢胴部を正位に埋設する。埋甕上には

明瞭な貼り床等は検出されてはいないが、位置関係よりみて新旧関係を把握することができた。埋甕Nα lに

比べて宅の遺存度が低 く、掘り方なども径20cmの不整円形で、埋甕No lよ りも簡易な構造である。埋甕No 2

の周辺には浅い皿状の窪みが認められる。埋甕No l南側の周溝部にはP6(深さ14伽 )、 P7(深さ24.6cm)の

ような尉ピット状の柱穴が検出されている。

直接ローム面を床としているために検出は容易であり、西側の一部を除き全体的に堅緻で級密であるが小

さな凹凸を有する。外帯は特に堅緻で内帯に比べてやや高い。埋甕の北側範囲は他の部分に比べてやや低 く

浅い皿状となる。

覆土は 3層に分層できる。入り田部に黒褐色土 (3層)が堆積し、住居j■の中央部には褐色土 (2層 )が堆

積する。特徴的な土層堆積は炉址上に認められた。遺物は 2・ 3層 を中心に出土した。入り口部 3層内床上

13cmに 中期後半曽利Ⅳ式深鉢底部が横倒し遺存し、また、入り口部対ピットP6上にも曽利Ⅳ式深鉢大型破

片が横倒していた。この他に Pェ、 P2間の床面の若千上より黒燿石砕片・剖片が集中して検出されている。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は曽利系と加曽利E系の上器片5.055kgが検出されているが、唐草
文系土器は希少である。その他に黒耀石砕片・手J片等総数79(245g)、 その内訳は素材粒 1、 砕片13、 裂片

11、 ピエス・エスキーユ 2、 石核 4、 予Jtt I類 5、 崇Jtt H類 18、 崇」片Ⅲ類13、 崇」片ⅣA類 10、 スクレイパー

1で、その他の石器は磨製石斧 I類 1、 凹石 I類 3、 磨石 1が検出されている。本l■は埋甕よりみて中期後

半曽利Ⅳ式期に帰属しよう。

第 18号住居址 (第26図・図版 9)

検出状況 本址は調査区のC-6・ 7、 D-6'7グ リッドで確認されたものである。住居址は台地の中
央部よりやや南側斜面部に寄った位置に占地し、南側に第19号住居lLが東側には第186号土坑、東側には第

189号土坑、内部には第181号・第182号土坑が重複し、南東側には第 6号地下式坑が隣接する。第182号土坑

を除き土坑上に貼り床等がなされていないことより、これらの上坑が本址を切るものと考えられる。全体が

耕作により削平されていることや、西側が流出する点、多くの土坑と重複することなどより、平面プランの

全容を把握することはできず、辛うじて検出された柱穴、炉址より住居址であることが確認できた。

遺構の構造 全体が耕作による削平、西側斜面に沿って壁や床が流出している点より平面形プランを把握
することはできなかったが、主柱穴配列より円形プランを呈するものと考えられる。主軸方向は不明である。

住居址上面全体が、削平を受け壁の立上りは検出されなかったが、周溝は西側を除き他の部分では遺存し

ており、その様相を観察することができた。周溝は25cm前後の幅を持つ割合幅広のもので、深さは北側
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A934 837

第182号土坑
1 黒褐色土―締まりがあり内苫Elこ と-2 mm大 の

ローム粒子。稀に l mm大 の炭化物

粒子含有。
2 褐色土一締 まりがあり粘性有る。内部に 3～

8 mm大 のローム粒子含有。

第26図  第18号住居址 (1/60)

11.6cm、 東側で13.8cmを測り割合しっかりした作りである。周溝内には小孔は穿たれてはいない。1ヒ内側に

短い周溝が検出され、この周溝より考えると同心円状に拡張が行われた可能性が考えられる。

配列や深さより主柱穴と思われる柱穴はP2(Pl)、 P4(P3)ヽ P5(P6)ヽ P7(P8)ヽ PO(P10)、 P12(P ll)

の12本が該当するものと思われる。検出本数が夕い点や位置関係より考えると、検出された柱穴は新旧のも

ので、 6本柱構造を基本とすると考えられる。位置関係や P3ヽ P llに貼り床が認められたことなどよりPl、

P3、  P6、  P8ヽ  P10ヽ  P llが I日柱穴酉″Jと考えられ、 P2、  P4ヽ  P5、  P7ヽ  P9ヽ P12が新柱穴酉己列と考支とられ

る。柱穴の掘 り方はしっかりし径は50cm前後である。旧主柱穴の深さは P157.5cm、 P352.2cm、 P630cm、

P839。 4cm、 PI。 42.lcm、 Pュュ48.5cmで平均すると約44.9cmである。新主柱穴の深さはP247.8cm、 P436。 2cm、

P553.5cm、 P735.2cm、 P923.9cm、 P1249.4cmで平均すると約41omであり旧主柱穴より浅めである。主柱穴

の建替えにはP8→ P7、 P10→ P9の ように位置を若千外側に移動しただけのものと、 Pl→ P2ヽ P3→ P4ヽ

P5→ P6ヽ P ll→ P12の ように横にスライドするものが認められる。

主柱穴に囲まれた範囲中央部より南側に寄った位置に45cm× 35cmの範囲で焼土が検出された。石囲いや掘

り方等は認められなかったが、この焼土範囲が本址の炉址であろう。これは削平を受けたために炉底が辛う

じて残った結果であろう。

床面全体は耕作による削平を受けて、硬化した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 遺物はP4内 より中期後半曽利 I式上器片が得られている。土器片は総量で0.51kgが検

出された。その内容は曽利 I式 (梨久保 B式系)である。その他に黒曜石砕片・象J片等総数 5(101g)、 そ

の内訳は素材粒 1、 裂片 2、 崇J片Ⅱ類 2が、その他の石器では打製石斧 1、 磨製石斧 I類 2、 横刃型石器 1、

凹石 I類 3が検出されている。本址は主柱穴配列や検出された上器片よりみて中期後半曽利 I式期に帰属し

よう。
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第 19号住居址 (第24図・図版 9)

検出状況 本址は調査区のB-6。 7、 C-6・ 7グ リッドで確認されたものである。住居址は台地の南
側斜面部よりやや中央部に寄った位置に占地し、北東側に第 6号地下式坑が北西側に第18号住居址が重複す

る。全体が耕作により削平され平面プランを把握することはできなかったが、検出された柱穴より住居址で

あることが確認できた。

遺構の構造 全体が耕作により削平されているために平面形プランを把握することはできなかった。入 り
日部に位置していると思われるP4と炉 l■の掘り方を通す線を主軸とすると、主軸方向はN-17° 一Eを示す。住

屋址上面全体が、肖J平を受け壁や周溝は遺存しておらず不明である。

配列や深さより主柱穴と思われるPl、 P2、 P3、 の 3本が検出され、重複する第 6号地下式坑の位置に主

柱穴が存在 したとすると、 4本柱構造を想定できる。主柱穴には建替えによる重複や移動は認められなかっ

た。柱穴の掘 り方はしっかりし径は55cm前後である。主柱穴の深さは P131.6cm、 P232.lcm、 P322.5cmで平

均すると約28.7cmであり、削平されているために浅い。

Pl、 P2間 のほぼ中央に50cm× 35cm、 深さ7.5帥の不整楕円形のピットが検出された。ピット内には中期

後半唐草文系深鉢胴部大型破片が遺存し、位置関係やピットの状況より埋甕に関わるものと考えられる。

炉の掘 り方と思われる土坑状の掘 り方が主柱穴に囲まれる範囲中央に検出された。掘 り方は東西1.21cm×

南北1,37cmの 不整円形を呈し、深さは45.3cmを 測 り内部には焼土等検出できなかった。炉石は全て抜き去ら

れていたが、掘 り方内に投げ込まれた形で板状安山岩礫が検出されている。

床面全体は耕作による削平を受けて、硬化 した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 検出された土器片は P4内 より得 られた唐草文系深鉢胴部大型破片1.63kgだけである。
その他に黒曜石砕片 。まJ片等総数 3(60g)、 その内訳は砕片 1、 争J片Ⅲ類 2が検出されている。本址は主

柱穴配列や炉等の構造や検出された土器片よりみて中期後半曽利Ⅲ式期以降に帰属しよう。

第20号住居址 (第27図・図版 9)

検出状況 本址は調査区のB-6グ リッドで確認されたものである。住居 l■は台地の南側斜面部よりやや

中央部に寄った位置に占地し、南側に第22号・23号住居l■、西側に第21号住居址、北東側に第193号土坑が重

複し、東側には第53号住居址が隣接する。重複する第21号・第22号・第23号住居址上に本址の貼 り床等が認め

られなかったことより、これらの住居址が本址を切るものと考えられる。また、第193号土坑の上面は本址

により埋め戻されており、本址よりも古いことが確認された。

遺構の構造 上面が若千耕作により削平され、西・南側を他の住居址により切られているために、平面形
プランを把握することはできなかったが、主柱穴配列より考えると円形プランを呈するものと考えられる。

主軸明確には不明ではあるが、検出された棟軸に関わると思われる P2、 P3ヽ P6、 P7の柱穴方向に主軸方

向を求めると、主軸方向はN-10.5° 一Wと なる。

住居l■上面全体が、削平を受け壁の立上 りは検出されなかったが、周溝は重複により切られている部分を

除き他の部分では遺存し、その様相を観察することができた。周溝は25cm前後の幅を持つ割合幅広のものが

1条巡る。深さは北側 12.lcm、 東側で 7 cmを 測 り割合しっか りした作 りである。周溝内には小孔は穿たれて

はいない。

配列や深さ、重複関係より主柱穴と思われる柱穴は PI、 P2、 P3ヽ P4ヽ P5、 P6ヽ P7の 7本が検出され

たo P2に は埋め戻 しが、 P3に は第23号住居II_の貼 り床がなされ、 P4は第23号住居址の炉址下に掘 り込まれ

ていた。また、 P5、 P6は 第21号住居址により貼 り床がなされていた。本址の主柱穴の掘 り方が深いことが
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第22号住居址
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卜、内著卜1～ 2 mm大 の炭化物含有。
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幸いして重複が著しい割には全ての主柱穴を把握することができた。

柱穴の掘 り方はしっか りし直に近い掘 り方を有している。径は40cm～ 50cm前後である。主柱穴の深さは P】

85.5cm、 P285.6cm、 P369.3cm、 P526.3cm、 P646.9cm、 P775.3cmである。重複している音Ь分に検出された

柱穴は概 して浅かったが、 Pl、 P2ヽ P7の深さが平均的なものであると思われる。主柱穴の著しい建答えを

認めることはできなかった。

A 934 137 A′

第20号住居址炉址
1 黒色上一割合 ソフ トで混入物が多い。
2 黒褐色土-2 mm大のローム粒子、焼土粒子若千含有。
3 褐色■―締まりが良い、若干の焼土搬粒子

0                  1rn

第28図 第20号住居址炉址 (1/40)

主柱穴に囲まれた範囲中央部よりやや東側に寄った位置に土器埋設の石囲い炉址が検出された。炉址の西

側は第21号住居l■により破壊されており、炉 J■の全容を把握することはできなかった。炉址の中央部より南

側に若千寄った位置に、中期後半曽利 I式胴部上半を正位で埋設する。土器内には焼土は認められず、土器

を囲むように31cm× 30cmの 範囲で焼上が検出された。この上器を囲むように石囲いがなされる。炉石は南

東。東・北東側のものが遺存していたが、北側のものについては検出できず、第21号住居址により削除された

ものか、廃絶の際に抜き取られたものか判然としなかった。炉石は炉休土器を囲むように平坦な面を有する

安山岩礫を水平に据えている。炉址の掘 り方は径1.lmの不整円形を呈しているが、詳細に観察すると、 6

角形に隅が張る傾向が窺え基本的な形は 6角形を呈するものと考えられる。掘り方の南東・北外周に炉石を

据えるのに用いたと思われる溝状の掘り方が検出された。約半分を第21号住居址により切られているが、掘

り方等より石囲いの状態を推定すると、平面形が 6角形を呈するお花型の石囲いを想定することができる。

床面全休は割合堅緻であるが、刻ヽさな凹凸を有し、南側に傾斜する傾向が窺える。

覆土は 2層に分層できる。壁際周溝上には三角堆土が認められる。覆土は褐色上で内部にローム粒子と炭

化物粒子を若千含有する。Pl内 の上層堆積状況が観察できた。それによると柱穴内には締まりの良い明褐

色土と柱穴底部にロームブロックを含有する明褐色土が見られ、この両者共にその層性より埋め土的で、住

居址廃絶時に柱が抜き取られ柱穴が埋め戻されたことが想定できる状態であった。遺物は 1層 を中心に中期

後半曽利 I式 (梨久保 B式 )、 曽利Ⅱ式 (曽利系と縄文系が混左する状態)土器片が出上している。また、

炉体土器として用いられている土器は曽利 I式深鉢である。

遺物の出土状況 遺物は覆土内より曽利 I式に混在して曽利H式土器片が得られている。土器片は総量で

1.23kgが検出されている。その内容は曽利 I式 (梨久保 B式系・曽利系)、 曽利H式 (曽利系 。縄文系)で

ある。その他に黒曜石砕片・争」片等総数10(36g)、 内訳は砕片 2、 裂片 1、 ピエス・エスキーユ 1、 子J片

I類 2、 争J片Ⅲ類 3、 石鏃ブランク1が検出されている。その他の石器では凹石 I類 1、 系J片 1が検出され

ている。本址は主柱穴配列や検出された土器片よりみて中期後半曽利 I式期に帰属しよう。

第21号住居址 (第27図・図版10)

検出状況 本址は調査区のB-5・ 6グ リッドで確認されたものである。住居址は台地の南側斜面に面し
た緩斜面に占地し、東側に第20号住居址、南側を第23号住居址が重複する。第20号住居J■を切っていたこと
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より新旧関係を把握することができた。本址の西側は畑地造成の際に削平を受けており、また、南側は第23

号住居l■の覆土内であったために検出することはできなかったが、周溝が約1/2検出され、主柱穴配列が明

確になったことより平面プランの全容を把握することができた。

遺構の構造 平面形プランは西側が流出し検出できなかったが、北東・南西側コーナーのあり方より不整

隅九方形を呈するものと思われる。規模は主柱穴配置等から推定すると、長軸3.76m× 短軸3.45mで北西―

南東方向に長軸を持つ。奥壁と思われる北西壁中央を通す線上に炉が構築されておりこの線を主軸とすると、

主軸方向はN-31.5°一Wと なる。

住居址上面全体が削平を受け壁の大部分は遺存してはいないが、北東側に壁の立上りが若千確認された。

この範囲を観察すると掘り方はしっかりして直線状に立ち上がる。遺存している北東側で16.6cmを 測る。

周溝は平面プランの確認できなかった西・南側を除き、東 。北側を全周する形で壁際を巡る。周溝の断面

はU字形を呈し、割合幅が広く東側で22cm、 北側で20cmを測る。深さは北側 2 cm、 東側12cmを測り東側の周

溝が割合明瞭な作りをしている。周溝内はやや凹凸があるものの小孔等は穿たれてはいない。北側の一部に

2条の周溝が認められたことより、本l■は北側に拡張が行われたものと思われる。

主柱穴は配列や深さよりP8、 P9、 P iO、 P llの 4本が該当するものと思われ、基本的には 4角形の主柱

穴構造を有していると考えられる。 P8・ P iOに は重複が認められ、 P8南西側、 Pi。北東側にはロームによ

る埋め戻しが認められ旧柱穴の部分と思われる。主柱穴が外側に建替えが行われているソミや周溝の状況から、

北東―南西方向に拡張がなされたことが窺える。主柱穴の位置は壁際・住居址のコーナ部に寄った位置に構

築される。柱穴の掘 り方はしっか りし、深さは P B40.3cm、 P953.1伽 、 P1058.lcm・ 49.2cm、 P l141.4cmで

平均すると約46cmであり、全体的に平均している。

炉は炉石の一部が抜き去られた石囲い構造で、住居址中央より北西奥壁に寄った位置に構築されている。

炉の掘り方は南西―北東0。 93m× 北西―南東1.02mの隅丸長方形を呈する。炉内の掘り方は南西側に浅い掘

り方を有する2段構成となっている。炉石を据えた際の周溝状の掘り方が北西側辺 。南西辺に検出されいる。

炉石は南西辺・南東辺の一部・北東辺に板状の安山岩礫が遺存していた。炉石の据え方は南西辺・北東辺が

斜状であるのに対して、南東辺は平坦な面を出すように浅い掘り方内に炉石を据えておりこの辺が炊き口に

相当しよう。北西辺にも板状の礫が認められたが、この礫は炉石を抜き取った後に掘り方内に投げ込んだよ

1上

1上

第21号住居炉址
1 ロームブロンク~口 ~ムブロッタを貼ったように遺存、ボロ

つく。
2 褐色土一締まり良〈内部に2～ 3 mm大 のローム粒子とユmm大

の炭化物粒子を含有。
3 茶褐色土一つ層よりも茶色味をおび、着干 2 mm大 の焼i粒子

を含有。
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第29図  第21号住居址炉址 (1/40)
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うな状況を呈していた。掘り方や石囲いの状況から炉の形状は切り姫姥状の炉址を復元できよう。炉底は窪

み55cm× 62cmの範囲で、厚さ10cm～ 13cmで焼土が堆積していた。

直接ローム面を床としているために検出は容易であったが、流出している西側範囲においては床面を検出

することができなかった。床面は全体的に堅緻で緻密であるが小さな凹凸を有し、南西側に緩やかな傾斜を

持つ。なお、重複関係より本址が第23号住居址覆土状に貼り床をなしていなくてはならないが、明確な貼り

床を検出することはできなかった。

覆土は黒褐色上の単一層である。遺物は覆土内から散在する形で検出されているが、一括性の高いものは

検出されてはいない。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は中期後半曽利系と唐草文系の土器片0。 705kgが検出されているが、

曽利系土界は希少である。その他に黒曜石砕片 。崇J片等総数19(70.5g)、 その内訳は素材粒 3、 裂片 6、

象」片 I類 2、 子Jtt H類 6、 石鏃ブランク 1、 スクレイパー 1が、その他の石器では凹石 I類 2、 千」片 1が検

出されている。本址は住居址構造や重複関係よりみて中期後半曽利Ⅲ式期に帰属しよう。

第22号住居址 (第27図・図版10)

検出状況 本l■は調査区のA-7グ リッドで第23号住居址の精査に伴って確認されたものである。住居址

は台地の南側斜面部に占地し、住居址構築は南斜面を階段状に切り行われている。西側側に第23号住居址、

北側に第20号住居址が重複する。南側には現代の水道管が埋設されており攪乱されている。なお、本l■Lの大

半は第23号住居l■に切られたような形で重複している。本址の主柱穴上に第23号住居lLの床なされているこ

とより、本l■ との重複関係を把握することができた。全体が第23号住居址により削平され平面プランを把握

することはできなかったが、検出された主柱穴、北東側壁、炉址より住居址であることが確認できた。

遺構の構造 全体が第23号住居址により削平されているために平面形プランを把握することはできなかっ

たが、主柱穴配列や唯一検出された北東側壁より東西方向にやや長い不整円形プランを想定できようか。

北東側に唯一壁と周溝を検出できただけである。壁は地形的な要因より北壁恨Jを高く掘り込める特徴有し、

壁高は41cmを測りその状況は、台地南側斜面を階段状に切り立てたような状態を呈する。壁の掘り方は丹念

で直線状に立ち上がる。周溝は壁脇に 1条が巡る。周溝は幅が15cmと あまり広くはなく、深さが 6 cmと 貧弱

な傾向を呈する。

配列や深さより主柱穴と思われるP12、 P13ヽ P14の 3本が検出されているが、柱穴配列等から考えると

第23号・第24号住居l■ と重複する位置に柱穴があったものと思われ、検出された3ヶ所の主柱穴配列より想

定すると6本柱構造を考えることができ、主柱穴構造は 6角形を呈していたものであろう。柱穴の掘り方は

しっかりし径は45cm前後で、平面プランは楕円形を呈する。主柱穴の深さはP1283.7cm、 P1356.3cm、 P14

54.4cmで平均すると約64.8cmであり、平面規模に対し割合深く掘り方がしっかりしている。

主柱穴に囲まれた範囲中央部に方形の掘り方を持つ焼土範囲が、第23号住居址の炉址南狽1に重複して検出

された。焼土範囲は第23号住居址炉l■に切られて明確ではないが、遺存している範囲は27帥 ×30cmと 狭い。

掘り方は85cm× 74c14の隅丸不整長方形で、深さは7.6cmと 浅い。石囲い等の施設は見られない。

床面は東側に遺存し、それによると床面は堅緻で級密で、小さな凹凸を有する。

遺物の出土状況 本址よりの出土土器はない。その他に黒曜石砕片・手J片等総数10(59.5g)、 その内訳

はピエス・エスキーユ 1、 石核 1、 子Utt I類 2、 手Jtt H類 5、 石鏃ブランク1が検出されている。本l■は主

柱穴配列等よりみて中期前半に帰属しよう。

第23号住居址 (第27図・図版10)
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検出状況 本址は調査区のA・ B-6グ リッドで確認されたものである。住居l■は台地の南側斜面部を切

るように構築され、ちょうど台地南側斜面の肩部に占地している。東側に第22号住居址、北側に第21号 。第

20号住居l■、第216号土坑が、南側には第24号住居址が重複する。第24号住居址と接する部分に現代の水道

管が埋設されておりそのためか南側は攪乱された状態を呈している。重複する第22号住居址の主柱穴や炉址

上に貼り床がなされ、第24号住居址上も本llIに より埋め戻されていた点などを考慮すると、第22号・第24号

住居l■は本l■よりも古いものと考えられる。また、第216号土坑は本l■により埋め戻され、本l■よりも古い

ことが確認された。

遺構の構造 西側が若干耕作により削平され、南側が第24号住居址内に構築されていることもあって平面

形プランの全容を把握することはでず、検出された部分だけをみると魚鱗形を呈する。主柱穴配列や周溝よ

り推定すると平面形プランは不整円形を呈していたものと考えられる。主軸方向は明確には不明ではあるが、

検出された棟軸に関わると思われるP19と 炉址中央部を通す線を主軸方向とすると、主軸方向はN-27°一W

となる。

住居址西側は地形が傾斜する関係や削平を受けている関係より壁の立上りは検出されなかったが、北側壁

は地形的な要因より高く掘り込めてあり、壁高は28.6cmを 測りその状況は、台地南側斜面を階段状に切 り立

てたような状態を呈する。壁の掘り方は直線状で直角に近い立上りを持つ。

周溝は壁際を巡るように検出されたが、東側第22号住居址と重複する部分はやや判然としていない。この

範囲内側に方向が不規則な周溝がもう1条認められた。この′ミより若千ではあるが東側に住居l■が拡張され

ているものと考えられる。また、主柱穴 P17、 P18ヽ P19ヽ P15を繋 ぐように途切れながら不明瞭な溝が検出

されている。この溝はその位置から考えて間仕切 り等に関わるものであろうか。壁際に巡る周溝は18cm前後

の幅を持つ割合幅広で、深さは北側8.2伽、東側で6.6cmを測る。周溝内には刻督しは穿たれてはいないが、西

側の周溝は短い溝の連続により周溝が形作られている。

配列や深さ、重複関係より主柱穴と思われる柱穴は新旧合わせて P15、 P16、 P17ヽ P18ヽ P19ヽ P20、 P21

の 7本が検出されているが、調査区外に位置すると思われる柱穴や新旧関係を考慮して主柱穴構造を推定し

てみると、 6角形構成の柱配置を想定できようか。 P20、 P21に は埋め戻しが認められ P19に は重複がみら

れる。位置関係からみて P19西側、 P20、 P21は拡張以前の旧住居址に伴うものと考えられ、主柱穴の配列

よりP20→ P15ヽ P21→ Pへ と主柱穴が移動し建替えられ P19は同位置で建替えがイ子われたものと理解できよ

う。柱穴の掘 り方はしっかりし直に近い掘り方を有している。径は様々であるが、平面プランが不整楕円形

を呈するものが大半を占める。主柱穴の深さは P1566.2帥、 P1621.3cm、 P1772.2cm、 P1863.6c7m、 P19

75,7cm・ 68.2cm、 P2054cm、 P2154.5cmであり、平均すると約58.3cmと なる。

主柱穴に囲まれた範囲中央部よりやや北西側に寄った位置に石囲い炉址が検出された。炉址の南側に第22

号住居址の炉l■掘り方と重複するが、炉址の全容を把握することができた。炉l■の掘り方は1.25m× 1.o6m

の胴張りの隅九不整方形を呈し、北東側の掘り方が 2段構造となり、北西辺と南西辺に炉石を据えるために

掘られたと思われる溝状の掘り方が検出された。石囲いは掘り方の縁辺に沿うようにほぼ全周する形で据え

られているが、北東側の一部は礫が 1個分抜けておりこの部分に嵌まると思われる礫が炉内に遺存していた。

炉石に用いられている石は板状の安山岩礫で、これを北西・南西・北東側は炉内に傾斜を持ち斜状に据え、

南東側は平坦に据えている。炉石の間には10c/m前後の小礫が詰め込まれ炉石を固定し、炉址構築は丹念に行

われている。南東側の炉石が平坦に据えられていることよりこの部分が炊き日かと思われる。炉石の据え方

の上面観はお花型と切り姫撻型の中間的な形状を呈する。炉底は第20号住居l■の主柱穴が重複しており、こ
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第30図 第23号住居址炉址 (1/40)

の柱穴を埋めて皿状に炉底をしている。炉底には82cm× 63cmの 範囲に厚さ 7 cmの焼土が検出された。

床面全体は割合堅緻であるが、月ヽさな凹凸を有し、南側に傾斜する傾向が窺える。第24号住居 l■ と重複す

る菩る分は硬質の茶褐色土を用い貼 り床としている。また、第22号住居址の炉址掘 り方上には責褐色上による

貼り床がなされていた。第24号住居址 と重複する部分に84cm× 65c14の範囲で焼土範囲が検出されているが、

焼上の状態等から炉 l■等に関わるものではなく、焼土ブロックを住居址内に投げ込んだものであろう。

覆土は黒褐色土の単一層である。遺物は 1層 を中心に中期後半曽利 H式 (唐草文が主体)上器片が出上し

ている。特に炉内には投げ込まれたような状態で約 4個体以上の土器が廃棄されている。炉西隅には台付き

土器の台部が正位で、北隅には胴部下半を欠損する唐草文系深鉢が逆位の状態で検出されており、これらの

土器の出土状態を考えると単に炉址内に土器を廃棄 したと安易に解釈するのではなく、何らかの意図の基に

廃棄行為が行われたものと考えられようか。

遺物の出土状況 遺物は覆土内より曽利 H式上器片が得 られている。上器片の総量は21.925kg(口 径 19cm、

器高25cm、 重量1.25kgの 深鉢に換算 して約18個体分)と その量は多量である。その内訳は唐草文系の土器が

主抹 となり曽利系のものは従属的な立場を取っている。その他に黒曜石砕片・素J片等総数73(267.5g)、 内

訳は素材粒 3、 砕片 4、 裂片 16、 ピエス・エスキーユ 4、 石核 3、 黒」片 I類 9、 手」片H類 16、 黒J片Ⅲ類 12、

石鏃 1、 石鏃ブランク 1、 ドリル 2、 スクレイパー 2が、その他の石器では打製石斧 1、 横刃型石器 1、 礫

器 I類 2、 凹石 I類 1、 凹石 H類 1、 砕片 1が検出されている。本 l■は主柱穴配列や検出された土器片より

みて中期後半曽利 H式期に帰属しよう。

第24号住居址 (第27図・図版11)

検出状況 本址は調査区のアー 6グ リッドで確認されたものである。第23号住居址の精査に伴って検出さ

れた住居址である。住居址は台地の南側斜面部に占地し、北側に第23号住居址が重複し、北東側には第22号

住居址が隣接し、南側の約半分を調査区外に位置するために住居址の全容を把握することはできなかった。

また、住居址内を横断するように現代の水道管が埋設され、南側斜面部は畑地造成の際に削平を受けていた

が、しかし、北壁・炉址の検出等により若千住居址の内容を把握することができた。
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遺構の構造 全体が耕作による削平、南側斜面に沿って壁や床が流出している点などより平面形プランを

把握することはできなかったが、検出された北壁より考えると円形プランを呈するものと考えられる。主軸

方向は不明である。

北側の壁面を除き他の部分の壁は検出されなかった。北側の壁を観察すると、壁の立上り方は直線状に外

斜する傾向が窺え、割合明瞭な掘 り方で高さ17cmを 測る。周溝は北側の一部に浅く不明瞭なものが検出され

ているが他の部分では検出されてはいず、周溝は全周していたものとは考えられない。

配列や深さより主柱穴と思われる柱穴はPit275が該当するものと思われるが、他の部分については検出で

きなかった。主柱穴であるPit275の深さは60.lcmを 測る。柱穴の掘り方は直に近い掘り方で、径の割に深い

ものである。Pit275の南西脇には深さ72.9cmの袋状土坑 (Pit276)が構築されている。これはその位置や形

状より中期前半の住居址内にみられる屋内貯蔵穴に該当するものであろう。この坑内からは打製石斧 2、 手J

片 3が検出されている。

住居l■の中央部と思われる位置よりやや東側に寄った位置に炉l■が検出された。炉石が掘り方内部に投げ

込まれたような状態で検出されている。炉址の掘り方は65cm× 70cmの隅丸方形を呈し、南側に焼土範囲が認

められた。

床面全体は耕作による削平を受けているが、北側範囲を中心に硬化した面が若千検出された。

遺物の出土状況 遺物は中期前半藤内Ⅱ式・井戸尻 I式土器片が得られている。土器片は総量で5.103kg

が検出されている。その他に黒曜石砕片・象」片等総数21(135.5g)、 その内訳は素材粒 3、 砕片 4、 ピエ

ス・エスキーユ 3、 石核 2、 祭Jtt I類 1、 系U片Ⅱ類 4、 崇Jtt H類 2、 石鏃 1、 スクレイパー 1が、その他の

石器では打製石斧 5、 礫器Ⅲ類 1、 凹石 I類 1、 凹石H類 2、 石皿 1、 崇J片 6が検出されている。本址は主

柱穴酉己列や検出された上器片よりみて中期前半藤内H式から丼戸尻 I式期に帰属しよう。

第25号住居址 (第31図・図版11)

検出状況 本l■は調査区のR-4・ 5、 S-4・ 5グ リッドで確認されたもので調査区内で最も北側に位

置する住居J■である。住居址は台地の派生する山際斜面部が緩斜面となり始め台地の平坦面へと移行する部

分に占地し、南側に第26号 。27・ 28号住居址が隣接し、住居址内には第210号土坑が重複している。重複す

る第210号土坑上には顕著な貼り床等を確認することはできなかったが、上面がやや硬化していたことなど

を踏まえると、第210号土坑が本J■よりも古いことが確認された。

遺構の構造 上面が若千耕作により削平され、また、西側が傾斜面となっていることにより平面プランの

一部が流出していたが、遺存していた部分や主柱穴酉レ」等よりほぼ平面プランの全容を把握することができ、

北東側がやや歪む不整円形プランを呈するものと考えられる。検出された棟軸と入り口に関わると思われる

Pl、 P4、 P5の あり方から主軸方向を求めると、主軸方向はN-4.5°一Wと なる。

壁は地形に沿い傾斜している西側を除きほぼその約3/4を検出することができた。壁の立上りは割合明瞭

で、やや外斜する傾向で直線上に立上る。北壁側で11.7cm、 東壁側で16.9cmを測り、壁の高さは地形の傾斜

に沿って変化するようである。壁際と床の接する部分はやや丸みを持っている部分もある。壁際には周溝や

小孔は検出されてはいない。

他の住居l」Iと の重複を持っていないために主柱穴配列を明確に把握することができた。それよるとPl、

P2、 P3ヽ P4、 P5、 P6ヽ P7の 7本が主柱穴に該当するものと考えられ、主柱穴構造は 7角形を呈してい

る。P3は 第210号土坑と重複関係を有しているが、土坑覆土を切る状態で構築されていることも土坑と住居

址の重複関係の把握の決め手となった。 Pl、 P4に重複が認められている他は建替えによる重複は確認され
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3 黄褐色土―粘性を持ち締まりが良く内部にロームブロンクを

含有。

B934.637

D934 837

0                     2m

第31図 第25号住居址 (1/60)

なかった。 Pl、 P4に 認められた重複も重複しているものが浅く、主柱穴の重複と考えられないことより建

替えは行われなかったものと考えられる。主柱穴は壁際に寄った位置に構築され、P5の ように壁と重複す

るものもある。柱穴の掘り方はしっかりし直に近い掘り方を有している。径は60cm～ 50cm前後で平面プラン

は不整円形もしくは楕円形を呈する。主柱穴の深さは P183.6cm、 P261.8cm、 P371.4cm、 P476.9cln、 P5

75.4cm、 P667.5cm、 P785.4omで あり、平均すると約74.6cmと なり深さが平均的である。 Pl西側肩部には中

期後半曽利 I式深鉢大型破片が逆位の状態で検出された。

主柱穴に囲まれた範囲中央部よりやや北側 Plに寄った位置に長方形石囲い炉址が検出された。今回の調

査により得られた炉址の中でも整った形と構造を有し、石囲いも完存していた。炉上の掘り方は1.52m×

ヴ
一

-52-――



ヽ
Ｏ

」』
に
，
Φ
∞
卜
　
∞
∞
『

‐山畔‐
Ｏ∞ヽ
　∞∞
『

』
∞
∞
．弩
∞
〇
―
劇
判

げ
一

―

―
剰

第25号住居址 炉址             ｀~ ~

1 黒褐色土一締 まり良 く割谷硬質で内部に 1～ 3 mm大 のローム
粒子を含右 し、微盈だが炭化物 を含有する。

2 褐色土―内音卜に 4 nЛ 大のローム粒子を含有、底面に近 くに 1
-2 nm大 の焼土粒子を含有する。

第32図 第25号住居址炉址 (1/40)

1.lmのやや胴張りの隅九不整長方形を呈し、 2段構造等の掘り方はされてはいないが、全ての掘り方辺に

炉石を据えるために掘られたと思われる溝状の掘 り方が連結して検出された。石囲いは掘 り方の縁辺に沿う

ようにほぼ全周する形で陳間がないように据えられている。炉石に用いられている石は長方形の形状を呈す

る板状の安山岩礫で、これを分割し用いている。北辺に 2個・東辺に 3個・西辺に 4個炉石長手部を直に立

てるように据えている。南辺は他の辺に用いられていた礫よりも角柱状の素材を用いており、平坦な面がで

きるように据えている。東 。西辺の炉石の間には10cm前後の小礫が詰め込まれ炉石を固定し、また、東辺の

炉石の下には炉石の高さ調整のために礫を詰め込んでいる。炉l■構築は丹念に行われ、南東側の炉石が平坦

に据えられていることよりこの部分が炊き口かと思われる。炉石の据え方の上面観や構造から炉llLは長方形

石囲い炉の典型といえる。炉底は小さな凹凸を有し61cm× 43cmの範囲に厚さ 7 cmの焼上が検出された。

床面全体は割合堅緻であるが、特に北東側の一部に明瞭な部分が検出された。床面は小さな凹凸を有し、

西側に傾斜する傾向が窺える。

覆土は 2層に分層できる。壁際周溝上には三角堆土と思われる明黒褐色土 (第 2層 )が認められる。覆土

は黒褐色土 (第 1層 )で内部にローム粒子と炭化物粒子を若千含有する締まりの少ない割合ソフトな土層で

ある。遺物は 1層 より中期後半曽利 I式 (梨久保 B式 )、 曽利Ⅱ式 (縄文系と唐草文系が温在する状態)土

器片が出上している。

遺物の出土状況 遺物は覆土内より曽利 I式に混在して曽利Ⅱ式上器片が得られている。上器片は総量で

1.79kgが検出されている。その他に黒曜石砕片・黒」片等総数 8(19.5g)、 その内訳は砕片 2、 裂片 6が、

その他の石器では打製石斧 2、 横刃型石器 1、 凹石 I類 1が検出されている。本J■は主柱穴配列や検出され

た土器片よりみて中期後半曽利 I式期に帰属しよう。

第26号住居址 (第33図 '図版11)

検出状況 本址は調査区のQ-5・ 6、 S-5'6グ リッドで確認されたものである。住居址は山際北側

の斜面部が緩斜面となり入り組み谷に向かう面に占地し、西側に第27号住居JILが南側に第208号土坑が重複

し、南側に第28号住居J」Lが隣接する。南西側を第27号住居址により切られているために、平面プランの全容

を把握することはできなかったが、検出された柱穴や北西・北東。南東側の壁より住居址の規模や構造を把握

することができた。

遺構の構造 南西側を第27号住居址により切られているが、検出できた北西・北東。南東側の壁より推定す

ると、北西―南東方向に長軸を持つ楕円形に近い不整隅丸長方形の平面プランを想定することができる。規

模を推定すると、長軸方向5,3m×短軸方向 (4.14m)か と思われる。主軸方向は P2、 P3の中間と炉址を

通す軸線かと考えられ、この線を主軸線とするとN-25.5° 一Wを示す。

1買
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ヤ
第26号住居址炉址
I 褐色上―

多重【響蒼?F子 ,培孝1 lmm大
の焼上粒子を割合

D934.637

第26号住居趾
1 漆黒褐色土―締 まりが良 く内部に l mm大 のローム粒子、 2mコ

奈鍵嚢省惚督Fを
含有する。この層内に■器片

2 黒褐色主-1層 と類似する層性であるが内部に含有されるロ

` 

是籍色圭
=報
4雰岳な奮居だ鍛我手塚余粋ぴケ象象粘性を

6 焼■  ―焼主がプロ /ク 状に入る。
7 黒色土 -1層 よりも黒味が強 く、内著阿こ2 mm大 の炭化物粒

8綿 住
堀 ヨ
g覇
き[g書二

冠tigS猪 し、 1。4A軸 上

9 黄茶色上-5～ 6 mm大 のローム粒子を含有 し、割合硬質であ
るがローム粒子の部分はポロつ く。

♀     2科
第33図 第26号住居址 (1/60)

住居址が南西方向に傾斜を持つ緩斜面に構築しているために壁は第27号住居址と重複している部分を除く

と北西・北東・南東側に明瞭な壁を検出することができた。壁高は北西側で27.5cm、 北東側で47cmを測 り深い

掘 り方を持っている。壁の掘 り方は明瞭でしっか りしているが、その立上 りはやや彎曲する傾向を示してい

る。壁 と床面が接する部分は明瞭ではなく丸みを持ち立ち上がる傾向が窺える。

配列や深さより主柱穴と思われる Pl、 P2、 P3ヽ P4の 4本が検出され、 4本柱構造を想定できる。 Pと、
P2に は建替えによる重複が見られる。これら柱穴の上層観察より柱穴の建替えの状態を考えると、 Plは南

東方向にスライ ド移動、 P2は 南方向にスライ ド移動させて、その状態よりみると移動は大きな拡張に伴う

建替えと言うよりも、柱の変更に伴 うものと考えられる。

柱穴の掘 り方はしっか りし径は30cm～ 40cm前後であるが、深さは P176.8cm、 P256.lcm、 P339.7cm、 P4

47cmで平均すると約54.9cmであり、径の規模に比べて深く直に近い掘り方を有している。柱穴ではないが断

面形が袋状を呈する所言胃屋内貯蔵穴が 3基 (穴 1～穴 3)検出されている。穴 2・ 穴 3上部には貼り床がな
され、穴 2の上には土器底部が逆位で遺存していた。

σ
一

Ｄ
一

Ю
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℃

①2瀦屈
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炉l■は主柱穴に囲まれた中央部よりやや西側に寄った位置に構築されている。炉址の構造は74cm× 45c/14の

焼土範囲に不整形の掘り方を有するものである。炉石等は検出されてはいず、石囲い等に関わる掘り方も検

出されてはいない点を考慮すると、本炉l■は石囲いを持たないものと考えられる。焼土範囲に深さ26.lcmの

掘り方を有する点や本址の時期を強く意識すると、この部分に炉休土器が埋設されていた可能性も考えられ、

この掘り方は炉体土器の抜き取り痕とも考えることができまいか。

床面全体は堅緻で緻密である。主柱穴を結んだ範囲で内帯と外帯に区分され、外帯がやや内帯に比べ高く

なり不明瞭な壇状を呈する。内帯に比較して外帯は堅緻であるが小さな凹凸を有する。床面は全体的に炉l■

に向かい緩やかな傾斜を持つために断面が皿状となる。

覆土は 5層に分層できる。壁際と床面上には 5 mm～ 6 mm大のローム粒子を含有する責茶色土 (9層)が堆

積し、この上面に水平に土層が堆積していくはずであるが、 8層上面は掘り込み状窪んでいる部分が観察さ

れ、また、焼土 (6層)が堆積する部分も認められたこと等を考慮すると、住居址が埋没していく過程で浅

く窪んだ部分を何らかの形で利用していることを想定することができまいか。遺物は 7・ 8層 を中心に出土

している。奥壁側床面上12cmよ り土偶頭部が出土している。

遺物の出土状況 土器片は4.13kgが検出され、その内容は中期前半拾沢式・新道・藤内 I式上器片が温在

したような状態で検出されている。その他に黒曜石砕片・象」片等総数72(269.5g)、 その内訳は素材粒 2、

砕片 8、 裂片11、 ピエス・エスキーユ 4、 千Jtt I類 3、 手Jtt H類 13、 制片Ⅲ類21、 石鏃 2、 石鏃ブランク 3、

ドリル 2、 スクレイパー 3、 打製石斧 1、 磨製石斧Ⅱ類 1、 横刃型石器 1、 砕片 7が検出されている。本址

は主柱穴酉己列や炉等の構造や検出された土器片よりみて中期前半終沢式期に帰属しよう。

第27号住居址 (第34図・図版12)

検出状況 本址は調査区のQ-4・ 5グ リッドで確認されたもので、第26号仁居址の確認作業に伴いその

存在が明確となった。住居址は台地を東西方向に入り込む谷に向かう緩傾斜に占地し、東側に第26号住居J■L

が南東側に第28号住居l■が重複する。東側は第26号住居址を切っており、南東側は第28号住居l■上に貼り床

がなされていたことより住居l■全体の範囲を把握することができた。また、この重複関係の把握が第28号住

居l■の時期を決定するための重要な用件となった。

遺構の構造 平面形プランは南―北方向につぶれる不整円形を基本とするが、南辺が北辺に比較してやや

外反し突出する部分があり、この方向を入り口部とすると入り田部が張出すプランとなり、平面形は帆立貝

状となる。規模は長軸6.lm×短軸5,74mで北西―南西方向に長軸を持つ横長のやや歪んだ不整円形プラン

を呈する。南側辺中央張出し部と奥壁中央を通す線上に炉が構築され、この線が主軸と考えられ、主軸方向

はN-lo.5° 一Eを示す。

住居址西側は地形が西側に傾斜する関係から壁の立上りは不明瞭であり、南東側は第28号住居l■覆土内に

掘 り込まれていたために確認することはできなかったが、割合明瞭に検出された北・北東側壁を観察すると、

掘り方はしっかりし直線状に立ち上がる傾向が窺える。最も高い部分である北側で30cmを測り、奥壁部分が

最も高くしっかりした壁体構造を有する。

周溝は北側から東恨Jにモトけて全体の約1/3に巡っている。周溝は壁際に 1条構築され、その溝は短い溝が

繋がるように構築されている。周溝の断面はU字形を呈し、幅は不規則でその掘り方は余り丹念ではなく北

側9.2cm、 東側4.8cmを測り、北側から東側に至るにつれて浅くなる傾向が窺えた。周溝内には旭Fしが穿たれ、

周溝底には凹凸が認められ、特にその傾向は東側の周溝に著しい。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P2、 P4(P3)、 P6(P5)ヽ P7の 5本が該当するものと思われる。P5に は重
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第34図 第27号住居址 (1/60)

複が認められる。重複ではないものの Pl、 P2、 P7は平面形状が楕円形を呈し、これは同一地点で建替えが

行われた結果であろうか。 P3→ P4、 P5→ P6の ように移動し建替えが行われているものもある。P5の上面

に貼り床が認められ旧柱穴と思われる。主柱穴の建替え等の状況から南側範囲が拡張されたことが判明した。

主柱穴の位置は壁際に寄った位置に構築される。柱穴の掘り方はしっかりし、深さはP165,9cln、 P247.6cm、

P349.2cm、 P456.lcal、 P564.8cm、 P643.6cm、 P745。 2cmである。南側の入り口部に関わると思われる柱穴
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P8、 P iOが検出されている。これらの柱穴は張出し部に位置する浅い掘り方のP9を挟むように構築され、

いずれの柱穴も建替えによると思われる重複が認められる。深さはP866.1釦、P1052,7cmを 測り主柱穴と大

差ない深さを有する。これらの柱穴は位置等から張り出した入り口部に関わるものと考えられる。
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第
管箕晶整玲まりが良く螂にローム勝 (2～ 3鰤角を

含有。
2 暗禍色土-1層 よりも硬質で、内部に 2～ 4 mm大 の炭化物粒

子、焼土粒子、ローム粒子を割合含有。

3 焼土粒子含有掲色土-2層 よりも焼土粒子を多く含有 し、締
まりが良い。 0                1rn

第35図 第27号住居JIL炉址 (1/40)

石囲いの完存する炉l■が住居址中央よりやや北側奥壁に寄った位置に検出された。この炉llLは今回調査さ

れた住居l■の炉址の中で第29号住居l■に次ぎ整った形態のものであった。炉址は土坑と西側を重複するが、

土坑を埋め戻しその上面に石囲いをしている。西側が他の遺構と重複しているために不明な部分があるが、

掘 り方は径1.5mの不整円形を呈している。掘り方は割合丹念で炉底周縁に炉石を据えるための溝状の掘り

方が検出された。炉l■掘 り方の南辺には浅い掘り方が連結している。炉石は45cm～ 50cm大の形状が類似した

板状安山岩礫を6点、これよりやや小振りの35cm大の板状安山岩礫を 2フヽの合計 8点を用いている。炉石は

分割等の加工をせずに自然の面をうまく組み合わせて炉を構築している。西・北・東辺は炉石を斜状に据え、

南辺は平坦な面ができるように炉石下に礫を詰めて調整をして炉石を据えている。炉石の状態よりみて南辺

が炊き口と考えられる。炉址の構築は丹念で炉石間には詰め石が認められ、南東隅には柱状の角礫が立てら

れて検出された。この柱状礫は中期後半の炉l■脇に立てられていることのある石棒に共通するものがあろう

か。炉底は皿状の窪みを有し、88cm× 67伽の範囲に厚さ 9 cmで焼上が確認された。

張出しを持つ入り口部に埋甕の埋設が期待されたが、埋甕は埋設されてはいず浅 く皿状に窪んでいるだけ

であった。張出し部からやや内側に入った位置にP9が検出された。P9は径50cmの不整円形を呈し、深さは

25.6cmを 測り、覆上に埋め戻した状況や貼り床は認められなかったが、位置的関係よりみて埋甕ピットとし

て捉えることができようか。

直接ローム面を床としているために検出は容易であった。床面の範囲は炉址を中心とした内側の部分に比

べて、壁際の部分はやや高まった状態を呈し、この範囲が内帯に比べて堅級であった。炉址の南側は入り口

に向かってやや低 く傾斜しており、この部分は他の範囲よりも軟弱な傾向を示した。

東壁。西壁際の床面上には平坦な安山岩礫が雑恭としてはいるものの、平坦な面を出すようにまるで据え

B′
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たような状態で検出されている。平坦なを一定の高さに揃えたような状況が東側に見ることができた。これ

らの礫はその位置や据え方等より床上に何らかの理由により人為的に据えられたものであろう。

西側の一部を除き全体的に堅級で特に炉址南側範囲が顕著であるが、月ヽさな凹凸を呈する。

覆土は 3層 に分層できる。第26号住居址沿い上面には漆黒色上が堆積し、この上層下に黒色上・黒褐色土

が堆積する。遺物は 2層 を中心に検出される。遺物の出土状況は吹上パターンを呈し、 2層内に廃棄された

ような状態で検出されている。土器は完形のものは含まず、約1/3遺存の個体を8個体以上が廃棄され、そ

の内容は中期後半唐草文系が主体となり曽利Ⅲ式が従属する。また、第26号住居j」_の遺物が混左して検出さ

れている。器種は深鉢を主体とするが 1個体鉢型土器が含まれている。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は 2層 より土器片26.33kg(口 径19cm、 器高25cm、 重量1.25kgの 深鉢
に換算して約22個体分)が検出されておりその量は勢い。その他に黒曜石砕片・手U片等総数122(454g)、

その内訳は素材粒 1、 砕片21、 裂片25、 ピエス・エスキーュ 4、 景Jtt I類 9、 争Jtt H類 22、 系U片Ⅲ類32、 石

鏃 2、 石鏃ブランク 1、 ドリル 1、 スクレイパー 4、 打製石斧 3、 磨製石斧H類 1、 礫器Ⅲ類 1、 礫器Ⅳ類
1、 凹石 I類 2、 砕片 1が検出されている。本址の覆土内からは曽利Ⅲ式の資料が得られているが、これら

の資料は床面より浮いたH層内の資料で、炉址内より得られた唐草文系土器や住居址の状態よりみて中期後

半曽利H式期に帰属しよう。

第28号住居址 (第36図 。図版12)

検出状況 本址は調査区のP-5・ 6、 Q-5・ 6グ リッドで確認され、第26号・第27号住居址の検出に

B934.237
C934.337

第36図  第28号住居址(1/60)
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伴いその存在が明確になった。住居址は台地を東西方向に入り込む谷に向かう緩傾斜に占地し、北西側に第

27号住居址、東側に土坑中央部に第212号土坑が重複し、北側に第26号住居址が隣接する。北西側の範囲に

第27号住居lLの貼り床が検出され、第212号土坑の覆土内に本址の炉址が構築されていたことより、重複関

係を把握することができたが、第26号住居址との関連については不明である。

遺構の構造 第27号住居址と重複関係を有するものの、本址上面に貼り床がなされていたことより平面形

プランの全容を把握することができた。それによると北西一南東に長い楕円形を呈している。主柱穴酉″Uや

平面プランから主軸方向を想定するとN-55°一Wと なろう。

住居l■は深い掘 り方を有していたために、緩斜面に位置している割には明瞭な壁を検出することができた。

壁高は北東側40.7cm、 南東側19.lcm、 南西側8.8cmを 測り地形に沿って壁が傾斜することが観察できる。壁

はやや内彎しながら外傾斜する。北東側の壁の構築が最も丹念に行われている。

周溝は北東 。南東側の壁際に 1条が検出された。周溝の掘り方は不明瞭で浅い部分が主体となり、断面は

U字形を呈する。深さは北東側5.7cm、 南東側10.4cmを測る。

配列や深さより主柱穴と思われるPl、 P2、 P3ヽ P4の 4本が検出され 4本柱構造を想定できる。P2に は

建替えによる重複が見られる。また、P5は黄褐色土により埋め戻され、旧主柱穴の可含を隆がある。主柱穴

は土層観察よりP2は東側に柱を移動して建替えが、P5は度重なる同位置での建替えを経た後、 Pl移動して

いる。この移動により住居址は大きく拡張されることとなる。柱穴の掘り方はしっかりし直に近い掘り方を

有し、径はは30cm前後である。主柱穴の深さはP125,3cm、 P230cm。 24.6cm、 P3419.8cm、 P419・ 2cmで平均

すると約23.9cmであり、北東辺が平均的であるのに対して南西辺は概して浅い。

炉址は第212号土坑覆土上面を掘り込んで構築されている。炉lIの掘り方は径60伽の不整円形で深さ20cm

を測り、掘り方中央部に厚さ12cmの焼土が堆積し、掘り方の北側に13cm大の安山岩礫が 1個遺存しており、

この礫を炉石と解釈すると石囲い構造の炉上を想定することができよう。

床面全体は割合堅緻で小さな凹凸を呈し、中央部に向かい緩やかな傾斜を有する。

遺物の出土状況 本址からは土器片の検出はなくその他に黒曜石砕片 。手」片等総数43(124g)、 その内訳

は砕片 9、 手」片 I類 6、 象J片Ⅱ類11、 黒J片Ⅲ類15、 石鏃 1、 スクレイパー 1、 打製石斧 1が検出されている

が、本」Iの時期を決定し得るだけの資料は得られてはいない。しかし、住居址の状況よりみて中期前半に帰

属するものであろうか。

第29号住居址 (第37図・図版13)

検出状況 本址は調査区のB-4・ 5、 C-4グ リッドで確認されたものである。このグリット周辺は今

回の調査区内で最も遺構の重複が著しい地域である。住居址は台地中央部の平坦な部分から南側斜面に寄っ

た位置に占地し、東側に第30号住居l■、北側に第229号土坑が重複し、南側には第31号・第32号住居llLが隣

接する。本llr_は深ぃ掘り方を持っていたために検出は容易で、重複関係の把握も明瞭にできた。本址は今回

調査された住居址の内で最も深い掘り方を持ち、構築も丹念な典型的な竪穴住居址であった。

遺構の構造 平面形プランは今回の調査により得られた住居址の中で最も整った形を有しており、典型的

な隅丸方形プランである。規模は北東―南西方向5.92m、 北西一南東方向547mを測り、北東―南西方向に

長軸を持つ。その規模は今回得られた住居址の中で最も大きい。また、市域における同期の住居l■Lの中でも

大型の群に属する。隅九方形プランを基本とするが、南西辺が他の辺と比較して中央部がやや外反する傾向

が見られ、この部分がやや張出す様相を呈する。極端にこの部分を解釈すると南・北
。西 。東コーナー部が

角張ることより、コーナー部の丸い 5角形とも捉えることができる。南西辺中央張出し部と奥壁中央を通す
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線上に炉が構築されておりこの線を主軸とすると、主軸方向はN-56°一Eを示し、他の住居址が南側を入

り口部とするのに対して本址は西側に入り口部を有してやや特異な傾向が窺える。

住居址の掘り方は検出された住居址の内で最も明瞭で、高い壁高を有し、北東側44.8cm、 南東側36.4cm、

南西側28.6cm、 北西側30,4cmを 測り平均すると約35.lcmで、平坦な地形に構築されていたために壁高は平均

的であるが、入り口部と思われる南西側が最も低い傾向を示す。壁の掘り方は丹念で、直線上に直角に近い

形で立ち上がるが、入り田部と思われる南西側壁は他の部分に比較して壁の立上り方がやや外傾斜する傾向

力普覚える。

周溝は壁際を全周する形で 1条巡り、入り田部と思われる南西側だけ 2条の周溝が巡る。溝は丹念な構築

がなされ、断面は明瞭なコ字形を呈し幅はほぼ20cm均―であり、掘り方は深く北東側14.6cm、 南東側11.3cm、

南西側14.2cm、 北西側15.2cmを測り、全ての辺共に均―な深さを有する。周溝内には小孔は穿たれてはいな

いが、周溝底には若千ではあるが凹凸が認められ、特にその傾向は北側 。南西側の周溝に著しい。南西側に

は 2条の周溝が認められ、拡張の可能性も考えられたが、内側の周溝上に貼り床等が認められず、拡張によ

り2条の周溝が生じたとは考えられず、 2条 とも同時に存在したものと考えられる。北西周溝上には磨製石

斧と楕円形をした安山岩礫が並んでまるで周溝内に詰め込まれたような状況で検出されている。

主柱穴は配列や深さよりPと、 P2、 P3、 P4の 4本が該当する。 Plo P4に は重複が認められ、特にPlの

ように北西側の旧柱穴を埋め戻し、注を移動し建替えている状況が土層観察から窺えた。 Pl・ P3に は柱痕

と思われる黒色上の垂下層が認められ、この層より柱の太さや建てられていた位置を想定すると、30cm～

35cm前後の径を有する柱が、掘り方の中央より壁際に寄った位置に建てられていたことを看取ることができ

る。 P2・ P4に は柱の痕跡を示すような土層状況を観察することはできず、むしろ柱を抜き取り埋め戻した

ような状況が窺えた。主柱穴の位置は壁際・住居l■のコーナ部に寄った位置に構築されているが、周溝とは

重複してはいない。柱穴の掘り方はしっかりして直に近い立上りを有し、径は60伽～70伽の大きさを持ち、

掘 り方の大きさ比べて深さは浅 く、 P166.2cm、 P262cm、 P951.3cm、 P474.2cmで平均すると約63.4cmであ

るが、 P2・ P3の 西側柱穴は東側に位置する柱穴 (Pl・ P4)に比較して浅めであった。 P2北西脇に人為的

に胴部下半を取り去った中期後半加曽利E2式上器深鉢が 2 cm床面より浮いたような状況で正位で設置され

ている。土器内には黒褐色土が充満している。やや検出の状況は異なるものの、本址と同様な状態で上器を

遺存させている例が第 4号住居址より検出されている。

炉J■は今回調査されたものの中で最も大きく精巧な構造である。完存する石囲い炉l■で住居lL中央より東

側奥壁に寄った位置に構築されている。炉の掘 り方は北西―南東1.2m× 北東―南西1.28mの隅九方形を呈

し、深さは57.5cmを 測り大人が入り込めるだけの規模を有する。北側と南西恨1に浅い掘り方が重複している

が、これらの掘り方の上には貼り床がなされていたことより炉l■に直接関わるものではない。炉内の掘り方

は 2段構成となっており、炉石を据えた際の掘り方が見られる。炉石に用いられている礫は安山岩角礫であ

るが、第23号・第27号住居址などの炉址に用いられていた角に九みを持つ河原石ではなく、稜を持つ割合角

張った礫を用い、ちょうど炉石の規格に合わせて掘り方を調整し、北西・北東・南東側に据えられている炉

石は大型の 1枚石を用い、大人 2人がかりでも容易に動 くようなものではなかった。炉石の据え方は炊き口

と思われる南西辺は、他の辺に比べて形状の異なる柱状の角礫を用い、平坦に礫を据えるのに対して、他の

辺は板状の角礫を直に近い形で斜状に立てて、構造的には切 り姫撻上を呈する。炉石に用いられている礫の

隅には15cm大の詰め石がなされ、炊き口部の炉石下には石を水平に保つための詰め石がなされる。炉底は皿

状に窪み62cm× 17cm、 厚さ 5 cnaで焼上が確認された。炉址内は 3層に分層でき奥側炉石に密着するような形
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第?9号住居 jur炉 狂

菫 黒褐色土―結まりが良く内部は 1-3 mm大 のローム粒子を若
千含有。
l mm大 の炭化物焼土粒子含有。

2 ロームブロ ンク含有黒褐色土―締まりが良 く割合硬質で 5～
10mm大 のロームブロ ンクを割

合含有。 2 mⅢ 大の炭化物、焼
土粒子 (3 mm大 )のブロック
が入る。

3 明褐色土―最 も締まりが良 くロームブロ /ク を多量に含右す
る。焼土粒子 (3 mm大 )のブロックが入る。

0               1rn

第38図  第29号住居址炉址(1/40)

で吊手土器片が検出されている。なお、接合はしないが同一個体の破片が覆土上層より得られ、また、炉址

内から鍔付有孔土器片が得られ、この資料も吊手上器と同様に覆土上層に同一個体破片が見られた。これら

の資料は住居址の廃絶と埋没の関係について考えさせる興味深い資料である。

本来本址のような構造を有する住居址には埋甕が埋設されている例が分いが、本址においては埋甕を検出

することはできなかった。しかし、入り口部と思われる南西辺には入リロ部に関わると思われる掘り方が検

出されている。南西辺の中央部はやや外反し、最も垂れる部分の外側に深さ14.4cmの対ピットが認められ、

この対ピットに相対するように住居JIL内 に平面形状が楕円形を呈するPが作られている。また、このピット

周辺は深さ13cmの不整楕円形の掘り方が認められる。また、入り口周辺の周溝は他の部分に比較して 2条の

周溝や不規則な掘り方が確認されることなどより、これらの掘り方は壁高が高いため入り口部に設けられた

梯子等に関わるものであろうか。

直接ローム面を床としているために検出は容易であった。床面は全面が堅緻で緻密であるが小さな凹凸を

有する。本l■に伴わない柱穴や土坑の上面には責褐色土等により貼り床が丹念になされている。床面はほぼ

水平に構築されているが、入り口に近い南西側範囲は他の部分に比べて若千の傾斜を有している。東側奥壁

の中央よりやや北寄り周溝に掛かる状態で、44cm× 31cm大の板状を呈した安山岩 (鉄平石)が床上に据えら

れ、板状礫の上には13帥大の安山岩礫が置かれたような形で遺存していた。板状礫下には掘り方等は検出さ

れてはいない。礫が人為的に据えられたような状況を呈していたことや、設置位置などを考慮すると、石垣

に関わる構造物の可台蟄14が考えられる。床面上からの遺物の検出は少量であったが、奥壁部に検出された第

30号住居址の主柱穴の残存部を貼るように唐草文系土器大型破片が検出された。

覆土は掘り方が深いこともあって他の住居l■に比較して複雑な土層の堆積状況を示した。土層は 6層に分

層できる。壁際には三角堆土状の上層が観察できるが、焼土粒子等を含有する点を考慮すると、自然堆積荷

より形成されたものとは考えられず、人為的に埋め戻されたような状況を示すものであった。また、床面上

に堆積していた 4層 (明茶褐色土)も ローム粒子を多量に含み、硬質な締まりの強い土層で焼土粒子を含ん

でおり人為的に埋め戻された土層と考えられ、 4層上面にロームブロックを用いた貼り床が認められこの貼

A 933 537
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り床範囲内に焼土範囲も認められたことなどを考慮すると、住居lIの廃絶→ 4・ 6層による埋め戻し→ 4層

上面にロームブロックを用いた貼り床、と言ったプロセスを復元することができ、廃絶住居址の窪みが再利

用されていたことが窺えた。遺物は 3層・ 4層内から中期後半の曽利Ⅳ式を中心とし、若千文様の崩れた唐

草文系、加曽利E式系土器片が混在する状態で検出されている。この他に 3層内を中心に黒耀石砕片・刹片

が西側範囲に集中して検出されている。

遺物の出土状況 本址は掘 り込みが深いこともあって重複する住居址の遺物等が混左する状態で土器片

22.0215kg(口 径19cm、 器高25伽、重量1.25kgの 深鉢に換算して約18個休分)が検出され、その量は多いが柱

穴脇に設置されていた深鉢を除くと、一括性のない破片が主体を占める。その他に黒曜石砕片・剖片等総数

273(149.5g)、 その内訳は素材粒 3、 砕片38、 裂片57、 ピエス・エスキーユ18、 石核 7、 素Jtt I類 48、 景J

片Ⅱ類69、 石鏃 6、 石鏃ブランク13、 ドリル 2、 スクレイパー12、 打製石斧 5、 磨製石斧H類 2、 礫器H類

1、 凹石 I類 10、 凹石 H類 2、 砕片 5、 原石 2が検出されている。本址は住居址の構造や検出された土器よ

りみて中期後半曽利Ⅳ式期に帰属させることができよう。

第30号住居址 (第39図 。図版14)

検出状況 本址は調査区のB-5グ リッドで確認されたものである。住居llLは南側斜面に向かう緩やかな

斜面に構築されている。本址が占地する南側斜面部は調査区内で最も遺構の重複が著しい地区で、西側に第

29号住居址が南側に第32号 。第33号住居llL、 北側に第256号土坑が重複し、東側に第21号住居上が隣接する。

西側を第29号住居l■により大きく切られ、南側が著しく他の遺構と重複しているために平面プランの全容を

把握することはできなかったが、検出された主柱穴や北・東側の壁より住居址の規模や構造を把握すること

ができた。

く
|

第30号住居JI

1 黒褐色土一締
3 暗褐色土-1

有物力ぐない。
g卜に 1-3 mm大 のロ
含有、稀に焼土粒子

良く色調が茶味
子は 3-5 mm大
調が茶味を帝び
-5 mm大 と大粒

有し、

褐色土 -1
内
あ

明茶褐色土―

茶褐色土―締

締まりは良 く

ム
含
　
る
で
　
質
　
子
　
　
含
質
ク

一
を
　
び
粒
　
硬
　
粒

　

。
を
硬

ツ

一
維
卯
　
ｍ

口
合
量

Ｚ^

の
割
多一締

含

粒子がやや多い。

第39図 第30号住居jI(1/60)
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遺構の構造 西側を大きく第29号住居ltに より、南側を第32号 。第33号住居址により切られているが、検

出できた北。東側の壁より推定すると、不整円形の平面プランを想定することができる。規模を主柱穴配列

より推定すると、径5.6mの規模を想定することができようか。

住居址が南方向に傾斜を持つ緩斜面に構築しているが、上面が削平を受けており遺存している部分は北辺

の一部だけである。検出できた北壁の壁高は11.3cmを 測り外傾斜しながら直線状に立ち上がる。

周溝は壁際に全周する形で構築されていたと思われるが、重複が著しい部分については検出することはで

きなかった。周溝の幅は20cm～ 25c/mと 幅広であったが、深さは北側3.lcm、 東側2.8cmと浅く不明瞭であった

が、周溝内には小孔等は穿たれてはいなかった。

配列や深さより主注穴と思われるPl、 P2、 P3ヽ P4、 P5の 5本が検出されているが、配列等を考慮する

と6本柱構造を想定でき、検出できなかったものについては第29号住居址により破壊された可能性が強い。

Pl、 P5に は建替えによる重複が見られるが、大きな移動を伴う建替えではなく同位置でのもので、拡張等

に伴う建替えとはその様相を具にしている。柱穴の掘り方は直に近い形でしっかりし、径は40cm前後の不整

楕円形 を呈 し、深さは P167.4cm、 P247.4cm、 P353.6cm、 P451.2cm、 P552.8cmである。平均すると約

54.5cmであり割合深い掘り方を持つ。Plの東側には鉢型土器大型破片が遺存していた。

炉J■は第29号住居l■により切られており検出はされてはいない。

直接ローム面を床としているが、堅緻で級密な面を検出することはできず、全面が軟弱な傾向を示し小さ

な凹凸を呈している。北東床面に径30伽大の球状を呈する礫が遺存していた。

遺物の出土状況 重複が著しいために土器片は混在した状態で検出されている。土器片は3.7cmが検出さ

れ、その内容は中期前半井戸尻式中期後半曽利II式上器片が混在したような状態で検出されている。その他

に黒曜石砕片 。手」片等総数17(36g)、 その内訳は素材粒 2、 砕片 3、 裂片 1、 ピエス・エスキーユ 3、 手J

片 I類 3、 系」片Ⅲ類 3、 石鏃ブランク 2、 打製石斧 3、 磨製石斧H類 1、 砕片 3が検出されている。本址は

主柱穴配列や検出された上器片よりみて中期前半井戸尻式期に帰属しよう。

第31号住居址 (第40図 。図版14)

検出状況 本址は調査区のA-4グ リッドで確認されたものである。このグリット周辺は今回の調査区内

④

第40図  第31号住居址 (1/60)
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で最も遺構の重複が著しい地域であり、住居址の全容の把握には困難を極めた。住居址は台地中央部の平坦

な部分から南側斜面に寄った位置に占地し、西側に第36号住居址、東側に第32号住居址、南側に第34号住居

址が重複 し、北側には第29号住居 l■が隣接する。また、住居 J■L内には第219号土坑が重複する。検出された

主柱穴配列や北 。東側の周溝により本 l■の全容を把握することができた。重複関係は本址の周溝が第32号・

第34号住居址を切 り、また、本址の主柱穴が第36号住居址の周溝を切って構築されていることより把握する

ことができた。

遺構の構造 平面形プランは主柱穴配列や北・東側の周溝よりやや不整形の隅丸方形プランを想定するこ

とができる。規模は不明な部分 もあるが、長軸3.96m× 短軸3.84mで北―南方向に長軸を持つ縦長の南辺の

やや歪んだ不整隅丸方形プランを呈する。南側辺中央部と奥壁中央を通す線上に炉が構築されておりこの線

が主軸と考えられ、主軸方向はN-13.5° 一Wを示す。

住居 l■が南側斜面に位置することより南側部分は流出し壁の立上 りを検出することはできなかったが、

北・北東側においては割合明瞭に壁の立上 りが検出された。検出できたこの部分を観察すると、掘 り方はし

っかりし直線状に立ち上がる傾向が窺える。最も高い部分である北側で12.8伽 を測 り、奥壁部分が最も高 く

しっかりした壁休構造を有する。

周溝は西側に重複する第36号住居llL部分 と、南西部分が検出できないだけで、全体の約3/4を検出するこ

とができた。周溝は壁際に 1条構築 され、その溝は短い溝が繋がるように構築されている。周溝の断面はU

字形を呈し、幅は不規則でその掘 り方は余 り丹念ではなく北側 4.4cm、 東側3.8cmを 測 り、北側から東側に至

るにつれて浅 くなる傾向が窺えた。周溝内には小孔が穿たれ、周溝底には凹凸が認められ、特にその傾向は

南・東側の周溝に著しい。

主柱穴は配列や深さよりPI、 P2、 P3ヽ P4の 4本が該当するものと思われる。 P3に は重複が認められる。

重複ではないものの P2は平面形状が楕円形を呈し、これは同一地点で建替えが行われた結果であろうか。

また、 P4は 第34号住居址の主柱穴と重複する。最も重複関係の激しかった P3の建替え状況を上層観察より

みると、南側がロームブロックにより埋め戻されていることより、北側に柱がスライ ド状に移動していった

ことが窺える。主柱穴の建替え等の状況から南西側範囲が若千拡張されたことが判明した。主柱穴の位置は

壁際住居 l■のコーナー部に寄った位置に構築される。柱穴の掘 り方はしっかりし、深さは P144.2cm、 P2

28.3cm、 P342.3cm(36.2cm)、 P454.2cmである。なお、 P2内 には柱穴の掘 り方に合 う平坦な面を有する安山

岩礫が据えられており、この礫は住居址廃絶時に柱穴内に詰め込んだものであろうか。 P3か ら中期後半曽

利Ш oⅣ式上器片が検出されている。

石囲いの完存する炉址が住居址中央よりやや北側奥壁に寄った位置に検出された。掘 り方は西東0.9m×

南北 lmの不整方形を呈している。掘 り方は割合丹念で炉底周縁に炉石を据えるための溝状の掘 り方が検出

された。なお、南側に第219号土坑 と重複するが、土坑上面に貼 り床をなし、覆土内から中期初頭の上器片

が検出されたことより、本址に直接関わるものではないと考えられる。炉石は幅50cm大 の形状が類似した稜

線を有する板状安山岩礫 (平石の範疇に含められるか)を 4点を用いている。炉石は全ての辺を斜状に据え

ているが、南辺は他の部分に比べて傾斜が緩やかで、他の部分は南辺に比べると直に立つ状態で炉石が据え

られている。炉石脇には10帥～15cm大 の礫を詰めて炉石を固定している。炉上の形状は切 り姫姥状を呈する。

炉底は皿状の窪みを有 し、35cm× 46cmの 範囲に厚さ 5卿で焼上が確認された。炉 l■内から曽利Ⅳ式土器片が

検出されている。

直接ローム面を床としているために検出は容易であった。床面の範囲は炉址を中心とした内側の部分が最
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第31号住居址炉、第219号 土坑
1 暗褐色」=一割合ソフ トで内部に混入物が少ない。2 ロームブロ ンク~貼 り床、ややボロつ く。
3 明責 IIB色土― ラメ主的で割合結まりが良 く、硬い。ローム粒

子を害1合 多く含有。
4 褐色土―締まりが良 く内部に 2～ 3 mm大 のローム粒子を若干

含有。
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第31号住居址炉址
1 黒掲色主-2-3t4m大のローム粒子を若干均―に含有 し、若

干 2 mm大 の炭化物を含有、 2 mm大の焼土粒子を稀
に含有。

2明 黄褐色
嘲 F"意

く粘性を持ちローム粒子を多凱 こ含
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第41図  第31号住居址炉址(1/40)

も堅緻で緻密であった。炉址の南側は地形の関係からか若千低 く傾斜して、この部分は他の範囲よりも軟弱

な傾向を示した。

覆上は黒褐色上の単一層で、覆上の大半は地形が南側に傾斜するために上層の堆積は薄 く、流出している

状態であった。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は遺構の重複関係から夕様な土器片が検出されてお り、その量は

2 kgが検出されている。その内訳は中期前半新道式、中期後半曽利 I式 (梨久保 B式 )、 曽利Ⅳ式であった。

その他に黒曜石砕片・象」片等総数29(910g)、 その内訳は素材粒 2、 砕片 4、 裂片 7、 ピエス・エスキーユ

2、 手Utt I類 4、 崇J片Ⅲ類 8、 石鏃 1、 スクレイパー 1、 打製石斧 1、 凹石 I類 2、 砕片 2が検出されてい

る。本址は炉址内より得られた資料や住居址の状態よりみて中期後半曽利Ⅳ式期に帰属 しよう。

第32号住居址 (第 42図・図版 14)

検出状況 本址は調査区のA-5グ リッドで確認されたものである。このグリット周辺は今回の調査区内

で最も遺構の重複が著 しい地域であり、住居 l■の全容の把握には困難を極めた。住居址は台地中央部の平坦

な部分から南側斜面に寄った位置に占地し、西側に第31号住居 l■、東側に第33号住居址、南側に第34号住居

址、北側には第30号住居址が重複 し、北西側には第29号住居址が隣接する。検出された主柱穴配列や北・東

側の周溝、炉 l■により本址の全容を把握することができた。重複関係は本址の周溝が第33号住居 l■Lの炉址を

切 り、本 l■の主柱穴 P4が第34号住居址の周溝を切って構築されることより、第33号・第34号住居址より新

しいことが確認でき、また、第31号住居址が本址を切 り本址の主柱穴 P5上に貼 り床をなすために第31号住

居址よりも古いことが確認できた。

遺構の構造 平面形プランは主柱穴配列や北・東側の周溝よりやや楕円形気味の不整形の隅丸長方形プラ

ンを想定することができる。規模は不明な部分 もあるが、主柱穴配列や周溝範囲より推定すると、長軸5.07

m×短軸4.2mで北西―南東方向に長軸を持つ。短軸方向の P3ヽ P4間 の中点とPl、 P5間の中点を通す線上
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第33号住居址

第42図 第32号住居址 。第33号住居llL(1/60)

に炉が構築されこの線が主軸 と考えられ、主軸方向はN-30.4° 一Wを示す。

住居址が南側斜面に位置することや、著しい重複関係により壁を検出することはできなかった。

周溝は北・東・南側に検出され、全体の約3/4を把握することができた。北 。南辺に 2条、東辺に 1条が

構築され、主柱穴の建替え等を考慮すると、南北方向に拡張が行われたことが窺える。その溝は短い溝が繁

がるように構築されている。周溝の断面はU字形を呈し、幅は不規則でその掘 り方は余 り丹念ではなく東側

4.lcmを 測り、北側から東側に至るにつれて浅 くなる傾向が窺えた。北側の周溝内には小孔が穿たれ、周溝

底には凹凸が認められ、特にその傾向は南・北側の周溝に著しい。

主柱穴は配列や深さよりPl(P2)ヽ P3(Pit277)、 P4ヽ P5の 4本が該当するものと思われる。 P4ヽ P5に

は重複が認められ、重複ではないものの P2ヽ P4は柱穴の移動が認められ、位置関係から見ると旧 P2→新

Pと、 1日 Pit277→新 P3へ と主柱穴が外側に移動し、拡張が行われたことが窺えた。本址の拡張については

周溝においても確認され、これらの事象を基に住居l■の拡張を復元すると、西辺の P4、 P5は 同位置による

柱の建替えが、東辺は柱位置を外側に移動して拡張をし、この際に南北方向についても拡張がなされている。

主柱穴の位置は壁際に寄った位置に構築される。柱穴の掘 り方はしっかりし、深さはP151.7釦 。P244.3cm、

P345.5cm・ Pit277 34.9cm、 P437.4cm(26.8cm)、 P530.2cm(28.6cm)で ある。

南西辺、南東辺炉石が抜き取られた炉址が住居址中央より若千北西側奥壁に寄った位置に検出された。掘

り方は西―東方向が長い不整円形を呈し、その規模は東西1.13m× 南北1.08mで ぁる。掘 り方は 2段構造と

なり、外側の掘り方に炉石を据えるようにし、内側は浅い皿状の掘り方となっている。炉石は幅50帥～60cm

大の形状が類似した稜線を有する板状安山岩礫 (平石の範疇に含められるか)力羽ヒ西・北東辺に遺存してい

た。炉石は全ての辺を緩やかな斜状を呈するように据えている。炉石全てが遺存している訳ではないために

Q

2rn
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0        1m

第43図 第32号住居址炉址 (1/40)

炉構造については不明な部分が分いが、掘 り方や炉石の据え方等を考慮すると、第23号 。第27号住居址と同

様な構造を呈するものと考えることができようか。炉底は皿状の窪みを有 し、54cm× 60帥の範囲に厚さ 9 cm

で焼上が確認された。炉 l■内から中期後半曽利 H式上器片が検出されている。

直接ローム面を床 としているが重複が著しいために検出は容易ではなかった。床面の範囲は炉址を中心と

した内側の部分が最 も遺存状態が良 く堅緻で級密であった。炉址の南側は地形の関係からか若千低 く傾斜し

ており、この部分は他の範囲よりも軟弱な傾向を示 した。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は遺構の重複関係から分様な土器片が検出されており、その量は
3.18kgが検出されている。その内訳は中期後半曽利 H式 (唐草文系、曽利系)、 曽利Ш式であった。その他

に黒曜石砕片・剰片等総数17(160g)、 その内訳は素材粒 2、 砕片 9、 石核 1、 象J片Ⅲ類 4、 石鏃 1、 打製

石斧 1、 礫器Ш類 1、 凹石 2、 砕片 3が検出されている。本llLは炉址内より得られた資料や住居址の状態よ

りみて中期後半曽利 H式期に帰属 しよう。

第33号住居址 (第42図 )

検出状況 本 l■は調査区のA-5グ リッドで確認されたものである。本 l■周辺は調査区の中でも遺構の重

複が著しい地域であり、遺構確認の段階では本址の存在は確認されてはいなかった。第32号住居址の精査に

伴い炉址と思われる焼土範囲が検出され本址の存在が明確になった。住居址は台地中央部の平坦な部分から

南側斜面に寄った位置に占地 し、西側に第32号住居 l■、南側に第34号住居址、北側には第30号住居llLが重複

し、東側に第21号住居址が隣接する。検出された主柱穴配列や北 。東側の周溝、炉 lJr_に より本址の全容を把

握することができた。重複関係は第32号住居址の周溝が本址の炉址を、南側を第34号住居l■が切っているこ

とよりこれらの住居址よりも古いことが確認されているが、第30号住居 l■ との重複関係については判然とし

ない部分があるが、数少ない出土遺物より考えると、本址が第30号住居址よりも古いものと考えられる。

遺構の構造 平面形プランは主柱穴配列や北・東側の周溝よりやや楕円形気味の不整形円形プランを想定
することができる。規模や主軸方向はは不明である。

住居址が南側斜面に位置することや、著 しい重複関係により壁を検出することはできなかった。

周溝は北・東側に検出され、全体の約 1/4を 把握することができた。北側から東側に掛けて 1条が構築さ

れている。周溝は短い溝が繁がるように構築されている。周溝の断面はU字形を呈し、幅は不規則でその掘

り方は余 り丹念ではなく東側■ .5cmを 測る。北側の周溝内には小孔が穿たれ、周溝底には凹凸が認められた。
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主柱穴は配列や深さよりPと、 P2、 P3、 P4、 P5ヽ P6ヽ P7の 7本が該当するものと思われ、これらには

大きな重複や建替えは見られない。主柱穴の配置は不規則な 7角形を呈している。柱穴の掘り方はしっかり

しているものと、不明瞭な掘り方のものが混在する。深さはP146.lcm、 P221cm、 P315.6cm、 P421.4cm、

P584.lcm、 P625.8cm、 P741.8cmで ある。

炉石が抜き取られた炉l■ と思われる焼土範囲が住居l■中央より南西側に寄った位置に検出された。焼土範

囲では掘 り方等を検出することができなかった。焼土は南一北方向が長い不整楕円形を呈し、その規模は

85cm× 40cmで ある。

直接ローム面を床としているが重複が著しいために検出は容易ではなく、炉llLの北側範囲にやや硬化して

いる面が検出されている。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は遺構の重複関係が著しいために検出することができなかった。そ

の他に黒曜石砕片・黒U片等総数 5(15.5g)、 その内訳は系Utt I類 1、 崇J片Ⅱ類 1、 禁」片Ⅲ類 2、 スクレイ

パー 1が検出されている。本址は住居址の状態や重複関係よりみて中期前半に帰属しよう。

第34号住居址 (第 44図・図版15)

検出状況 本llLは調査区のA-5グ リッドで確認されたものである。このグリット周辺は遺構の重複が著

しい地域であり、住居l■の全容の把握には困難を極めた。住居址は台地南側斜面に占地し、南側を調査区外

に位置するが、この部分は畑地造成の際に階段状に造成され、本上の約半分は削り取られている。また、南

側には近代の水道配管がなされているために、南側床面の大半は遺存してはいない。西側に第38号住居址、

東側に第24号住居址、北側に第31号 。第32号住居址が重複しており、その状況は魚鱗状を呈する。検出され

た主柱穴酉己列や北・東側の周溝、炉址により本llLの概要を把握することができたが、平面プラン等の詳細に

ついては不明である。重複関係は本上の周溝が第33号住居址を切り、第38号住居l■を埋め戻していることよ

り新旧関係を把握することができた。

遺構の構造 平面形プランは主柱穴配ア1や北 。東側の周溝より推定すると、南北方向にやや長い不整楕円

9          翌 m

第44図 第34号住居址 (1/60)
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形の隅丸長方形プランを想定することができる。規模は不明である。主軸方向は不明であるが、Pit282を 棟

軸に関わる柱穴と考えると、Pit282と 炉址を通す線が主軸と考えられ、主軸方向はN-15° 一Wと なろうか。

住居址が南側斜面に位置することや、著 しい重複関係により壁を検出することはできなかった。

周溝は北側に検出され、全体の約1/3を把握することができた。北辺に 2条が構築 されるが、北東側は 3

条 となっている。柱穴の建春えや周溝のあり方を考慮すると、炉 l■を中心に同心円状に拡張が行われたこと

が窺える。その溝は短い溝が緊がるように構築されている。周溝の断面はU字形を呈し、幅は不規則でその

掘 り方は余 り丹念ではなく北側3.4cmを 測 り、北側から東側に至るにつれて浅 くなる傾向が窺えた。北側の

周溝内には小孔が穿たれ、周溝底には凹凸が認められる。

主柱穴は配列や深さよりPit282、 Pit279(Pit280)、 Pl、 P2、 Pit284(Pit258)の 5本が検出されたが、

調査区外にPit282の対辺の柱穴が位置していたと考えられ、 6本柱構造が基本 となるものと考えられる。
Pit282、 Plに は重複が認められ、重複ではないもののPit280、 P2、 Pit285は 柱穴の移動が認められ、位置

関係から見ると旧 Pit280→ 新 Pit279、 旧 Pit285→ 新 Pit284へ と主柱穴が外側に移動 し、拡張が行われた

ことが窺えた。本址の拡張については周溝においても確認されている。主柱穴の位置は内側に寄った位置に

構築される。柱穴の掘 り方はしっか りし、深さはPit282 68.lcm、 Pit279 53cm・ Pit280 65cm、 P121.3cm。

46.3帥、 P253.5cm。 32.9cm、 Pit284 57.3cm・ Pit285 81.3cmである。Pit280か ら中期前半井戸尻式土器片、

Pit278・ Pit281・ Pit284か ら中期後半曽利 I式上器片が検出されている。

2褐 色卜
と暮著♯
も需まりがあり、 1～ 2m大のロ ム粒子

3 累褐色土-2層 よりもローム粒子の量が少ない。

第45図 第34号住居址炉4L(1/40)
南東辺の炉石が抜き取られた炉址が住居JIL中央に検出された。径86cmの不整円形を呈し、外帯に炉石を据

えたと考えられる浅い掘り方を有する。炉石は幅30cm～ 45cm大の板状安山岩礫を炉址中央部を囲むように据

えられている。炉石は全て平坦に据えられ、その配列はお花形を呈する。炉l■の中央部には口縁部の一部と

底部を欠損する曽利 I式深鉢を正位に埋設している。炉底には焼土は遺存してはいなかった。

直接ローム面を床としているが重複が著しいために検出は容易ではなく、そのほとんどが攪乱されている

状態であったが、炉l■北側の範囲に他よりも硬質な部分が検出された。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は遺構の重複関係から多様な土器片が検出されており、その量は
3.285kgが検出されている。その内訳は曽利 I式、曽利Ⅱ式 (唐草文系)であった。その他に黒曜石砕片・

争J片等総数37(376g)、 その内訳は素材粒 4、 砕片10、 裂片 5、 ピエス・エスキーュ 2、 剖片 I類 4、 手」片

H類 6、 象J片Ⅲ類 3、 石鏃 2、 スクレイパー 1、 打製石斧 4、 磨製石斧H類 3、 石匙 1、 砕片 2が検出され

ている。本址は炉址内より得られた資料や住居llLの状態よりみて中期後半曽利 I式期に帰属しよう。
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第46図 第36号住居址・第37号住居址(1/60)

第35号住居址

第35号住居j■ とした範囲は、重複関係を持っていた第36号住居lLの精査に伴って、第36号住居址の拡張範

囲であったことが判明した。そのために第35号は欠呑とする。

第36号住居址 (第 46図 。図版15)

検出状況 本址は調査区のA-3。 4グ リッドで確認されたものである。このグリット周辺は今回の調査

区内で最も遺構の重複が著しい地域であり、住居址の全容の把握には困難を極めた。住居址は台地南斜面が

傾斜を始めた部分に占地し、西側に第42号住居l■、東側に第31号住居址、南側に第37号住居llLが重複し、北

東側には第29号住居l■が、北西には第43号住居l■が隣接する。また、住居Jh内には第 1号集石が重複する。

検出された主柱穴配列や全周する周溝、北側壁により本址の全容を把握することができた。重複関係は本址

の周溝が第31号・第37号・第42号住居l■を切っている点から、本l■が新しい段階に帰属することが判明した。

なお、本址南西範囲の覆土内から床面上に掛けて集石が構築され、この集石が最も新しい段階に帰属するも

のである。

遺構の構造 平面形プランは検出された周溝、主柱穴配列や北・西側の壁よりやや不整形の隅丸方形プラ

ンを想定することができる。規模は長軸4.82m× 短軸4.3mで西―東方向に長軸を持つ横長のプランである◎

南側辺中央部と奥壁中央を通す線上に炉が構築されておりこの線が主軸と考えられ、主軸方向はN-18.5°
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―Wを示す。

住居 l■が南側斜面に位置することより南側部分は流出し壁の立上 りを検出することはできなかったが、

北・西側においては割合明瞭に壁の立上りが検出された。検出できたこの部分を観察すると、掘り方はしっ

か りし直線状に立ち上がる傾向が窺える。最も高い部分である北側で19.6cmを 測り、奥壁部分が最も高くし

っか りした壁体構造を有する。

周溝は住居址を全周する形で巡り、東・西側には 2条の周溝が巡る。周溝は短い溝が繋がるように構築さ

れたものと、しっかりした溝の部分とに別れる。周溝の断面はU字形を呈し、幅は割合規則正しく、その掘

り方は北側、東側の内側が最も丹念な構築となっている。深さは一様ではなく北側5.7cm、 東側5.6cm、 南側

6 cm、 西側13.7cmを 測り、西側が最も深い。東外側周溝は小孔が連なったような状態で、周溝底には凹凸が

認められる。

主柱穴は配列や深さよりPl(P2)、 Pit287(Pit280)、 P3(P4)、 P5の 4ヶ 所が該当するものと思われる。

重複ではないもののP5は平面形状が楕円形を呈し、これは同一地点で建替えが行われた結果であろうか。

また、 Plは 第31号住居址の主柱穴と重複する。 P5を 除いた他の柱穴は拡張に伴う移動が認められ、配置や

P4の覆土上層にロームブロックや焼土粒による埋め戻しが認められ点等からP2→ Pl、 Pit280→ Pit287、

P4→ P3と 考えられ、炉址を中心として北東・南・南西方向へ柱穴を移動することで拡張を測っていること

が窺える。周溝の左 り方を加味すると変則型の同心円状拡張とも捉えることができよう。主柱穴の位置は壁

際住居址のコーナー部に寄った位置に構築 される。柱穴の掘 り方は径が大きくしっか りし、深さはPl

49.6cm o P228,3cm、  Pit287 53.2cm・ Pit280 60.6cm、  P342.5cm・  P437.lcm、  P538.8cm<ュ ある。 P3・ P4の

上層には第 1号集石が構築され、P3内 は上層が埋め戻されたような状態を呈し、黒耀石集積が検出された。

この黒耀石集積はその状況より本址に帰属するものと思われ、本址が廃絶時にPaの埋め戻しに伴って黒燿

石が集積されたものと考えられる。炉址北側には深さ48.lcmの ピットが検出されており、このピット脇に人

為的に割ったような状況の平lHな安山岩礫が遺存していたことより、このビットは石壇ピットであろうか。

北・西辺の石囲いが抜き取られた炉址が住居l」L中央よりやや北側奥壁に寄った位置に検出された。掘 り方

は西―東1.02m× 南北1.04mの不整方形を呈している。掘り方は割合丹念で炉底周縁に炉石を据えるための

――-933 437
第36;住 居址炉址
1 黒褐色土―結まりが良 く硬質で、内部に 2～ 4 mm大のロー必

粒子と若干の焼土粒子炭化物粒子を含有する。
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第47図 第36号住居址炉址 (1/40)
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掘り方が検出された。炉石は幅60卿・80cm大の形状が類似した稜線を有する板状安山岩礫 (平石の範疇に含

めることができるか)が南 。東辺に検出された。炉石は全ての辺が直立するように据えている。炉石脇には

20c/m大の平坦な礫を詰めて炉石を固定している。また、炉石が抜き取られた部分には炉石を据えた際に調整

用として用いられたと思われる礫が遺存した。炉石は完存してはいないが、炉址の形状は切り煩姥状を呈す

るものと思われる。炉底は皿状の窪みを有し、56cm× 61cmの範囲に厚さ13cmで焼上が確認された。炉址内上

層から中期後半曽利Ⅲ式深鉢口縁部片が検出されている。

直接ローム面を床としているために検出は容易であった。床面の範囲は炉址を中心とした内側の部分が最

も堅級で緻密であったが、河ヽさな凹凸を呈する。炉l■の南側は地形の関係からか若千低 く傾斜している。

覆土は黒褐色上の単一層で、覆上の大半は地形が南側に傾斜するために上層の堆積は薄く、流出している

状態であった。

遺物の出上状況 本l■よりの出土遺物は遺構の重複関係から多様な土器片が検出され、その量は7.825kg
が検出されている。その内訳は中期後半曽利 I式 (梨久保 B式 )、 曽利Ⅲ式、曽利Vであった。その他に黒

曜石砕片・崇」片等総数88(593g)、 その内訳は素材粒 5、 砕片21、 裂片 3、 ピエス・エスキーユ 1、 石核 5、

剰片 I類 17、 刹片H類 20、 千J片Ⅲ類12、 ドリル 1、 スクレイパー 3が、その他の石器では打製石斧 4、 磨製
石斧 I類 1、 礫器 I類 1、 凹石 H類 1、 磨石 1、 子」片 3が検出されている。本l■は炉l■内より得られた資料

や住居址の状態よりみて中期後半曽利Ⅲ式期に帰属しよう。

第37号住居址 (第46図・図版15)

検出状況 本址は調査区のA-3・ 4グ リッドで確認されたものである。このグリット周辺は遺構の重複
が著しい地域であり、住居址の全容の把握には困難を極めた。住居址は台地の南側斜面に寄った位置に占地

し、西側に第42号住居l■、東側に第31号住居址、南側に第38号住居II、 北側には第36号住居址が重複してい

る。検出されたほぼ全周する周溝や主柱穴配列、炉址により本址の全容を把握することができた。重複関係

は本址の周溝上に第36号住居l■Lの貼 り床がなされ、本JIの周溝が第42号住居JILの炉l■を切ることより、新旧

関係を把握することができた。なお、第38号住居址との重複関係は明確にはならなかったが、住居址構造や

出土遺物から新旧関係を把握することができた。

遺構の構造 平面形プランは主柱穴配列や周溝よりやや南西―北東方向に長い楕円形気味の不整円形プラ
ンを想定することができる。規模は不明な部分もあるが、主柱穴配列や周溝範囲より推定すると、長軸4.78

m×短軸4.27mで北東―南西方向に長軸を持つ。主柱穴配列より北西側に位置するP8が奥壁部の注穴と考

えられ、この柱穴とPit289、 P7間の中点を通す線上に炉が構築されこの線が主軸と考えられ、主軸方向は

N-37°一Wを示す。

住居上が南側斜面に位置することや、著しい重複関係により壁を検出することはできなかった。

周溝は第38号住居址と重複する部分を除き、 1条が全周する。周溝は短い溝が繁がるように構築されてい

る。周溝の断面はU字形を呈し、幅は不規則でその掘り方は余 り丹念ではなく、北側6.4cm、 東側4.8cm、 南

側 2 cm、 西側は8.9cmを 測 り、北側から南側に至るにつれて浅 くなる傾向が窺える。南側の周溝内には小孔

が穿たれ、周溝底には凹凸が認められる。

主柱穴は配列や深さよりP6ヽ Pit289、 P7ヽ Pit296の 4本が該当するものと思われ、主柱穴配列は梯形と

なる。 P3に は重複が認められる以外は、単独である。主柱穴の位置は周溝寄 りの位置に構築される。柱穴

の掘 り方は直に近 くしっかりし、深さは P655.9cm、 Pit289 55.2c/m、 P744.lcm、 Pit296 52.7cmで、平均す

ると約52cmで、偏 りが少ない。奥壁に位置するP8は深さが28.2cmで、その位置より考えると棟軸に関わる
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柱穴である可能性が考えられる。

炉石が全て抜き取られた炉上が住居址中央より若千北西側奥壁に寄った位置に検出された◎掘り方は北西

―南東方向が長い不整円形を呈し、その規模は南東―北西0。 98m× 南西―北東0.83mでぁる。掘り方は cm

と割合浅く、北辺・南辺に不整形な掘り方が検出され、炉石を据える際の掘 り方と思われる。炉石は遺存し

てはいないが、掘 り方の北西隅に炉石の詰め石と思われる15cm大の礫が遺存していた。

炉底は割合平坦で、42cm× 69cmの範囲に厚さ 9 cmで焼土が確認された。炉l■上には第 1号集石が構築されて

いる。集石が炉址よりやや浮いた位置に構築されている点や、本址を切る第36号住居址の主柱穴上にも集石

が推卜かることより、第37号・第36号住居l」r_が廃絶後集石が構築されたものと考えられる。

直接ローム面を床としているが重複が著しいために検出は容易ではなかった。床面の範囲は炉址を中心と

した内側の部分が最も遺存状態が良く堅緻で級密であった。炉址の南側は地形の関係からか若千低 く傾斜し

ており、この部分は他の範囲よりも軟弱な傾向を示した。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は遺構の重複関係から多様な土器片が検出されており、その量は
3.692kgが検出されている。 その内訳は中期後半曽利 I式、曽利H式 (唐草文系、曽利系)であった。その
他に黒曜石砕片・制片等総数27(230.5g)で 、その内訳は素材粒 1、 砕片 9、 ピエス・エスキーユ 1、 系J

片 I類 8、 争J片Ⅱ類 7、 スクレイパー 1が、その他の石器では打製石斧 1、 四石 I類 1が検出されている。

本l■は覆土内より得られた資料や住居址の状態よりみて中期後半曽利H式期に帰属しよう。

第38号住居址 (第48図 )

検出状況 本llLは アー 3・ 4グ リッドで確認されたものである。本址周辺は調査区の中でも遺構の重複が
著しく、遺構確認に難行した地域であったが、本址は他の遺構に比べて、掘 り方が深かったために遺構確認

段階においてその存在は明確であった。住居址は台地南側斜面に占地し、約1/2が調査区外となる。西側に

第39号・第40号・第41号住居址が隣接し、東側に第34号住居址、北側には第37号住居址が重複しているが、

本l■の掘り方が深いためにその全容を把握し得た。重複関係は現象面で提えると本址が重複関係を持つ住居

址を切る状態であったが、本l■の構造や出土遺物より見ると、重複する住居l■の方が新しく、本J■上面に貼

り床等がなされていたと思われるが、地形の関係より検出することはできなかった。

遺構の構造 約1/2が調査区外に位置していることより、本址の全容を把握することはできなかったが、

第48図 第38号住居址 (1/60)
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主柱穴配列や周溝より推定すると、やや楕円形気味の不整形円形プランを想定することができよう。規模は

不明であるが、主軸方向はP3方向を棟軸と想定すると、N-36° 一Wを主軸方向と考えることができようか。

北壁は深く硬質ローム層を掘り込んでおり、明確な壁を検出することができたが、地形の関係から南側に

至るにつれて、壁が低 くなる傾向が見られた。最も明際な掘り方を持つ北側奥壁で42cmを測り、その掘り方

はしっかりとしており、直線上に外斜し立ち上がる。

周溝は北 。東側に 1条が検出された。周溝の掘り方は割合丹念で、周溝の断面はU字形を呈し、幅は規則

的であるが、深さはそれほど深くなく北側5.5cmを 測る。また、主柱穴を繁 ぐように周溝が検出された。位

置関係から考えて、間仕切りに関わるものであろう。北側が21.lcm最 も深く、東側8.2cm、 西側3.2cmと南

主注穴は配列や深さよりPl、 P2、 P3が該当するものと思われ、これらの主れ穴配列より推定すると、 6

本柱構造を想定でき、その配列は 6角形を呈するものであろう。主柱穴には大きな重複や建替えはP2を 除

き見られない。柱穴の掘り方はしっかりしているが、径は小さくPlは 20cmしかない。深さはP144.3cm、 P2

27.9cm、 P336cmと 柱穴によって深さにばらつきがある。柱穴ではないが袋状を呈する土坑が北奥壁側に検

出された。この上坑はその様相より中期前半の住居l■内に見られる貯蔵穴的なものであろう。

硬質ローム面を直接床とし、そのために全面が堅緻であるが、部分的に硬質ローム層内に含まれている軽

石が露出して凹凸を呈している範囲もある。床面は主柱穴を結ぶ間仕切り様の周溝を区切 りに、内帯と外帯

とに区分され、外帯が内帯に比べてやや高く、内帯範囲は住居l」L中心部に向かって若千の傾斜を持つ。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は、遺構の重複関係から他の遺構からの遺物が混入する。その量は

0.855kgが検出されている。その内訳は中期前半藤内 I式 (所謂新巻類型を含む)が主体で、上層から曽利

Ⅳ式が検出されている。その他に黒曜石砕片・手J片等総数23(81g)で、その内訳は砕片 5、 ま」片 I類 3、

争」片H類 14、 石鏃ブランク1が、その他の石器では打製石斧 1、 礫器 I類 1、 凹石H類 1、 凹石H類 1、 手J

片 5が検出されている。本址は覆土内より得られた資料や住居址の状態より中期前半藤内 I式期に帰属しよ

う。

第39号住居址 (第 49図・図版16)

検出状況 本址はアー 3グ リッドで確認されたものである。住居址は台地南側斜面に占地し、南側を調査

区外に位置するが、この部分は畑地造成の際に階段状に造成され削り取られている。本l■は今回調査された

住居址の内で最も興味深い重複関係を有していた。本址の下層には第40号・第41号住居址が構築されており、

それも本址の炉址下に重複して第40号 。第41号住居址の炉l■が検出され、 3軒分の炉址が同位置に構築され

ていたことより炉l■の変遷を把握することができた。このような重複関係を有していたことより住居l■であ

ることは判明したが、その全容については不明な菩阪渤 多ヾい。

遺構の構造 本llLに伴うと思われる掘り方等が検出されなかったために、平面プラン等については不明な

部分が多いが、東辺に検出された柱穴と周溝より平面プランを想定すると、方形プランを基本とするものと

考えることができようか。検出された炉址の軸線より主軸方向を想定すると、N-1° 一Eと なる。

住居址が南側斜面に位置することや、第40号住居址の覆土内に掘り方を有するソミなどより壁を検出するこ

とはできなかった。

周溝は東・西側に検出されているがその全容は把握されてはいない。検出された周溝より全体を想定する

と、1条が全周する形で構築されていたものと思われるが、北辺のものは第40号住居llL覆土内に浅 く掘り込

まれていたためか検出することはできなかった。

周溝は短い溝が繋がるように構築されている。周溝の断面はU字形を呈し、幅は不規則でその掘り方は余 り
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第45号住居址

第49図 第39号・第40号 。第41号住居l■ ,第45号住居址・第46号住居址 (1/60)

丹念ではなく東側 3.9cm、 西側20.4cmを 測る。

主柱穴は配列や深さよりP2の lヶ 所が検出されたが、調査区外に P2の対辺の柱穴が位置していたと考え

られ、また、北西側対辺の主柱穴は第40号住居上の床面にまで掘 り込まれていなかったために検出されなか

ったが、炉址構造や周溝の在 り方より4本柱構造が基本 となるものと考えられる。 P2に は重複が認められ

る。主柱穴の位置は周溝に寄った位置に構築される。柱穴の掘 り方は径が小さく、やや貧弱な掘 り方を有し、

深さは42.2cm(39。 3cm)を測る。

東辺の炉石が抜き取られた炉址が住居址中央に検出された。炉石は幅40cm～ 66clll大の板状・柱状安山岩礫

を四角に据えている。炉石は北・西辺が直に立てるように、南辺は平坦に据えている。炉石の配列は切り姫

姥状を呈する。炉底には焼上が遺存していたが、加熱により著しい硬化は見られなかった。

床面は第40号住居址の覆土内に構築されていたものと考えられ、第40号住居l■が廃絶した後、その凹みを

再利用して本址を構築 しているが、覆土内にはロームを客土した貼り床や、黒色上の硬化面などは検出され

てはいないことより、簡易な構築法が採られていたものと考えることができまいか。

遺物の出土状況 本llLに直接関わると思われる出土遺物の検出はないが、炉llLの状態や第40号住居l■ との

重複関係よりみて中期後半曽利Ⅳ式期以降に帰属しよう。

第40号住居址 (第49図・図版16)

検出状況 本l■は調査区のアー 2・ 3グ リッドで確認されたものである。このグリット周辺は遺構の重複

が著しい地域であり、住居l■の全容の把握には困難を極めた。住居l■Lは台地南側斜面に占地し、南側を調査

2rn
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区外に位置するが、この部分は畑地造成の際に階段状に造成され削り取られている。西側に第45号住居

址、北東側に第42号住居」lLが隣接し、本l■ と同位置に第39号 。第41号住居址が重複している。

重複関係は本址の炉址上に第39号住居llLの炉址が構築され、また、本址の炉l■が第41号住居址の炉址上に構

築されていたことより、旧 第41号住居l■→第40号仁居址→新 第39号住居l■ と把握することができよう。

遺構の構造 平面形プランは主柱穴配列や北・西。東側の周溝よりやや不整形の隅九方形プランを想定す

ることができる。規模は不明である。炉l」_と 主柱穴の位置関係より推定すると、東―西方向に長軸を持つ横

長の北壁の歪んだ不整隅九方形プランを呈するものと思われる。主柱穴間の中央と奥壁中央を通す線上に炉

が構築されこの線が主軸と考えられ、主軸方向はN-27° 一Wを示す。

住居lIが南側斜面に位置することより南側部分は流出し壁の立上 りを検出することはできなかったが、

北・北東側においては割合明瞭に壁の立上 りが検出された。検出できたこの部分を観察すると、掘 り方はし

っかりし直線状に立ち上がる傾向が窺える。最も高い部分である北側で13.2cmを 測り、奥壁部分が最も高く

しっかりした壁体構造を有する。

周溝は壁際に全周する形で 1条構築され、その溝は短い溝が緊がるように構築されている。周溝の断面は

U字形を呈し、幅は不規則でその掘 り方は余 り丹念ではなく北側6.lcm、 東側3.4cm、 西側5.2cmを測り、全

体的に浅い傾向にある。北側の周溝内には小孔が穿たれ、周溝底には凹凸が認められる。なお、北側奥壁の

部分だけは他の部分とは異なり、壁際よりやや内側に周溝が構築され、周溝と壁の間にはある程度の空間を

有し、この部分に石棒や中期後半曽利Ⅳ式大型破片が遺存し、その状況よりこの部分が何らかの場であった

ことが考えられ、石棒の検出より石垣等の奥壁祭jTBの場と考えることができようか。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P8の 2ヶ所が該当するものと思われ、これらの柱穴の配列より4本柱構造

を想定できる。P3に は重複が認められる。重複ではないもののPlは平面形状が楕円形を呈し、これは同一

地点で建替えが行われた結果であろうか。柱穴の掘り方はしっかりし、深さはP155,7cm、 P366.6cmを 測る。

主柱穴ではないが、奥壁部分に周溝と重複し径30cm、 深さ54c14の柱穴が検出された。この柱穴はその位置関

係から規模の小さな石壇ピットであろうか。

石囲いの完存する炉l■が住居址中央より北側奥壁に寄った位置に検出された。掘り方は西―東0。 95m× 南

北0.8mの不整方形を呈している。掘 り方は割合丹念で炉底周縁に炉石を据えるための溝状の掘り方が検出

された。炉石は幅50cm～ 60cm大の稜線を有する板状安山岩礫 (平石の範疇に含められるか)を用いている。

炉石は全ての辺が斜状に据え、平面形状は切り姫姥状を呈する。

炉底は若千皿状の窪みを有し、40cm× 42cmの範囲に厚さ 8 cmで焼上が確認された。炉l■内から曽利Ⅲ式、加

曽利E2式土器片が検出されている。

直接ローム面を床としているために検出は容易であった。床面の範囲は炉址を中心とした内側の部分が最

も堅緻で緻密であった。奥壁と周溝に挟まれた範囲は他の部分よりもやや高く、炉址の南側は地形の関係か

らか若千低 く傾斜し、この部分は他の範囲よりも軟弱な傾向を示した。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は遺構の重複関係から、第39号・第41号住居址の遺物が混左してい

る。土器片の総量は2.5kgが検出されている。その内訳は中期後半曽利Ⅲ式、曽利Ⅳ式であった。その他に

黒曜石砕片・系U片等総数10(47g)、 その内訳は砕片 3、 崇」片H類 3、 象J片Ⅲ類 3、 スクレイパー 1、 打製

石斧 1、 横刃型石器 1が検出されている。本址は炉址内より得られた資料や住居址の状態よりみて中期後半

曽利Ⅳ式期に帰属しよう。

第41号住居址 (第49図・図版16)
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検出状況 本l■は調査区のアー 2・ 3グ リッドで確認されたもので、第40号住居l■ とほぼ合致する形で重

複する。本址はその重複状態より第40号住居llLの 旧状とも捉えることができるが、一応炉l■の在り方や出土

遺物の状況より別の住居とし番号を付した。

遺構の構造 本l■で明確な構造が把握できるものは、炉址だけである。炉址の位置は第40号住居址炉上の

南側に重複する形で検出された。全ての炉石は抜き取られている。炉址の掘り方は東―西0.92m、 北―南

1.05mの不整形な隅丸方形を呈する。掘 り方の側縁には炉石を据えるための溝状の掘り方が巡る。南辺には

浅い掘り方が付随し、この部分が炊き口に関わるものであろう。

遺物の出土状況 本l■よりの出土遺物は遺構の重複関係から、第39号 。第40号住居ldLの遺物が混在してお

り、分離することは難しいが、本址の上器片としたものの総量は0.645kgである。その内訳は中期後半曽利

皿式 (唐草文系が主体をなす)、 曽利 式である。その他に黒曜石砕片・素J片等総数 5(26g)、 その内訳は

砕片 1、 裂片 1、 手」片Ⅲ類 3が検出されている。本l■Lは炉址内より得られた資料や住居l■の重複より中期後

半曽利H式からⅢ式期に帰属しよう。
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第50図 第39号・第40号 。第41号住居l■炉址 (1/40)
第42号住居址 (第51図 )

検出状況 本lkは調査区のA-3グ リッドで、第36号・第37号住居l■の精査に伴い確認されたものである。

このグリット周辺は今回の調査区内で最も遺構の重複が著しい地域で、住居址の全容の把握には困難を極め、

住居上の全容は検出された址柱穴と炉 l■により、その規模等を推定した。住居l■は台地南斜面が傾斜を始め

た部分に占地し、西側に第227号土坑、東側に第36号 。第37号住居址、北側に第43号住居 l■、本址内部に第
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220号土坑が重複し、南側には第40号住居llLが隣接する。検出された主柱穴酉レUや炉址関係より大几の全容

を把握することができた。重複関係は本l■の炉l■を第36号 。第37号住居上の周溝が切っていることよりこれ

らの住居址よりも古いことが確認できた。また、本ldLの主柱穴が第43号住居l■l_の周溝を切っている点から、

本址が新しい段階に帰属することが判明した。

遺構の構造 平面形プランは、検出された主柱穴配列や炉lLと の位置関係より、北東―南西方向にやや長

い不整円形プランを想定することができる。規模は推定で長軸5.57m× 短軸5。 19mを想定できようか。入り

口部に位置していると思われる主柱穴 P4、 P5と 炉址上を通す線を主軸とすると、主軸方向はN-20° 一E

を想定できようか。

本上は掘り方が浅かったためか、全ての範囲が削平を受けて壁は遺存してはいなかった。周溝も検出され

てはいない。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P2、 Pit294、 Ps、 P4ヽ P5ヽ P6ヽ P7の 8ヶ所が該当するものと思われる。

これらの柱穴には建替え等による重複は認められない。柱穴の掘り方は径が不揃いで Pl、 P6の ように径が

20cm前後のものと、P5の ように径50釦 と大きなものがある。深さはP136.2cm、 P255。 2cm、 Pit294 46.6cm、

P356.5cm、 P453.5cm、 P532cm、 P650.3cm、 P737.lcmである。

炉址はそのちょうど半分が第36号・第37号住居址により切 り取られておりその全容については不明である。

遺存していた炉石・掘り方 。炉体土器からその構造を復元してみると、第20号住居上の炉l■ と同様な構造と

考えられる。炉上の掘り方は不整円形の平面プランを呈し、掘 り方脇に柱状の安山岩礫を平坦に据えている。

炉l■中央部には底部を欠損する中期後半曽利 I式深鉢を正位に埋設し、炉体土器としている。炉体土器の北

側には15cm× 17cmの焼土範囲が検出された。

直接ローム面を床としていたと考えられるが、硬化した面や貼り床等は検出されてはいない。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は炉体土器だけで、その量は0.48kgである。本址は炉体土器よりみ

て中期後半曽利 I式期に帰属しよう。

第51図 第42号住居址 (1/60)
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第43号住居址
1 黒褐色■―色調は工色主にAr似 し、内部に 2～

3 un大 のローム粒子を若干1/1-に 含
有する。又 2～ 3 mm大 の炭化物社子
も割合含有する。

2 褐 色 」「―色調は 1層 より泰味をもちやや明る
い色調を呈する。 ユ層Rlロ ーム粒 子
炭化物粒子を含有しない。

3 糸褐色土―結まりがあり、色調は 2層 より茶味

4暗 褐色土 自艶品たef留 と雀a撃ちが、含有
するローム粒子の量より色調に変化
カヤある。含有するローム粒子は 2-
4 mm大 のローム粒子を多量に含 右。

5 暴 色 主―締まりがあり着干の前性を持つ。 2
～ 4 mm大 のローム沐1子 を若干含有。
2 mm大 の炭火物粒子含右。

6 女褐色土―ローム粒子含有及び ロームブロ ッ
クを多く含有し絲まりは良 く頭質

7 Lf/褐 色上―諦まり良 く割合疲質である。 2 mm大
のロームli子 を着干含有。

C933.6

2m

第52図 第43号住居址 (1/60)

第43号住居址 (第52図・図版16)

検出状況 本址は調査区のA-2。 3、 B-2・ 3グ リッドで確認されたものである。検出時には本址の

外帯部を別の住居址と誤認し、第44号住居址の番号を付したが、完掘した結果別個の遺構でないことが確認

できたため、第44号住居址番号を欠番 とした。本 l■周辺は土坑等の遺構の重複が著しい地域であり、住居 l■

の全容の把握には困難を極めた。住居 l■は台地の平坦な部分に占地しているが、旧来より構築法が簡易であ

ったためか、壁の掘 り方等は判然としなかった。西側に第47号住居址が、南側には第42号住居址が重複し、

本址内部には第222号・第223号・第225号・第226号土坑が構築されているが、検出されたほぼ全周する周溝
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や主柱穴配列、炉 l■により本 l■の全容を把握することができた。重複関係は貼 り床等は確認されてはいない

が、出土遺物の内容から新十日関係を把握することができた。それによると旧 第43号住居 l■→新 第42号・第

47号住屋址と整理することができよう。

遺構の構造 第47号住居址 と重複 している北西側の範囲が判然としないが、平面形プランは主柱穴配列や

遺存していた周溝や南東側の壁より推定すると、やや南東―北西方向に長い楕円形気味の不整円形プランを

想定することができる。規模は不明な部分 もあるが、主柱穴配列や周溝範囲より推定すると、長軸6.24m×

短軸5,37mで、中型の規模に帰属 しようか。主柱穴酉″げより南西側に位置するP3ヽ P4が入リロ部に位置す

る柱穴と考えられ、この柱穴と奥壁部の P7を通す線上に炉が構築されこの線が主軸と考えられ、主軸方向

はN-32° 一Wを示す。

本址は西側に第47号住居址が、南側に第42号住居址が重複しているために、この範囲の壁を検出すること

はできなかったが、低 く不明瞭ながら東側に壁の一部を検出することができた。この部分を観察すると、壁

の掘り方は不明瞭で判然とせず、その立上りは緩やかな傾斜を持ち外反する。壁の床際はやや丸みを帯び、

その断面はやや皿状を呈する。

周溝は断続する形で、 2条が検出されている。外刺の周溝は短い溝が繋がるように構築されており、内側

の周溝は外側のものに比べて割合丹念な構築となっている。周溝の断面はU字形を呈し、幅は不規則である

が概して狭い。その掘 り方は最も明瞭な北側で6.4cmを測り、北側から南側に至るにつれて浅くなる傾向が

窺える。外刺の周溝内には小孔が穿たれ、周溝底には凹凸が認められる。 2条検出された周溝は、構築され

ている位置等から、住居上の建替えによるものではなく内側のものは主柱穴を繋 ぐように構築されている点

から間仕切りに関わるものと考えられる。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P2、 P3、 P4、 P5、 P6、 P7の 7ヶ 所が該当するものと思われ、主柱穴配

列は不整形な7角 形となる。主柱穴には大きな重複は認められず単独である。主柱穴の位置は壁寄りの位置

よりやや内側に入った位置に構築されるが、 P3ヽ P4は他のものに比べてより壁際に構築される傾向が窺え

る。柱穴の掘 り方は直に近 くしっかりし、深さはP164.4cm、 P278.5cm、 P330.3cm、 P434.4cm、 P562.6cm、

P645,9cm、 P763.5c/mを 測り、平均すると約52.2cmであるが、 P3ヽ P4は平均値よりもかなり浅 く他の柱穴

とは相違が認められ、位置関係等を考慮すると入り口部に関わる柱穴と考えることができよう。また、奥壁

に位置するP7は その位置より棟軸に関わる柱穴である可能性が考えられる。柱構造とは直接関わりを持た

ないが、 P4の 上面に黒耀石の集積が検出された。この黒燿石集積は13個 (総重量162g、 平均重量約12.5

g)の割合粒揃いの素材粒より構成されている。検出状況より推定すると、住居址廃絶時に柱穴内に黒耀石

を詰め込んだ状況を想定できようか。同様な住居址柱穴内に黒燿石を集積した例は棚畑遺跡第108号住居l■

に認められる。

第43号住居l■内黒燿石集積

柱穴上に黒燿石の粒が13個詰め込んだような状態で検出された。

詰め込まれていた黒耀石は全て自然面を有しており、割合粒の揃っ

たものである。

直接ローム面を床とし、全面が硬化 し検出は容易であった。
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が良く堅緻で緻密であった。床面は炉址を中心として皿状に浅 く窪んでいる。

遺物の出土状況 本址の出土遺物の状況は吹上パターンを呈し、住居址内で最も大量の遺物が得られてい

る。土器片の量は32.465kg(口 径 19cm、 器高25cm、 重量1.25kgの 深鉢に換算して約26個休分)が検出されて

いる。その内訳は中期前半藤内 I式、藤内Ⅱ式であり、斜行沈線文系・平出 3A系・焼町系土器片を含む。

その他に黒曜石砕片・手」片等総数110(682.5g)で、その内訳は素材粒 9、 砕片29、 裂片20、 ピエス・エス

キーユ 12、 まJtt I類 4、 剰片H類 14、 手」片Ⅲ類20、 石鏃 2、 石鏃ブランク 2、 ドリル 2が、その他の石器で

は打製石斧 10、 横刃型石器 4、 凹石 I類 1、 石皿 1、 手J片 15が検出されている。本 l■は覆土内より得られた資

料や住居J■の状態よりみて中期前半藤内 I式期に帰属 しよう。

第44号住居址

第44号住居JjLと した遺構は、第43号住居」lLの精査の結果、第43号住居址の外側範囲であることが確認され

たために、欠番 とする。

第45号住居l■ (第49図 )

検出状況 本 l■はアー 1・ 2グ リッドで確認されたものである。住居址は台地南側斜面に占地し、約2/3

が調査区外となるが、調査区外は畑地造成の際に階段状の造成がなされ、旧状は遺存していない。本l■は他

の遺構に比べて、掘 り方が深かったために遺構確認段階においてその存在は明確であった。北西側に第 7号

地下式坑が、東側には第39号・第40号・第41号住居l■Lが隣接しているが、大きな他の遺構との重複は認めら

れない。

遺構の構造 約2/3が調査区外に位置していることより、本ljLの全容を把握することはできなかったが、

検出された北壁等から推定すると、やや南北方向に長い楕円形気味の不整形円形プランを想定することがで

きよう。

北壁は深く硬質ローム層を掘り込み、明確な壁を検出することができたが、地形の関係から南側に至るに

つれて、壁が低 くなる傾向が見られた。最も明瞭な掘り方を持つ北側奥壁で27.3cmを 測り、その掘り方はし

っかりとし、直線上に外斜し立ち上がるが、床と接する部分はやや九みを帯びる傾向が認められた。

周溝は北奥壁側に貧弱なものが 1条検出された。周溝の掘り方は貧弱で、周溝の断面は不明瞭なU字形を

呈し、幅は不規則である。周溝は深 くなく最も明確な部分である北側で5.3cmを測る。また、この周溝に連

なるように小孔が 4ヶ所検出された。

明確な主柱穴は検出されてはいないが、径が20cm～ 30伽前後で深さが20cm～ 30cmの坑が、壁よりやや内側

に入った位置に検出され、位置関係から考えるとこれらの坑が主柱穴に関わるものであろうか。

硬質ローム面を直接床とし、そのために全面が堅緻であるが、部分的に硬質ローム層内に含まれている軽

石が露出して凹凸を呈している範囲もあり、南側に向かい緩やかな傾斜を有する。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は少量である。上器片の総量は0.5kgが検出されている。その内訳

は中期前半新道式、藤内 I式が検出されている。その他に黒曜石砕片 。子J片等総数 7(16.5g)で、その内

訳は裂片 1、 崇J片Ⅲ類 6が、その他の石器では手J片 1が検出されている。本址は覆土内より得られた資料や

住居址の状態よりみて中期前半新道式期から藤内 I式期に帰属するものと考えられる。

第46号住居l■ (第49図 )

検出状況 本址はA-1グ リッドに焼土範囲が検出され、この焼上を囲むように柱穴が検出されたとによ

り確認されていたものである。住居址の上面は耕作等により削平を受け、壁等を検出することはできなかっ

た。また、本址の西側は農道により開削され、南側に第 7号地下式坑が重複しているために、住居址の全容
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を把握することはできなかった。

遺構の構造 本IIに伴うと思われる掘り方等が検出されなかったために、平面プラン等については不明で

ある。検出された主柱穴配列を考慮すると、円形プランを基本とするものと考えることができようか。

住居llL上面が耕作等により削平され、壁や周溝を検出することはできなかった。

主柱穴は配列や深さよりPl、 Pit317、 P2の 3ヶ 所が検出された。

柱穴の掘 り方は割合明確で、径は45cm前後でしっかりした掘り方を有し、深さはP158.9cm、 Pit317 44.6cm、

P245cmを 預Jる。

炉石が抜き取られた炉址が主柱穴に囲まれた範囲のほぼ中央部に検出された。焼土範囲は64cm× 71cmの不

整形で、厚さは 6 cmを 測る。この焼上を囲むように1.33m× 1.64mの規模を持つ不整形な掘り方が検出され

ているが、この掘り方が炉址の掘り方となるものであろうか。石囲いは検出されてはいないが、炉石に関わ

ったと考えられるような、径が15cm大の安山岩礫が 2点掘り方脇と内部に検出された。

遺物の出上状況 本址よりの出土遺物は少量である。上器片の総量は0.03kgが検出されている。その内訳

は中期前半井戸尻式が検出されている。本l■Lは出上した上器よりみて中期前半井戸尻式期に帰属するものと

考えられる。

第47号住居址 (第53図 )

検出状況 本址は調査区のB-1・ 2グ リッドで確認されたものである。このグリット周辺は遺構の重複

が著しい地域であり、住居l■の全容の把握には困難を極めたが、北側に明瞭な周溝が 2条検出されたことに

より、住居j■の構造を把握することができた。東側に第43号住居l■、住居址内部には第222号・第223号 。第

230号 。第234号 。第236号 。第237号・第242号土坑が重複している。

重複関係は本址の周溝が第43号住居址の壁を切って構築されていること、また、住居址内に構築された土坑

の大半はロームブロックによる埋め戻しが認められたことより、旧 土坑群 。第43号住居址→新 第47号住居

址と↓巴握することができよう。

遺構の構造 平面形プランは主柱穴配列や北・西・東側の周溝よりやや不整形の円形プランを想定するこ

とができる。規模は不明な部分もあるが、主注穴配列より見て、東西5.53m、 南北5.27mの規模を想定でき

る。Pit234、 P8方向に長軸を持ち、この軸線上に炉が構築されていることより、この線が主軸と考えられ

主軸方向はN-3° 一Wを示す。

住居l■は台地の平坦な部分に構築されてはいるが、周辺は他の遺構との著しい重複関係を有していた′くよ

り、掘り方を検出することはできなかった。

周溝は北側範囲に 2条が構築されているが、他の部分は他の遺構との重複等により検出することはできな

かった。周溝は短い溝が繁がるように構築され、断面はU字形を呈し、幅は不規則であるがその掘り方は丹

念で、最も深い北外側で24.3cmを 測る。内側の周溝は外側のものに比べ浅い傾向が窺える。周溝底には凹凸

が認められる。内側周溝内には埋め戻しによると思われる責褐色上が充満し、住居址が拡張されたことが窺

えた。内側周溝内より中期前半井戸尻式上器片が検出されている。

主柱穴は購 やヽ深さよりPl(P2)、 Pit303、 Pit234(P3)ヽ Pit320(P4)、 P6(P5)、 P8(P7)の 6ヶ 所が

該当するものと思われ、これらの柱穴の配列より6本柱構造を想定できる。大きな重複を示しているものは

見られないが、Pit303の部分を除き、柱の建答えによる柱穴の移動が見られた。柱穴は外側に拡張された状

態で、位置関係よりP2→ Pl、 P3→ Pit234、 P4→ Pit320、 P5→ P6ヽ P7→ P8と 移動が行われたものであろ

う。柱穴の掘 り方はしっかりし、深さはP163.4cm o P249.7cm、 Pit303 38.7cm、 Pit234 52.3cm・ P346.lcm、
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第53図 第47号住居址 (1/60)

Pit320 40.5cm・ P446.2cm、  P s61.4cm o P 643cm、 P844.3cm o P744.7cmを 測る。

炉l■Lは第236号土坑の南側に炉休土器とそれに伴う掘 り方が検出された。この位置は住居址の中央部より

やや北側奥壁に寄った場所である。炉址と第236号土坑との重複関係は土坑がロームブロックにより埋め戻

されていた点や、上坑覆土上部に焼土粒子が検出されたことより、土坑が埋め戻された後に炉上が構築され

たことが確認できた。炉址の掘り方は径39cmの不整円形で、この掘り方の南端に炉体土器を正位に埋設して

いる。炉体土器は中期後半曽利 I式深鉢】同部を用いている。炉休土器内には焼土は検出されなかったが、掘

り方南側に15cln× 29cmの範囲で焼上が検出されている。石囲い等は住居l■上面が削平されていたためか検出

できなかったが、他の住居l■などの例によると、お花形の石囲い炉の構造となろうか。

直接ローム面を床としているために検出は容易であったが、上面を削平を受けているためか硬化した面等

は検出することはできなかった。炉址の南側は地形の関係からか若千低 く傾斜し、この部分は他の範囲より

も軟弱な傾向を示した。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は遺構の著しい重複状況を反映してか、その量は少量で、土器片の
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総量で0.21kgが検出されている。その内訳は中期前半井戸尻式、後半曽利 I式であった。その他に黒曜石砕

片・崇U片等総数 2(16g)、 その内訳は砕片 2だけであった。本址は炉休土器よりみて中期後半曽利 I式期

に帰属しよう。

第48号住居址 (第54図 )

検出状況 本l■は調査区のJ-7グ リッドで確認されたものである。本址は台地中央部より北側に寄った

斜面部に構築され、畑地造成の際に西側約2/3が削り採られ、東側の一部が検出できただけである。

遺構の構造 検出できた東側範囲や主柱穴配列、炉l■よりやや不整形の円形プランを想定することができ

る。規模は大半が削り採られているために不明であるが、主柱穴配列より推定すると、東西方向にややつぶ

れた直径が4.lm大の規模を想定できる。

本lJLは台地頂部に位置しているために、全面が耕作による攪乱が至っており、掘り方を検出することはで

きず、遺構の大半は削平のために遺存状態は極めて悪い状態であった。

周溝は東・南側範囲に変則的な形で 2条が検出された。周溝は短い溝が緊がるように構築され、断面は幅

広のU字形を呈し、その掘り方は不規則であるが、割合深く最も深い南夕躁Jで■ ,7cmを測る。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P2の 2ヶ所が該当するものと思われ、これらの柱穴の酉Vけ より4本柱構造

を想定できる。柱穴の掘り方はしっかりし、深さは P138.2cm、 P234.5cmを 測る。

主柱穴に囲まれた位置に炉址と思われる焼土範囲が検出された。焼土範囲は31cm× 41cm、 厚さ6.5clnを測

⑤03

◎ P2

03
第50号住居l■

◎
P4

第48号住層 II・ 第50号住居址 。第53号住居址

0                         2m

(1/60)

◎
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上面が削平を受けているために、石囲いや掘 り方等を検出することはできなかった。

直接ローム面を床 としているために検出は容易であったが、上面を削平を受けているためか硬化した面等

は検出することはできなかった。炉址の西側は地形の関係からか若干低 く傾斜している◎

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は中期後半の上器片を中心に総量は5.98kgが検出されている。その

内訳は中期後半曽利 H式 (縄文系が主体 をなす)である。その他に黒曜石砕片 。手J片等総数 8(70g)、 そ

の内訳は砕片 3、 ピエス・エスキーユ 2、 劉片 I類 1、 剖片Ш類 2が検出されている。本址は炉 l■L周辺より

得 られた資料や住居址の重複より中期後半曽利 H式式期に帰属しよう。

C934.837

B934637

第55図 第49号住居址 (1/60)

第51号住居址

I⑬
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第49号住居址 (第55図・図版16)

検出状況 本上は調査区のK-6、 T-6グ リッドで確認されたもので、住居l■は台地の最も平lHな面か

ら緩やかに西側に傾斜する部分に占地する。東側に第51号住居址が西側に第52号住居址が重複する。東側は

第51号住居 l■Lを切 り、西側は第52号住居址により切られているが、ほぼ住居l■全体の範囲を把握することが

できた。

遺構の構造 平面形プランは東―西方向につぶれる不整円形を基本とするが、南辺が北辺に比較してやや

外反し突出する。この方向を入り口部とすると明瞭ではないが入り口部が張出すプランとなる。規模は長軸

5.83m× 短軸4.77m北―南方向に長軸を持つ縦長のやや歪んだ不整円形プランを呈する。南側辺中央張出し

部と奥壁中央を通す線上に炉が構築され、この線が主軸と考えられ、主軸方向はN-1.3° 一Eを示す。

住居lI西側は地形が西側に傾斜する関係から壁の立上りは不明瞭であり、第52号住居l■に切られているこ

ともあり、確認することはできなかったが、割合明瞭に検出された東側壁を観察すると、掘り方はしっかり

し直線状に立ち上がる傾向が窺える。最も高い部分である東側で40c/mを 測り、地形の関係から東壁部分が最

も高くしっかりした壁体構造を有する。

周溝は調査区外に位置する西側を除き、壁際に全周する形で巡っている。南・南東側は周溝が壁際に 2条

構築され、内側の周溝は短い溝が繋がるように構築されている。周溝の断面はU字形を呈し、幅は不規則で、

北側が最も幅広く、東壁下に構築されているものが最も丹念な構築法を採る。その掘り方は北側15.7cm、 東

側19.3cmを測り、東側から南側に至るにつれて浅くなる傾向が窺えた。

主柱穴は配列や深さよりPl、 P2、 P3、 P4ヽ P5ヽ P6の 6ヶ所が該当するものと思われる。 Pl、 P3、

P4、 P6に は重複が認められる。柱穴の土層観察よりPlは西側から東側に、P3は北側から南側、P4は東側

から西側に移動し建替えが行われていることが把握でき、同心円状の拡張が行われたことが窺えた。柱穴の

J邑 リラ

'は
しつか り しヤて強酎こiLく 、 沸毛さイよP142.5cm、  P263.7cm、  P340cm、  P451.4cm、  P551.3cm、  P6

70.1伽である。主柱穴の内側に炉址を囲むよう主柱穴よりも径が小さく、深さが17cm～ 50cm前後の柱穴がほ

ぼ環状に 1周巡っていた。位置関係より内帯区画や主柱穴の補助穴とも考えられる。南側の入り田部には柱

穴ではないがロームブロックにより埋め戻しのなされた袋状土坑が検出された。土坑上には貼り床がなされ

径15cm大の安山岩礫が 5個検出されている。土坑内部から中期後半曽利H式上器片が検出されていることよ

り、本llLに伴うものと考えられ、入り田部の施設とすれば興味深いものがある。

第49号住居址炉 均と

1 黒褐色■― ソフ トで粘性をもち内部に l mm大 のローム粒子、
焼土粒子を若干含有。

2 黒褐色上-1層 よりも絲まりが良 くコーム粒子、焼土粒子 1
-3m¬大を多く含有。

第56図 第49号住居址炉址 (1/40)
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石囲いのほぼ完存する炉址が住居址中央よりやや北側奥壁に寄った位置に検出された。この炉址は第25号

住居址のものと同様な構造を呈する。炉址の掘り方は1.21m× o.85mのやや胴張りの隅丸不整長方形を呈し、

2段構造等の掘り方はなされてはいないが、全ての掘り方辺に炉石を据えるために掘られたと思われる溝状

の掘り方が連結して検出された。石囲いは掘 り方の縁辺に沿うように北西側を除き、他の部分は隙間がない

ように据えられている。炉石に用いられている石は長方形の形状を呈する板状の安山岩礫で、これを分割し

用いている。南辺に 2個・東辺に 4 TEl・ 西辺に 3個以上・北辺に 1個以上、炉石長手部を直に立てるように

据えている。北東 。南西隅の炉石の間には10cm前後の小礫が詰め込まれ炉石を固定している。炉JI構築は丹

念で、長方形石囲い炉の典型といえる。炉底は小さな凹凸を有し、42伽 ×61cmの範囲に厚さ 7 cmの焼上が検

出された。炉址の南側には旧炉址に関わる掘り方が重複する。この掘り方はロームブロックや焼土粒等を含

む責褐色土で埋め戻されていた。住居l■の拡張に伴って北側に炉llLがスライドされたものであろう。

直接ローム面を床としているために検出は容易であり、ガヽさな凹凸を有するものの全体的に堅緻で緻密で

あったが、西側は地形の関係より床面の硬化した範囲が流出し、軟弱な傾向を示した。

覆土は漆黒色上の単一層で、この上層内に吹上パターンの状態で土器が検出されている。遺物は北東壁際

から炉址に向かって廃棄されたような状態で検出されている。上器は完形のものは含まず、約1/3遺存の個

体を6個休以上が廃棄され、その内容は中期後半唐草文系が主体となり曽利H式が従属する。黒燿石手U片等

の出土も多く、入り口部を中心とした範囲よりかなりの量がまとまって検出されている。

遺物の出土状況 本址よりの出土遺物は覆土より上器片27.0635kg(口 径19cm、 器高25cm、 重量1.25kgの 深
鉢に換算して約22個休分)が検出されその量は多い。その他に黒曜石砕片・争J片 184(424.5g)、 内訳は砕

片23、 裂片33、 ピエス・エスキーユ10、 子」片 I類 18、 崇Jtt H類 32、 系UttШ類64、 石鏃 3、 スクレイパー 1、

打製石斧 4、 磨製石斧 1、 石匙 1、 横刃型石器 1、 礫器 I類 1、 凹石 I類 2、 素J片 2、 石棒 1、 軽石製品 1

が検出されている。本址の覆土内からは若千曽利Ⅲ式の資料が得られているが、これらの資料は床面より浮

いた上層内の資料で、炉l■内より得られた唐草文系土器や住居l■の状態よりみて中期後半曽利H式期に帰届

しよう。

第50号住居址 (第54図 )

検出状況 本lLは調査区のK-6・ 7グ リッドで確認されたものである。住居J■Lは台地の西側斜面部に占
地し、北側に第258号土坑が重複し、土坑を切るように本址の主柱穴が構築されていることより、本址が上

坑よりも新しいことが把握できた。全体が耕作により削平され平面プランを把握することはできなかったが、

検出された柱穴、炉址より住居址であることが確認できた。

遺構の構造 全体が耕作により削平されているために平面形プランを把握することはできなかったが、主
柱穴配列より考えると円形プランを呈するものと考えられる。

住居址上面全体が、肖」平を受け壁や周溝は遺存しておらず不明である。

配列や深さより主柱穴と思われるPl、 P2、 P3ヽ P4、 P5の 5ヶ所が検出されているが、柱穴配列等から

考えると第258号土坑と重複する位置に柱穴があったものと思われ、 6本柱構造を想定できよう。柱穴の掘

り方はしっか りしてお り径は50cm前 後である。主柱穴の深さは P138.4cm、 P250.7cm、 P344.5cm、 P4

40.4cm、 P517.6cmあ る。地形に沿って削平されているためか西側辺の柱穴が浅い。

主柱穴に囲まれた範囲中央部よりやや北西に寄った位置に、53釦 ×59cmの範囲で焼上が検出された。この

部分が炉l■であると思われ、これは削平を受けたために炉底が辛うじて残った結果であろう。

床面全体は耕作による削平を受け、硬化した面などは検出されなかった。
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遺物の出土状況 時期不明の上器片が0.02kg検出されているだけである。本址の時期を決定付ける資料は

得られてはいないが、主柱穴配列等の構造よりみて中期前半に帰属しよう。

第51号住居址 (第55図 )

検出状況 本l■は調査区のJ-6・ 7、 K-6・ 7グ リッドで確認されていたものである。住居址は台地
の西側斜面部に占地し、西側を第49号住居址に切られ、南側に土坑と重複している。土坑上面に本址の貼り

床らしい部分が検出できたために新旧関係を把握できた。約2/3が第49号住居l■により切られているために、

平面プランを把握することはできなかったが、検出された東壁より住居llLであることが確認できた。

遺構の構造 第49号仁屋 l■により切られ、遺存している部分が全体の約1/3程度であるために、平面形プ

ランを把握することはできなかったが、検出された東壁より不整円形プランを呈するものと考えられる。

遺存していた東壁を観察すると、高さは25cmを測りその掘り方は直線的で外傾する。

本l■Lか らは柱穴・周溝や炉址は検出されてはいない。

床面は割合堅緻であるが、西側に傾斜する。

遺物の出土状況 第49号住居上の出土遺物に混入して若子の資料が得られている。本」lLは覆土中より若千

検出された土器片より中期前半藤内 I式期に帰属しよう。

第52号住居址 (第55図 )

検出状況 本llLは調査区のK-5・ 6グ リッドで確認されたものである。本址は第49号住居址の精査に伴
って検出されたもので、その大半を調査区外とするために住居l■の全容を把握することはできなかった。

遺構の構造 全体の約3/4が調査区外となり、平面プランや構造等の詳細を把握することができなかった。

検出された東壁は不明瞭で最も高い部分で12伽を測る。壁の掘り方は簡易で凹凸を有し、床際はやや丸み

を帯びる。周溝は遺存しておらず不明である。

配列や深さより主柱穴と思われるものが南側隅に検出されている。深さは41.5cmを 測り割合深い。

床面全体は軟弱で小さな凹凸を有し、西側に傾斜する。

遺物の出土状況 本址より得られている土器片は少量で、その量は0.lkgである。時期を決定付けるよう
な資料は得られてはいないが、重複関係より第49号住居址よりも新しいことが判明し、中期後半曽利H式期

以降に帰属しようか。

第53号住居址 (第54図 )

検出状況 本址の検出されたA-7グ リッド周辺は畑地造成による削平が著しい部分で、また、南側を近

代の水道管により椅乱されているために、その全容を把握することはできなかったが、炉址と思われる焼土

範囲や主柱穴によりその概要を窺うことができた。

遺構の構造 本l■の約半分は調査区外に位置してる。検出できた主柱穴配列より平面プランを想定すると、

不「_k形の隅丸方形プランを想定できそうである。

全面が削平を受けているために壁や周溝は検出されてはいない。

配列や深さより主柱穴と思われるPl、 P2、 P3の 3ヶ 所が検出されているが、柱穴配列等から考えると南

側に柱穴があったものと思われ、 4本柱構造を想定できよう。柱穴の掘 り方はしっかりしており径は50cm前

後である。主柱穴の深さは P152.lcm、 P218.5cm、 P338.6cHlを 測る。地形に沿って西側辺の柱穴が浅い。

炉址と思われる焼土範囲が、主柱穴に囲まれた範囲の中央よりやや北東寄 りに検出されている。

遺物の出土状況 本址の時期を決定できるような資料は得られてはいないが、主注穴構造等より中期後半

曽利式期帰属できようか。
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2.円 形柱穴列
竪穴状とならず、柱穴が 6角形等に配列される遺構が 4基検出されている。柱穴配列の構造は削平を受け

た竪穴住居址と同様な様相を呈するが、柱穴に囲まれた範囲内に炉l■Lと思われる焼土範囲が検出できなかっ

た点に相違が見られる。本遺構群が分本している範囲と、削平を受けた竪穴住居址の分布範囲は類似する傾

向にあり、これらの点や柱穴酉HLTUに 類似性が認められる点などを考慮すると、円形柱穴列とした群は竪穴住

居址の掘 り方の削平を受けたものの可能性が高い。

第 1号円形柱穴列 (第 57図 )

検出状況 本l■は調査区のB-15。 16、 C-16グ リッドで確認されたものである。本l■Lは台地の南側斜面
部に占地し、西側に第 2号住居l■、東側に第 5号住居l■が隣接する。

遺構の構造 本 l」_は Pl、 P2、 P3'P4、 P5、 P6、 P7の柱穴より構成され、これらの柱穴を結んだ平面
プランは 6角形を呈する。規模は東西方向4.2m、 南北方向4.lmの ほぼ円に近い形を呈している。 P2と P6

の配列がセンターより西側に寄る点より、柱穴配列は変形した 6角形を呈する。

配列や深さより主柱穴と思われるPl、 P2、 P4(P3)、 P5、 P6、 P7の 6本が検出されている。柱穴の掘

り方はしっか りし径は35cm～ 40cm前後である。 P4、 P3以外には重複は認められなかった。 P4、 P3の場合

土層状態よりP3が P4に スライドして移動して建替えられたことが確認された。主柱穴の深さはP131.9cln、

P229.4cm、 P449.lcm(P321.lcm)、 P532.5cm、 P627.8cm、 P721.2cmであり、平均すると30.4cmで深さに

はばらつきがある。柱が立てられていたと思われる痕跡がP4に 認められた。掘 り方ほぼ中央部に黒色上が

垂直層となる部分が認められた。この上層を柱の痕跡と仮定すると、柱の径は15cm前後のものとなる。 P4

以外ではこのような土層堆積を観察することはできなかった。

主柱穴に圏まれた範囲中央部には加熱を受け硬化した面や、焼上、掘り方等は検出されてはいない。

床面全体は耕作による削平を受け、硬化した面などは検出されなかった。
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第57図 第 1号円形柱穴列 (1/60)
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遺物の出土状況 本 l■よりの検出遺物はない。

第 2号円形柱穴列 (第58図 )

検出状況 本址は調査区のD-13、 E-12・ 13グ リッドで確認されたものである。本址は台地のほぼ中央

部に占地し、北西側に第 4号住居llLが隣接する。

遺構の構造 本 llLは Pit l、 Pit 5、 Pit 2、 Pit 3、 Pit 6、 Pit 4の柱穴より構成され、これらの柱穴を結

んだ平面プランは 6角形を呈しているが、検出された円形柱穴列の内では最 も整った形を呈する。規模は東

西方向4.4m、 南北方向4.5mの ほぼ円に近い形を呈している。Pit l、 Pit 5間が他の部分に比べて近接する

ことより、柱穴配列は変形した 6角 形を呈する。

配列や深さより主柱穴と思われるPit l、 Pit 5、 Pit 2、 Pit 3、 Pit 6、 Pit 4の 6本が検出されている。

柱穴の掘 り方はしっか りしてお り径は50 前後である。Pit 3に は建替えによると思われる重複が見られ、

土層状態から内側から外側ヘスライ ドして移動が行われたことが窺えた。主注穴の深さはPit1 58.9cm、

Pit 5 52.8cm、 Pit 2 49.lcm、 Pit3 57.7cm(42cm)、 Pit6 49.5cm、 Pit 4 52cmであり、平均すると53.3cm

を測 り、今回検出された円形柱穴列内で最も深い。柱が立てられていたと思われる痕跡がPit l、 Pit 4に 認

め られた。掘 り方ほぼ中央部に黒褐色土・黒色上が垂直層となる部分が認められた。この上層を柱の痕跡と

仮定すると、柱の径は10cm～ 15cm前後のものとなる。Pit l、 Pit 4共に柱を埋め戻すようにローム粒子を割

合多く含む明褐色土や茶褐色土が用いられている。

主柱穴に囲まれた範囲中央部には加熱を受け硬化した面や、焼土は検出されてはいないが、Pit 2の東側
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にPit 7が検出され、この柱穴の構築法等や位置関係より本址に伴う可能′14が高い。

床面全体は耕作による削平を受け、硬化した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 本l■を構成するPit lよ り時期は不明であるが、縄文時代土器片が 5点検出されている。

A938.45

Ｐｉｔ・６◎

Pit9

止曲 H・1◎
主乾

B93845

第59図 第 3号円形柱穴列 (1/60)

第 3号円形柱穴列 (第59図 )

検出状況 本址は調査区の C-12グ リッド周辺に、柱穴状の坑が密集することより何らかの遺構の存在が

予測されたもので、構造等の状況より円形柱穴列の範疇に帰属させた。本 l■は台地の南斜面肩部に占地し、

西側に第 7号住居址が、北東側に第 3号住居址が隣接する。

遺構の構造 本址は他の円形柱穴列のように整然とした柱穴配列を有さず、雑然とした状態で柱穴状の坑

が 8ヶ 所 (Pit12、 Pit13、 Pit14、 Pit17、 Pit16、 Pit15、 Pit10、 Pit 9)が検出されたが、これらは一定の

形で有機的に結び付けることができず、敢えて結び付けるならばPit12、 Pit14、 Pit17、 Pit15が他のものよ

りも整然と並び、深さもあることより取敢えずこれらの柱穴を本址の構成柱穴と取 り扱った。これらの柱穴

を結んだ平面プランは 4角形を呈 している。規模は東西方向2.3m、 南北方向2.8mの 長方形を呈している。

Pit17、 Pit14間が他の部分に比べて近接することより、柱穴配列は変形した 4角形を呈する。

柱穴の掘 り方はしっか りしているが、径は35cm前後であり、割合小型の柱穴により構成される。主柱穴の

深さイよPit12 28.9cm、 Pit14 35cm、 Pit17 44.lcm、 Pit15 35.2c� で、平均すると35.8cmを 測る。

主柱穴に囲まれた範囲中央部には加熱を受け硬化した面や、焼土は検出されてはいない。

床面全体は耕作による削平を受け、硬化 した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 本lr_よ りの検出遺物はない。

第 4号円形柱穴列 (第60図 )

検出状況 本址は調査区のD-11・ 12、 E-11・ 12グ リッドで確認されたものである。本址は台地のほぼ

中央部に占地し、南西側に第 8号住居址、北東側に第 4号住居 l」_、 第 2号円形柱穴列が隣接する。

遺構の構造 本址はPit26、 Pit24、 Pit25、 Pit29、 Pit30、 Pit31、 Pit28、 Pit27の 柱穴より構成され、こ

れらの柱穴を結んだ平面プランは 8角形を呈している。規模は東西方向5.2m、 南北方向4.9mの ほぼ円に近

い形を呈 している。Pit29、 Pit30、 Pit31間 が他の部分に比べて近接することより、柱穴配列は変形した 8

角形を呈する。

配列や深さより主注穴 と思われるPit26、 Pit24、 Pit25、 Pit29、 Pit30、 Pit31、 Pit28、 Pit27の 8本が検
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第60図 第4号円形柱穴列 (1/60)

出されている。柱穴の掘 り方はしっか りし径は60clll前後である。主柱穴の深さはPit26 60.4cIII、 Pit24

36.6cm、  Pit25 69.5cm、  Pit29 28.7cm、 Pit30 31.2cln、  Pit31 38.3oln、  Pit28 47cm、  Pit27 49.3clnで あ り、

平均すると45.lcIIlを測る。

主柱穴に囲まれた範囲中央部には加熱を受け硬化した面や、焼土は検出されてはいない。

床面全体は耕作による削平を受け、硬化した面などは検出されなかった。

遺物の出土状況 本址を構成する柱穴より割合多くの上器片が得られている。Pit24よ り時期不明 3、 Pit
25よ り中期前半井戸尻Ш式 2、 Pit26よ り井戸尻Ⅲ式 1、 曽利 I式 1、 不明 3が、Pit27よ り井戸尻III式 13、

不明 3が検出されている。これらの資料より本l■は中期前半井戸尻Ⅲ式期から中期後半曽利 I式期に帰属す

るものと考えられる。
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3.方 形柱穴列

今回の調査により約260ヶ所にも及ぶ土坑が検出されている。これらの上坑内で有機的に結び付き、一定

の本数により方形に囲む、巨大な柱穴の列より構成される遺構が 4基検出されている。方形柱穴列を構成す

る柱穴は、竪穴住居址等の柱穴とはその規模に相違が認められる。一見土坑との識別が難しいために、遺構

検出時においては単独の上坑と取 り扱ったものが、最終的に方形柱穴列を構成する坑 となっているものが大

半を占める。

第 1号方形柱穴列 (第61図・図版20)

検出状況 本jlLは調査区F-9グ リッドで確認されたものである。東から西に向かい緩やかに傾斜する尾

根状台地が撥状に平坦に広がる部分の接点に占地 し、西側に第10号 。第11号住居址 と南西側を第113号土坑

と重複する。第11号住居l■の東壁を精査の際に、列をなす土坑の存在が確認され、方形柱穴列の可能性が高

かったが、第10号住居址 と重複する部分に柱穴が欠落していたことより、方形柱穴列 として認定するのに躊

躇 したが、第10号住居址床面に貼られて上坑が検出されたことより、本址の規模・構造が明確 となった。

遺構の構造 本 l■は南北方向に長軸を持つ長方形の平面プランを呈している。長辺である東辺は6.81m、

西辺6.82mを測 り、ほとんど誤差がない。短辺の北辺は2.42m、 南辺は2.45mと 短辺もほとんど誤差がなく、

平面形は歪みのない整った形を呈している。短辺 と長辺の比率は 1:2.8で、細長い長方形プランとなって

いる。

本址は第118号 。第151号・第109号 。第112号 。第152号・第129号土坑の 6ヶ所より構成される。土坑の深

さは第■8号土坑79伽、第151号土坑95.5cm、 第109号土坑56.5cm、 第■2号土坑57.2cm、 第152号土坑42.8cm、

第129号土坑73cmを 測 り、平均すると67.3cmと 割合深いが、平均値 と各土坑の深さを比較 して見ると、北側

に位置するものが概 して平均より深 く、南側のものが浅い傾向が窺える。土坑の径は70cm～ 80c714前後で、掘

り方は直に近い立上 りを持ち、坑底は水平に近い。土坑には建替え等による重複は検出されてはいない。土

坑の配列は第151号土坑 と対辺の第152号土坑の並びに若子の相違があるだけで、割合整然とした配列となっ

ている。土坑の上層状況はロームブロック等を含む責褐色土等により埋め戻されているものが大半を占め、

第151号土坑のように柱痕 と思われる褐色上の垂直層が認められるものもある。

柱穴列に囲まれた範囲からは焼上、硬化 した面等の検出はなく、遺物の出土状態等に特殊な状況を見出す

ことはできなかった。

遺物の出土状況 本址を構成する第118号土坑の覆土内より中期後半曽利 I式上器片 2が出上しているが、

的確に本址の時期を示 してはいない。重複する第10号 。第11号住居 l■等との重複関係より考えると、中期後

半曽利III式期以前に帰属するものと考えられる。

第 2号方形柱穴列 (第62図・図版20)

検出状況 本址は調査区G-6グ リッドで確認されたものである。東から西に向かい緩やかに傾斜する割

合平坦な台地中央部に占地し、周辺には数多くの上坑やピット状の坑が密集して検出されている。遺構検出

時においては配列を明確に把握できなかったが、精査に伴い密集する坑の中に一定の規模を持ち、配列を有

する坑が見られ、本址の存在が明確 となった。

遺構の構造  本 l■は南北方向に長軸を持つ長方形の平面プランを呈している。長辺である東辺は5,03m、

西辺4.9mを 測 り、西辺が13cm程短いが、大 きな誤差はない。短辺の北辺は2.15m、 南辺は1.96mで短辺も

ほとんど誤差がなく、平面形は歪みのない整った形を呈している。短辺と長辺の比率は 1:2.4で、細長い

長方形プランとなり、規模や平面プランは第 1号方形柱穴列 と類似する。
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第62図 第 2号方形柱穴列 (1/60)

本址はPit130・ Pit94・ Pit158・ Pit162・ Pit192・ Pit148の 6ヶ所より構成される。本llLを構成する坑をピ

ットとして取 り扱ったのは、周辺に位置するピットと平面規模に相違が見られなかったことに起因しいる。

ピ ッ ト の深 さ
`よ

Pit130 93.3cm・ Pit94 73.9cm o Pit158 71.6cm o Pit162 58.3cm・ Pit192 60.9cm o Pit148

39.6cmを 測 り、平均すると66.3cmと割合深いが、平均値 と各土坑の深さを比較して見ると、東辺に位置する

ものが概 して平均より深 く、西辺のものが浅い傾向が窺え各ピットの深さにばらつきがある。土坑の径は

60cm～ 70伽前後で、掘 り方は直に近い立上りを持ち、坑底は水平に近い。上坑には建替え等による重複は検

出されてはいない。ピットの配列はPit94と 対辺のPit192の並びに相違があるだけで、割合整然とした配列

となり、特に四隅に位置するピットの配列は整然としている。ピットの上層状況はロームブロック等を含む

黄褐色土等により埋め戻されているものもあるが、Pit130の ように単一層のものもある。Pit94の ように柱

痕と思われる黒褐色上の垂直層が認められ、この層を囲むように埋め戻されたようなロームブロックを大量

G934937  G′
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に含有する責褐色土が埋め込まれている。

注穴列に囲まれた範囲からは焼上、硬化した面等の検出はなく、遺物の出土状態等に特殊な状況を見出す

ことはできなかった。

遺物の出上状況 本J■を構成するピット内より遺物の出土はなく、本l■の時期は不詳である。

第 3号方形柱穴列 (第63図・図版20)

検出状況 本址は調査区E-6・ F-6グ リッドで確認されたものである。東から西に向かい緩やかに傾
斜する割合平坦な台地中央部に占地し、周辺には数多くの土坑やピット状の坑が密集し、東側に第17号住居

と重複する。第17号住居址西側を精査の際に、列をなす土坑の存在が確認され方形柱穴列として把握された。

遺構の構造 本址は南北方向に長軸を持つ長方形の平面プランを呈している。長辺である東辺は5。 96m、

西辺5.04mを 測り、西辺が92cm程短い。短辺の北辺は3.49m、 商辺は3.14mと 短辺も35cmの誤差がある。そ

のために平面形には歪みが生じ、土坑の配列は長方形を呈するが、詳細に計測すると梯形に近い平面形を呈

QI
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第63図 第 3号方形柱穴列 (1/60)
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する。短辺と長辺の比率は 1:1,7で、方形に近い平面プランとなっている。柱穴に囲まれている範囲の面

積は約18.2m2を 測る。

本址は第168号 。第173号・第172号・第171号・第170号・第164号土坑の 6ヶ 所より構成される。土坑の深

さは第168号土坑42.lcm、 第173号土坑63.8cm、 第172号土坑108.5cm、 第171号土坑58.6cm、 第170号土坑36cm、

第164号土坑114.lcmを 測り、平均すると70.5cmと 割合深いが、平均値と各土坑の深さを比較すると、最大値

と最小値の幅が大きく、各土坑によるばらつきが著しい。なお、北東隅と南西隅に位置するものが慨して平

均より深い傾向が窺える。土坑の径は70cm～ 100cm前後で、掘 り方は直に近い立上りを持ち、坑底は水平に

近い。土坑には建替え等による重複は検出されてはいない。土坑の上層状況はロームブロック等を含む責褐

色土等により埋め戻されているものが大半を占め、第171号 。第164号土坑のように柱痕と思われる黒褐色土

の垂直層が認められるものもある。

柱穴列に囲まれた範囲からは焼土、硬化した面等の検出はなく、遺物の出土状態等に特殊な状況を見出す

ことはできなかった。

遺物の出土状況 本址 を構成する第164号・第172号・第173号土坑の覆土内より中期土器片が出上してい

るが、的確に本l■の時期を示してはいない。第17号住居址を本址が切って構築されている点を考慮すると、

本J■は中期後半曽利Ⅳ式期以降に帰属するものと考えられる。

第 4号方形柱穴列 (第64図・図版20)

検出状況 本址は調査区C-7、 D-7、 E-7グ リッドで確認されたものである。東から西に向かい緩

やかに傾斜する割合平坦な台地中央部から南側に架けて占地し、周辺には数多くの土坑やピット状の坑が密

集し、南西側に第18号住居が隣接する。本址周辺は畑地造成の際に削平を受けており、ハー ドローム層が露

出している状況であった。そのような状況にあったために遺構検出時から土坑の配列が認められ、本l■の存

在は明確であったが、南西隅の上坑が他の上坑と重複するためにこの部分だけが不明であった。

遺構の構造 本址は南北方向に長軸を持つ長方形の平面プランを呈している。長辺である東辺は5.48m、

西辺2.61mを測り、西辺が37cm程短い。短辺の北辺は1.95m、 南辺は1.96mと 短辺には大きな誤差がない。

長辺に誤差があるために平面形には歪みが生じ、土坑の配列は長方形を呈するが、詳細に計測すると梯形に

近い平面形を呈する。短辺と長辺の比率は 1:2.7で、細長い長方形プランとなっている。柱穴に囲まれて

いる範囲の面積は約10.35m2を 測る。

本l■は第184号 。第185号・第192号 。第190号・第217号 。第183号土坑の 6ヶ 所より構成される。土坑の深

さは第184号土坑 68.9cm、 第185号 土坑 70.8cm、 第192号 土坑 81.9cm、 第190号土坑 72.6cm、 第217号土坑

77.7cm、 第183号土坑66.5cmを 測り、平均すると73.lcmと 割合深 く平均値 と各土坑の深さを比較すると、大

きなばらつきが見られない。なお、詳細にみると北辺に位置するものが慨して平均より浅い傾向が窺える。

土坑の径は70cm～ 90cm前後で、掘り方は直に近い立上 りを持ち、坑底は水平に近い。土坑には建替え等によ

る重複は検出されてはいない。土坑の土層状況は第171号・第164号土坑に柱痕と思われる褐色上の垂直層が

認められるのに対して、第190号・第217号土坑では黄褐色土や黄茶褐色上により埋め戻されている状態が観

察できた。

柱穴列に囲まれた範囲からは焼土、硬化した面等の検出はなく、遺物の出土状態等に特殊な状況を見出す

ことはできなかった。

遺物の出土状況 本址を構成する土坑内から直接帰属時期を示すような遺物の検出はなかったが、第190

号土坑が、中期後半曽利H式期に帰属する第189号土坑に切られている点より、曽利H式期以前に帰属する。
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4.土坑・ ピッ ト状遺構
土坑・ピット状遺構は地表面に掘り込まれた「穴」を指し、所謂土獲やピット、小竪穴、木の根による攪

乱孔等を全て総称しており人為・自然を問わず遺構確認の段階において確認面下に掘 り込みが確認できた

「穴」全てについて番号を付し上坑・ピットとして取扱った。本来ならば「穴Jの意味合いに応じてその名

称も落し穴や墓羨、貯蔵穴等に区分して所見・報告しなければならないと考えられるが、今回得られたデー

ターからはこれらを明瞭に区分するだけの情報を得ることはできなかった。土坑とピットの区分については

規模に依るところが大きいが、ピットと区分したものの中には土坑と判別しずらいものも含まれている。そ

のために土坑・ピットの規定が曖味となっている部分もある。

上坑 (第 65。 66・ 67・ 68図、図版21・ 22・ 23)

今回の調査において多くの上坑が検出され、番号を付したもので269を 数える。これらの内の約29%に し

か遺物が検出されておらず、大半のものについては時期を明確にすることができなかった。形状的に分類す

ると明らかに相違のあるグループが存在し、土坑と大きな一群として括られるものではなく、多種多様な坑

のグループとして取り扱いたい。

上坑の分類 土坑を分類する際に大きな基準となるものは、坑の規模や構造 (掘 り方等)に よるところが

大きい。なお、規模特に上面形や深さの細かな数値については検出面の状況により異なりがあり、そのため

概略的なまとめ方が適当であると思われる。また規模や構造の要件に土層の堆積状態や遺物の出土状況が加

わる。特に坑の掘 り方は土坑の役割に大きな影響を持っていたものと考えられ、細かな観察を必要とする要

件である。これらの事柄を踏まえて代表的な群の上坑を図示し記述する。

第 I群 平面プランが円形を基本とする土坑群で、断面形等により5類に分類が可能である。本群の上層

堆積状態を大きく分類すると、① ロームブロック等を含む黄褐色土などにより埋め戻されたような土層状

況を示すもの、② 土層が分層できない単一層のもの、③ 壁際に崩落したような状況を示す所謂三角堆土を

持つもの、④ 上半部がレンズ状堆積で、下半部は水平堆積を示し、ロームブロック等のローム系埋上が堆

積するものがある。

第 I群 1類 (118。 129・ 151・ 152他)断 面形が所謂巾着型・フラスコ型を呈する土坑で、構造的にはし

っかりした掘り方、深さを有する。本群の上層状況は基本的には数層に分層される。特に壁際に壁が崩落し

て形成されたと思われる土層が堆積しており、自然堆積を思わせる状況のもの②③が主体を占める。土坑内

に土器や礫を埋納したような状況の遺物の出土状態を示すものは少なく、坑底から上がった位置に堆積する

土層上に破片がバラバラの状態で検出されるものがある。

第 I群 2類 (81・ 82・ 86。 89他)断 面形が構状を呈する土坑で、 1類 と同様にしっかりした掘り方、深

さを有する。土層の堆積状況や遺物の出土状況は 1類 と同様な傾向にあるが、第114号・第■5号 。第189

号・第191号土坑のように人為的に埋め戻した様相を示すものもある。

第 I群 3類 (9。 18・ 37・ 75他)1類 のような深さを有する土坑ではなく、断面形が盟状を呈する。平

面プランもやや不正形なものが含まれる。断面は坑底と壁際が明瞭とならず丸みを持つもの、グラグラと立

ち上がるものなどが見られる。坑底も凹凸を示し、その状況も軟弱な傾向を示すものが含まれる。掘り方も

ローム漸移層までしか掘り込まれておらず、そのため深さが浅いものがかなり含まれている。土層堆積は①

②③が認められるが、量的には②③が主体を占める。平面プラン、坑の構築方法を見た場合 1類などと比較

すると貧弱な傾向を示す。

第 I群 4類 (3・ 5。 8B。 11他)今 回検出された土坑の内で最も特徴的な群である。平面プランは円形
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若しくは不整円形を基調とする。断面形は上端が広がり中段より円筒形となる特徴的なもので、掘り方は深

くしっかりし、最も深い第65号土坑で196.3c14を 測る。坑底の形状が円形を呈するもの一A種、隅丸方形を

呈するもの一B種が認められる。深さや構築法等より1類・ 2類・ 3類 とは区別すべきものであろう。土層

の堆積状態は④を示すものが主体を占める。

第 I群 5類 (32・ 95。 245他)平 面プランや断面形・深さは 4類と同様な傾向にあるが、中段より坑底に

特徴を持つ。中段で大きく楕円形等に窄み、坑底は小判型となり、基本的には 3類 B種と類似するが、坑底

に小子とが穿たれる点に特徴を持つ。坑底の小孔は lヶ所のものが中心となる。土層の堆積状態は④を示すも

のが主体を占める。

第H群 第 I群の平面プランが円を基調としていたのに対して、本群は楕円形若しくは隅九長方形を基調

にしている。本群には断面形に様々なバリエーションが認められる。

第Ⅱ群 1類 (2・ 4・ 6・ 7他)上 面の平面プランが小判型を呈するが、中段・坑底は平面プランから

変化し隅九長方形となる。断面は上面が広く漏斗状に広がり中段から垂直となる。深さは概して深いものが

主体 となる。坑底は平坦で、中央部に小孔が lヶ 所穿たれるものと一A種、 lヶ 所以上の小孔を有するもの

一B種 とがある。土層の堆積は④が主体を占め、埋土中より遺物の検出がなされないものが主体を占める。

第■群 1'類 (55他)基本的な形状は 1類 と同様であるが、中段の平面プランが総れた糸巻状の平面プラ

ンとなる特徴を持つ。 1類に帰属するものの中にも胴部が若千総れる傾向のものも見受けられる。上層堆積

の状況 も1類 と類似する。

第Ⅱ群 2類 (11・ 26。 34・ 41他)上 面の平面プランが長楕円形となり、 1類 と同様に中段で平面形が変

化し、中段・坑底が細長い隅丸長方形となる。断面は上面が広 く漏斗状に開くものと、上面の開田部を有し

ないものが認められるが、開口部を有しないものは概して浅い傾向が窺えることより、上面が削平されてい

る可能性もあり得る。本類に帰属する第59号・第188号の平面プラン・断面形を詳細に観祭し比較すると、

中段から坑底までの深さ、開口部の幅等に相違が見られ、別類として分男1し なければならないとも考えられ

るが、一応細長い形状を呈する類として取り扱っておく。坑底は平坦で複数の州弩しが穿たれるものが主体を

占める。土層の堆積は②③④が認められるが、④の状況を示すものは少数で、②③が中心となる。

第H群 3類 (53A・ 53B・ 54A・ 54B他)平 面プランは 1類 と類似しているが、深さの規模に大きな相

違がある。本類は深く、最も深い第54A号土坑で185.6cmを 測る。開口部は大きく開き、中段で狭まり坑底

に向かい垂下し坑底は平坦となる。断面形がラッパ状を呈するもので構築法はしっかりしている。中段から

坑底に架けての平面プランは隅丸長方形を呈している。坑底には小孔を有してはいない。土層の堆積は④を

示し、上面の平面プランの相違を除けば、第 I群 4類 B種と同じ群とすることができよう。

第H群 4類 (36・ 38・ 77・ 79他)H群 の中で最 も簡易な構造を有する類である。平面プランが隅丸方

形・隅丸長方形を呈し、断面形は深くなくその形状は箱形を呈する。ちょうど 1類の上面が全て削平され、

坑底周辺だけが遺存したような状態であるが、 1類等の坑底規模に比べて本類は小規模な傾向にある。坑底

は平坦で中央部に小孔が穿たれているが、 lヶ 所のものが主体を占める。土層の堆積は②③が殆どである。

第III群 本群は楕円形若しくは隅丸長方形を基調にし、第H群の範疇に帰属させることもできるが、断面

形や構築法に相違が見られることより別の群として取り扱う。

第Ⅲ群 1類 (1'14・ 23。 253他)平 面プランが不整楕円形を呈し、深さを有する土坑ではなく、断面形

が皿状や盗状を呈する。断面は坑底と壁際が明瞭とならず丸みを持つもの、グラグラと立ち上がるものなど

が見られる。坑底も凹凸を示し、その状況も軟弱な傾向を示すものが含まれる。掘り方もローム漸移層まで
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しか掘り込まれておらず、そのため深さが浅いものがかなり含まれている。土層堆積は①②③が認められる

が、量的には②③が主体を占める。平面プラン、坑の構築方法は I・ H群などと比較すると貧弱な傾向を示

す。

上坑の遺物の出土状況と上坑の時期について 上坑の埋上より遺物を出土する例は本遺跡においては、全
体の約29%に過ぎず、殆どの土坑が遺物を出上してはいない。遺物が検出されたものを観察すると、土器が

人為的に埋置されたりする例は第139号土坑だけで、第139号土坑の場合中期前半拾沢式深鉢の胴部2/3を 被

せるように土坑内に埋置している。この上坑以外では何れも一括性のないものであり、土層の堆積状況から

自然堆積した際に土器等が流入した状況を示していた。また、土坑の類型により遺物を出土する頻度に異な

りがみられた。最も遺物の検出が認められた類型は第 I群 2類 。3類で、他の類型では殆ど遺物は検出され

ず、稀に第253号土坑 (第Ⅲ群 1類)の ようにヒスイ製垂飾を出土するようなものもあるが、第 I群 4類・

5類、第H群 1類から4類までのように遺物を殆ど含まないものが大半である。

土坑内よりの出土遺物が少量なこともあり、その時期を決定する資料に欠けるものが大半である。しかし、

土坑の類型によっては出土遺物等により、時期が判明しているものもある。第 I群 1類から3類、第Ⅲ群 1

類などは出土遺物より中期前半から後半に架けての時期を特定できる。第H群については遺物の出上がない

ために判然としない部分があるが、住居址等との重複関係より、第H群 1類から3類は中期前半以前、第H
群 4類の一部が第 2号住居l■を切って構築されるフミより、中期後半曽利 I式期よりも新しい時期に帰属する

と考えられる。

上坑の分布状態 今回の調査により得られた土坑は269基を数えるが、その量は遺跡規模を考慮するとそ
の量は決して多い量とは言い難い。これらの上坑が調査区約6,000m2の 空間より検出されているが、土坑は

調査区全体に満遍なく散在するのではなく、類型によりある程度のグループを有して分布していることが↓巴

握できた。調査区を地形から区分すると、山際から延びる割合狭い背状の尾根部 (調査区東側範囲―Aブロ

ック)と 、台地の平坦部 (調査区西側範囲―Bブロック)、 台地縁辺部 (調査区南西側台地斜面部範囲―C
ロック)、 山際斜面部 (調査区北側範囲―Dブロック)の 4ブロックにゾーニングができる。このゾーンご

とにより上坑の類型に偏在性が認められた。Aブロックでは第 I群 4類・ 5類、第H類 1類から4類が主体

となり、他の類型は従属する立場を有する。BブロックではAブロックとは類型構成に相違がみられ、第 I

群 1類から3類、Ⅲ群 1類が中心となり他の群が少量従属する。CブロックでもBブロックと類似する傾向

が窺えるが、第 I群 1類から3類、Ⅲ群 1類に重複して第 I群 4類・ 5類、第H類 1類から4類が若千検出

されている。Dブロックの傾向はAブロックと同様な傾向を示すことが把握できた。住居址群との関係を考

えると、第 I群 1類から3類、第Ⅲ群 1類は住居址群に囲まれた広場状の範囲に集中する傾向が窺える。こ

れらの所見から土坑と一概に一括した坑群は、分布域の観′ミからも一括されるものではなく多種夕様のもの

を含んでいることが判明した。また、土坑の分布はある一定の酉己列を持ち分布域を構成しているものがあり、

その傾向は第 I群 4類、第H類 1類から4類に顕著に認められる。

土坑の性格 以上のように分類できた上坑であるが、前述のように土坑は基本的には「穴」であり、その
開け方によりその性格が様々に変容 してくるものと思われる。今回の調査により得られた土坑について断面

形や平面プランより3群 10類に分類したが、構造や分布域を大雑把に見ると大きく土坑は 2分割でき、第 I

群 1類から3類、第Ⅲ群 1類のグループ (aグループ)と 第 I群 4類 。5類、第H群のグループ (bグルー

プ)に分けることができ得る。 aグループは遺物の出土状況や構造等から土坑・土損・小竪穴と総称される

群と考えられ、 bグループは落し穴状土坑と考えられる。
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5.ビ ッ ト状遺構

土坑よりも規模が小さい坑を総称してピット状遺構とし333の番号を付したが、最終的に本遺構の中には

竪穴住居l■・円形柱穴列・方形柱穴列に付随する柱穴が含まれており、そのため諸々の面で本遺構群の内容

が不明瞭となっている菩Б分がある。

ビット状遺構の規定と分類 規模が比較的大きく遺物等を出土する坑とは異なる、径が30cm～ 60cm、 深さ

20cm～ 60cmの竪穴住居址の柱穴と類似する坑の一群であり、土坑等とはその規模に相違があり分丹Uす ること

ができる。平面プランは円形と楕円形を基調とするが、不整形なものも若千ではあるが含まれる。断面形は

コップ状のものや円筒形を呈するものがあるが、全体のイメージは穴の様相を呈する。掘 り方は割合しっか

りしているものが中心となるが、平面形が不整形なものを中心に深さが浅 く掘り方が不明瞭なものが認めら

れる。ピット内の上層は黒褐色土や褐色上の単一層が中心となるが、Pit201の ように柱痕と思われる黒褐色

上の垂下層が認められるものがあり、ピット状遺構の用いられ方を考える上で重要である。

ビット状遺構の分布 ピット状遺構は調査区の全域に散在するものではなく、ある一定の範囲に群を形成

して構築されている。ピット群はG-6グ リッド周辺に架けて分布する。この範囲は台地の最も平坦な部分

で、ちょうど竪穴住居上群に囲まれた集落の広場の外周に相当する。この分本域は土坑の一部 (第 I群 1類

から3類、第Ⅲ群 1類)や方形柱穴列と重複する範囲である。ピット状遺構は密集する傾向が窺え、著しい

重複関係を有するものが夕い。これらのピット状遺構の分布は一見無秩序に構築されているようにも見受け

られるが、詳細に分布状況を分析すると、小さな密集区がブロック状に繋がり、集落域と広場域を連結する

ように構築されていることが窺え、構築域がある程度限定されていたものと考えられる。そのためにピット

状遺構が密集する結果となったのであろう。

ビット状遺構の時期 覆土内より遺物が出土しているものは全体の約24%で、ピット状遺構内に竪穴住居

址の柱穴が含まれている点を考慮すると、純粋なピット状遺構からの遺物の出土率は低いといえよう。ピッ

ト遺構から出土する遺物は土器片・石器・黒燿石黒J片で、遺物の偏在性は認められず、また、 lヶ所のピッ

ト状遺構に集中することや人為的に埋置したものはなく、遺物が覆土に混在していたことより、ピット状遺

構が埋没する段階で流入したような状態のものが全てであった。

ピット状遺構から出上した土器片より本遺構の時期をみると、中期前半終沢式期のものから中期後半曽利

V式期のものまでの、中期全期に亘る土器片が検出されている。重複関係や検出された遺物の左 り方よリピ

ット状遺構は中期全期に亘って構築されていたことが窺えた。

ビット状遺構の性格 本遺構は一見すると単なる攪乱の密集などに見紛うような状態であるが、詳細に観

察すると、度重なる重複によリクレーター状となっていることを看取ることができる。今回本遺構の酉己列に

ついて考えてみたが、密集度が者しい点などから有機的に結び付けることはできず、酉己列を持つピットとし

ては捉えることができなかったが、重複関係の整理や規模等の整理によリー定のまとまりを抽出でき得る可

能性もある。上層観察によると、一部のピット状遺構に柱痕と思われるような土層の堆積が認められたこと

より、ピット状遺構=柱穴とも解釈できようか。しかし、様々な規模を有する点や一定の配列がつかみにく

い点などより、全てをピット状遺構=柱穴とするのには無理があると思われる。

ピット状遺構は中期集落での検出例がかなりあり、市域においては棚畑遺跡
。中ッ原遺跡・立石遺跡など

で報告されている。これらの遺跡においても本遺構は集落広場域と住居JI域の接する部分に検出されている

ことより、本遺構が一定のゾーンに構築されることに意味のある遺構であることが窺え、広場域と密接な関

わりを有していたものと仮定できようか。
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6.独立上器 。集石 。遺物廃棄場
独立上器

B-3グ リッド、ちょうど第29号住居址と第43号住居址に挟まれた位置よりlヶ所が検出されている。本
址周辺にはピット状遺構や土坑が点在し、遺構検出時には土坑との識別が難しかった。径50cm大のやや不整

円形プランの上坑状の掘 り方を持ち、この掘り方のほぼ中央部に中期後半唐草文系深鉢の胴部下半を正位の

状態で埋設している。掘 り方と土器の間は黒色上が堆積し、人為的に埋め戻したような状況は観察できなか

った。土器の内部には黒褐色土と上器胴部の一部が落ち込み、埋納物等は検出されてはいない。埋設されて

いた上器は曽利H式に帰属する深鉢型土器で、上半部を人為的に欠き、下半部のみを用いる。底部は完存し、

穿孔等は行われてはいない。独立上器の掘り方は一見土坑状の掘り方で、深さは29cmを測るが、その掘り方

はしっかりせず、壁が凹凸を呈する。

集石

A-3グ リッド、第36号・第37号住居址の炉址上に検出された。集石は1.7m× 0。 9mの規模で角礫状や丸
い安山岩を不規則に積み上げたような状態で検出された。集石を構成している礫は夕種多様な形状を呈し、

炉石に用いられたような板状の角礫や棒状の礫が雑然とした状態で検出されている。礫内には加熱のために

亀裂が走り、破砕しているものが認められた。礫に押しつぶされるように中期後半曽利V式の深鉢片や両耳

重片が検出されている。第36号 。第37号住居l■ との重複関係や礫内より得られた上器より本址は曽利V式期

に帰属すると考えられ、集石の状態を考慮すると、住居址の覆土内に掘 り込みがなされ、礫が投げ込まれた

ような状態が想定でき、集石に用いられている礫はその状況から周辺の炉石を転用した可能性を考えること

ができようか。

遺物廃棄場

調査区北側に位置する谷部の斜面、K-10。 m・ 12、 L-8。 9、 L-7グ リッドの範囲に土器片や礫、
石器等が集中する部分が検出された。検出当初は遺物の検出状況が住居l■覆土内に廃棄された遺物の様相に

近いこともあって、竪穴住居址の存在も考えられたが、含まれている土器片が一括性を持たず、幅広い時間

幅を有する′くや、斜面に位置すること、硬化した床面や掘 り込み等が確認できなかったことより、竪穴住居

JILでないことが半」明した。

遺物の集中範囲は、谷部の斜面の中段に帯状に、傾斜に沿って南東方向から北西方向に集中範囲が広がっ

ている。遺物の集中を巨視的に見ると、大きく6ブロックに分離でき、ブロックごとに範囲に異なりがあり、

ブロック4・ ブロック5の ように重複するものもある。これらのブロックに含まれている遺物は、中期後半

の上器片を中心とするが中期前半や前期末の上器片も若千含まれており、一時期に本址が構成されたもので

はないことが窺えた。遺物集中内には土器片だけではなく、凹石や打製石斧等の石器、安山岩礫が混左した

ような状況で検出され、ブロック1か らは土偶胴部破片と焼土範囲が検出されている。ブロックに含まれて

いる土器片は一括性の少ないものが中心となり、そのほとんどを破片が占め、器形の窺えるような大型破片

は一部のブロックに認められるだけである。時期的に出上層が分別できず、混左したような状況で土器片が

検出されている。

遺物の出土状況から本址を谷部における遺物の廃棄場と位置付けたが、本遺跡の場合住居址覆土内に土無

の廃棄が顕著に認められた例は 5例だけである。これらの廃棄の現象と谷部の廃棄の場との関連についてど

のような関連があるかについては今後の課題であるが、集落の場の問題と廃棄の問題を考える上に興味深い

ものである。
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第 3節 中世・近代の遺構
|.地下式坑

中世に帰属する地下式坑が 7基検出されている。地下式坑内からは時期を特定できるような資料を得るこ

とはできなかったが、第 1号 。第 2号地下式坑内部に崩落した土層内から天目茶碗片・白磁碗片が検出され

ており、これらの遺物より中世に帰属するものとした。全ての地下式坑が天丼部が崩落し、完全な形を呈し

てはいず、構造に不明な点がある。

地下式坑の分類 前述したが、天丼部が崩落しているために完全な形を把握することはできなかったが、
掘り込まれている坑の状況により、大まかに 4群に分類することができそうである。

I群 (第 1号・第 2号・第 3号地下式坑)複数の坑が重複したような状況を呈する一群で、主坑を中心
に浅い掘り方が見られる。主坑の断面はやや袋状となり、底との壁際は丸みを帯びる。壁には製作時の工具

痕が明確に残り、第 1号の場合先端がやや丸みを有する工具を用い、 3段の調整が認められる。

Ⅱ群 (第 4号地下式坑)2ヶ 所の主坑が廊下状の横坑により緊がる特異な形状を呈する地下式坑である。
主坑、廊下部共にロームの崩落が認められ、天丼部を有していたと思われる。

Ⅲ群 (第 5号地下式坑)主 坑の上面観が L字形を呈する、副室を有するものである。東室の入口部には

横桟と思われるような横木が遺存していた。

Ⅳ群 (第 6号・第 7号地下式坑)天 丼部が全て崩落して、主坑のみしか遺存していないもので、構造的
には I群 と類似するが、 I群よりも坑の規模が大きく深いものが主体となる。

地下式坑をその上面観から大雑把に 4群に分類したが、 I群とⅣ群はややその上部構造に相違があるが、

同類のものと取り扱うことができようか。なお、H群についてはあまり類例のない類型である。これらの類

型差が用途による差か、時期による差かを把握することはできなかった。

地下式坑の分布 地下式坑は調査区内に一見散在しているような状況で展開しているが、その分布を構築
されている地形的な位置より見ると、ある一定の分布域を形成していることを看取ることができる。それに

よると地下式坑は、台地縁辺部の斜面に地形に沿うようにある程度の大きなグループを持ち構築されている

傾向が窺え、グループごとに地下式坑の構造に差が認められる。調査区東側のグループーaグループは I群

より構成され、C-7、 C-9グ リッド周辺―bグループはⅡ群・IV群より、唯一台地内部に入り込んでい

るI-8グ リッドーCグループはIII群、調査区西端―dグループはⅣ群が認められ、ある程度グループによ

る類型の偏在が認められる。この差は地点による用いられれ方による差なのか、時期差、占有者差なのかを

明確にするだけの資料を得ることはできてはいない。

最も地下式坑が密集している東側範囲は小規模な谷が収束する部分に該当し、この谷を利用すれば容易に

塩沢の集落に降りることができ、本址の構築位置に興味深いものがある。また、地下式坑が台地中央部に位

置せず、耕作地の隅に占地していることにも興味深いものがある。なお、東側に位置する地下式坑は近接関

係にあり、第 2号地下式坑と第 3号地下式坑のように一部が重複しているものがあることより、今回検出さ

れた地下式坑が同時存在したものとは考えられず、ある程度の時間幅の中で構築されたものと考えることが

できる。

地下式坑の時期 本l■の内部から時期を示すような資料は得られていないことを前述したが、構造等の左
り方よりも中世に帰属するものと考えたい。また、第 2号地下式坑の崩落した天丼部の上層より天目茶碗片、

自磁片が得られている点や、第 5号地下式坑が陥没し、窪んだ部分に近世磁器が廃棄されていたことなどを
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考慮すると、中世に帰属させることが妥当だと考えられる。

中世において本遺跡の位置する塩沢地区は諸々の歴史的な事象を有する地域である。第 I章第 2節で記述

したように16世紀を中心としての史跡が点在することより、本址もこの時期に帰属する可能性が高く、中世

における山浦の集落を考える上に興味深いものがある。

2.地下室

近代に帰属する地下室がA-15グ リッドより検出されている。検出当初は開田部が地下式坑と同様な構造

のために地下式坑として取り扱っていたが、精査の結果や地元耕作者等よりの聞き取りにより本址が地下式

坑でなく、地下室であることが判明した。

地下室の構造は地下式坑と同様な構造を有するが、主坑は 4方向に十字形に展開するやや特異な形状を呈

する。完全には埋没しておらず、主坑の約半分が埋没していただけである。開口部より折れ主坑に至る壁面

に①の陰刻が認められ、耕作者の屋号と合致する。耕作者の談によると、 4軒でこの坑を掘ったとのことで、

室の構造が 4ヶ 所に別れていたのも所有個所に起因するものではないかと考えられる。

第 5号地下式坑

二つに別れた部屋を持ち、室の入口には横桟

が落ち込んでいる

第 5号地下式坑の内部

製作は丹念で約12人位が入れるだけのスペー

スを持っている

第 5号地下式坑の上層堆積状態

天丼部が崩落した後窪みを利用して近世に焚

火が行われた痕跡が認められる
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第 4節 縄文時代の遺物
|.縄文土器の概要

今回の調査により得られた土器片は、総重量にして504.64kgを 測り、そのほとんどを破片が占め復元でき

た個体は24個体 と少ない。また、検出された縄文時代の遺構数に比較してみると、その量は多いとは言い難

く、遺構に伴 う土器も少なく、唯一器形が判明する資料は埋甕や炉体土器、吹上パターンを呈する覆土内の

資料に限定され、住居址内のセットを考えられるような資料は得られてはいない。

時間的な制約や紙面の都合から、今回の調査により得られた土器片を資料化し、ここで図示することがで

きないために、本節では遺物整理の段階で得られた縄文土器の概要について記述したい。

縄文土器の時期について 今回の調査により得られた縄文土器を時期により見ると、縄文時代前期初頭か

ら後期前半までの上器が断続しながら検出されている。量的に多いものは中期後半の資料で、ほぼ中期後半

の全てが揃っている。

縄文時代前期の上器の概要 前期の資料は断片的に前期初頭、前期中葉の資料が少量得られている。

前期初頭の上器群 1類 (1)第 1号住居址から得られた前期初頭の資料が本遺跡における縄文時代の初見

の上器である。繊維を多量に含有する縄文施文のもので、胎土中に多量の繊維を含有しているために焼成は

脆弱である。器厚は厚手で裏面に指頭による整形痕が残る。施文されている縄文は原体が太く、その施文は

不規則である。特徴等より花積下層式に比定できよう。

前期中葉の土器群 2類 (2。 3)遺構外より前期中葉に帰属する繊維を含有しない縄文施文の一群が検出さ

れている。裏面に整形痕を残留するものが見られる。 3は縄文が羽状構成を採る。形式を特定できるだけの

特徴的な施文は見られないが、縄文構成等より前期中葉に帰属する無繊維の縄文系と考えられる。 3類 (4・

5)不明瞭な縄文地文に浮線文が貼付される土器群が得られている。浮線上は細い棒状の工具により刻みが

成される。その特徴より諸磯 b式に帰属させることができる。

前期末・終末の土器群 4類 (6)半割竹管状工具による割合ラフな平行沈線を地文としており、ボタン状

の貼付文を持つ。その特徴より諸磯 C式に帰属させることができる。 5類 (7・ 8)口縁部に平圧隆線文を貼付

するもと、縄文地文に結節浮線が貼付されるものが認められる。これらはその特徴より晴ヶ峯式に帰属され

る。図示はしていないが大歳山式の断片も得られている。

縄文時代中期の上器群の概要 中期の資料は初頭のものを除き量の過多はあるが、ほぼ前半、後半、終末
の資料が得られ10の類型に分類できる。

中期前半の上器群 6群 A(9)角 押し文を有する一群であるが、明瞭な隆帯による楕円区画などは見られ

ず、施文される押し引文は単純な角押し文だけではなく、ペン先型押し引文が角押し文の内帯に施文される。

楕円区画の省略やペン先型押し引文との併用より本類は格沢式の新しい段階から新道式に帰属しよう。 6類

B(10。 11)幅広のペン先型押し引文が限鏡状隆帯脇に施文される類で、浅鉢の資料を中心としている。 7類

(12)棒状若 しくは先端が九みを帯びる箆状工具により、鋸歯状の沈線で区画を行い区画内に斜行沈線を充

損する斜行沈線系と総称される類である。 8類 A(13)キ ャタピラ文を有する類で底部に横位構成で施文さ

れる。 8類 B(14)半割竹管状工具による維帯区画を基本 とする。区画内は斜行等が充填される。 8類 C

(15。 16)抽象的な意匠を隆帯等により表現し、玉抱き三叉文等が力日わる。 8類は施文等より藤内 I式に帰属

させることができ、図示しないが第43号住居址よりまとまった資料が得られている。 9類 (17)横帯区画文

が発達し区画内には半割竹管状工具による沈線が充填される。隆帯上には箆状工具による刻みがなされる。
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井戸尻 I式に帰属しよう。図示していないが 8・ 9類以外にも多様な中期前半の上器が得られている。例え

ば新巻類型や焼町土器 。平出第二類A等も検出されている。

中期後半・終末の上器群 10類 (18・ 19)地文に縄文を施文し、蛇行する隆帯等を貼付したり、半割竹管状

工具により隆線を施文する。11類 A(20)箆状工具による区画内に綾杉状の意匠を充填する唐草文系の類で

ある。■類B(21)Aと 同様な文様構成を採るが区画に隆帯を用いている。11類 C(24)唐草文系の典型的な

文様構成を採るが、充填される棒状工具による沈線の単位が弧状を呈し長い点に特長を持つ。12類 (22)口

縁部が肥厚しこの部分に太めの沈線による渦巻が、口縁部下は櫛状工具による条線が地文として施文される。

胴部は垂下沈線による分割がなされる。13類 (23)力日曽利E2式に帰属する類である。14類 (25)棒状工具に

よる沈線で縦コ字区画を描き、区画内には地文にラフな沈線が不規則に充損される。胴部は蕨手状の沈線に

より分割され、口縁部下には沈線による横位区画がなされる。15類 (26)口縁部下に一条の沈線が巡り、胴

部は割合太い蛇行沈線や垂下沈線により分割され、区画内には細い沈線が矢羽状構成で施文される。文様構

成等より10類は縄文系の曽利Ⅱ式、■類は唐草文系曽利Ⅱ式に帰属する。12類は曽利Ⅲ式、14類は文様構成

に崩れがあるが、日縁部文様帯が消失していない点などを考慮すると、曽利Ⅳ式終末に帰属できよう。15類

は口縁部文様帯・胴部区画が消失し単純な器形、地文の衝素化などの観′ミから曽利V式に帰属できよう。中

期後半の上器は今回得られた資料の中心をなし、多種多様な資料が得られ今回図示したものはその中の一部

である。図示はしていないが、梨久保 B式や極細の条線を地文とし腕骨状沈線が垂下する唐草文系ものも含

まれている。

縄文時代後期の上器の概要 今回の調査により少量後期初頭に帰属するものが検出されている。

後期初頭の土器群 16類 (27)不明瞭な沈線により雑に釣の手状にも見える区画を施文する。表裏器面共に

雑な横撫で整形が行われている。沈線による区画構成等より称名寺式に帰属しよう。17類 (28)棒状工具に

よる 3本単位の沈線により弧状の区画がなされ、区画内には縄文が充装される。文様構成から堀之内 I式に

帰属できよう。

上器群の構成とその特徴 今回の調査により得られた土器群を文様等の要素から16の類型に分類したが、

得られている土器群を時間軸で並べると、前期初頭から後期初頭まで全時期を通して存続するのではなく、

断続的であることが窺える。前期の土器群・後期の上器群の量は中期のものに比べて少量であり、土器の量

より考えると前期・後期は集落としての性格が稀薄であったと考えることができ、本遺跡と対峙するよせの

台遺跡の左 り方とは異なりが認めることができ、遺跡間の関係を考える上に興味深い事象である。

中期の上器群の在り方を霧ヶ峰南麓に位置する棚畑遺跡などの例と比較すると、量の過多はあるがほぼ同

様な歩調を採っていることが窺える。しかし、詳細に見ると棚畑遺跡中期初頭 I・ Ⅱ、中期中葉 Iの一部が

欠落している。中期前半の土器群の左 り方は棚畑遺跡など同様であるが強いて比較すると、他地域から移入

された異系統の土器群が稀薄な点に本遺跡の特徴がある。中期後半の土器群の構成は唐草文系、曽利系、加

曽利E系の 3系統が互いに影響を与えながら土器群を構成する。土器系統を量より比較すると、唐草文系が

主体を占め曽利系、加曽利E系の)贋 となり、棚畑遺跡などの霧ヶ峰南麓遺跡群で捉えられている傾向と類似

する。時期的な変遷より捉えると、中期後半 (古)では唐草文系が卓越し、中期後半 (中 )と なるに従い曽

利系が増加し、加曽利E系が追随し唐草文系は減少の一途をたどる。このような土器群の変遷傾向も棚畑遺

跡などでも捉えることができる。今回は検出された土器群を概観してきただけで、詳細なる分類や編成作業

を行ってはいないために、大まかな傾向を掴んだに過ぎず、今後土器を再検討することにより、より本遺跡

の上器群の在り方が明確になるものであろう。
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2.石器の Il■要

今回の調査により263″くの石器が検出されている。これらの殆どは遺構内からの資料であるが、遺構の重

複が著しかったことなどより、セットとしての石器組成を明確に把握することができなかったが、これらの

石器の器種について概観すると、原材で分類でき黒燿石を素材とする石器では石鏃・ ドリル・スクレイパ

ー・石匙が認められ、黒耀石以外を素材とする石器では打製石斧・磨製石斧 。石匙・横刃型石器・礫器・凹

石・磨石・石皿・石棒が認められた。

石器・象〕片等の分類とその性格 黒燿石以外を素材とする石器を器種別にその形状や特徴より細分すると、
磨製石斧 I類 定角式のもの 磨製石斧Ⅱ類 棒状のもの 礫器 I類 素材礫の一端に乗U離調整を加え刃部を作

り出しているもの 礫器H類 平坦な素材礫の周縁に調整争J離等を加え全体形状が円盤状を呈するもの 礫器

Ⅲ類 素材礫に明確な手」離調整は行われてはいないが、敲打により礫の一端が潰れているもの 礫器Ⅳ類 素

材礫に乗J離調整がなされこれに敲打が加わるもの 凹石 I類 素材礫の面に孔を有するもので、片面だけのも

のと両面にあるものが認められる。凹石Ⅱ類 磨石と併用するものに類型化することができ、多種の石器が

遺跡内で用いられていたことが窺えるが、他の中期集落に比較して石皿 。石棒が少ないことを指摘できる。

今回の調査において1924点 (7.876kg)に のぼる黒耀石製の石器・象U片等が検出されている。これらを分

類すると、道具としての石器は石鏃・ドリル・スクレイパー・石匙が認められ。これらの石器に力日えて石器

の素材となる黒燿石崇U片類・素材礫等も多量に検出されている。これらの黒燿石象」片類・素材礫等は黒J離状

況や形状等より見るとある程度の群を構成し、次のようにグルーピングが可能である。素材粒 全面に自然

面を持ち、何らの最J離が行われていない状態のもので、形状は粒状のものと角柱状のものがある。砕片 素

材粒に夕方向から不規則な手」離がなされ、一部に自然面を残留するものもある。石核のように一定の子U片 を

系J離しようとするような意図が認められない。裂片 砕片よりも一層規則性のないばらばらとした状況を呈

し、形状は多面体や一定性のない不規則なものとなる。ピエス・エスキーユ 両極打法による痕跡である階

段状粂」離等の特徴を残す特徴的な群で、両極打法による砕片と捉えられよう。石核 砕片や裂片のように刹

離が不規則ではなく、一定性を持ち黒J片子」離を目的としたもの。制片 I類 維長黒J片を一括した。主要素J離

面を有し表面に 1・ 2条の稜が、崇J片側辺に沿って平行に走る規則的なものが含まれている。打面は自然打

面と調整打面が認められる。黒Jtt H類 形状は I類ほど規則的ではなく、横長のもので、主要子U離面を有す

る。打面は′ミ打面のものと自然打面のものが認められる。手U片Ⅲ類 I・ Ⅱ類と比較すると小型で形状も一

定ではなく不規則なものである。主要象J離面を有し、表面には交互争J離等が見られ自然面を残留するものは

ない。剖片は薄 く打面は点打面が中心となる。手」片ⅣA類 極小刹片の類型で、薄く主要剰離面を有し、表

面には交互手」離が認められる。象J片の状況より石器生産の際に生じた刹片として捉えることができよう。まJ

片ⅣB類 ⅣA類 と同様に極小まU片の類型であるが、形状が不整形で裂片を小型化したようなものも含まれ

ている。

手」片などの分類により遺跡内で石器生産が行われていたことがある程度把握できた。象」片等の出土量から

考えると、第 4号・17号・29号・49号住居址内を中心に黒燿石製石器生産が行われていたことが予測できる。

また、第 4号 。29号住屋址から多量に検出された黒」片 I類の在 り方より、中期後半においても縦長状手U片 を

制離技術が存続 していたことが窺えた。福沢中原遺跡第 5号住居址、新井下遺跡第17号住居址などの中期後

半の住居址においても、崇」片 I類がまとまって検出され、中期後半においても維長状剰片生産が行われてい

たことを裏付けられる。

石器の組成と特徴 今回の調査により得られた石器の種類は13種に及び、打製石斧58、 磨製石斧 18、 大型
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第70図  第4号 。第49号住居址出上の剖片類の大きさ

石匙 2、 横刃型石器 12、 礫器10、 凹石 43、 磨石 2、 石皿 3、 石棒 1(黒耀石以外を用いる石器)、 石鏃44、

ドリル13、 スクレイパー55、 小型石匙 2(黒燿石を用いる石器)の量が得られている。石器の量は検出遺構

が多かったのにも関わらず、その内容は貧弱で同地域に位置する棚畑遺跡などと比較すると、量や器種内容

にかなりの差異があることが窺える。石器全体に対する器種の占有率を見ると、打製石斧が22.1%を 占め最

も多く、黒耀石製スクレイパー20.9%、 石鏃16.7%、 凹石16.3%と なり、中期の集落としては黒燿石製石器

の占有率が高いことに特徴を持ち、石器に加え黒耀石製の崇J片類も多く、遺跡内で黒燿石を多用していたこ

とが窺えるが、霧ヶ峰南麓に位置する駒形遺跡や一ノ瀬・芝ノ木遺跡などより得られている黒燿石と比較す

ると、その量は決して突出するものではなく、寧ろ霧ヶ峰南麓遺跡群内においては、本遺跡における黒燿石

の検出量は少ないといえ、この′くイよ本遺跡の性格を考える上に重要な用件となろう。

石器内で興味深い器種として、礫器Ⅱ類とした円盤状の礫器の存左がある。この石器は棚畑遺跡や霧ヶ峰

南麓の遺跡を中心に検出例が多く、八ヶ岳山麓の遺跡群では見ることのできない特異な石器で、霧ヶ峰南麓

を中心に分布することより、この地域特有の石器であると考えることができ、今後注意したい石器の一つで

ある。
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上の平遺跡遺構別石器等出土一覧表

遺 構 番 号
黒燿石

総重量(g)

石
数騨緑
素材粒 砕 片 裂 片 ピエス 石 核 劉片 I 象」片II 剣片Ⅲ il片ⅣA 則片ⅣB 石 鏃

石 鏃

ブランク

スクレ

イバー
石 匙

1号住居址

3号住居址

4号住居址

5号住居址

6号住居址

8号住居址

9号住居址

10号住居l■

11号住居址

12号住居址

13号住居址

17号住居 l」 L

18号住居址

19号住居址

20号住居l」 L

21号住居址

22号住居址

23号住居址

24号住居址

25号住居llI

26号住居址

27号住居址

28号住居址

29号住居址

30号住居址

31号住居址

32号住居址

33号住居址

34号住居址

35号住居址

36号住居址

37号住居址

38号住居址

39号住居址

40号住居址

41号住居址

39,40,41

43号住居址

43号住居趾デポ

45号住居址

47号住居址

48号住居址

49号住居址

23

334

559

22

3

0.5

60

586.5

19

123

123

245

101

60

36

70_5

59 5

267.5

135.5

19.5

269.5

454

124

149.5

36

910

160

15 5

376

25

593

230 5

81

160

23

26

24

682 5

162

16 5

16

70

424 5

6

46

258

36

1

15

138

4

29

37

79

5

3

10

19

10

73

21

8

72

122

43

273

17

29

17

5

37

4

88

27

23

30

5

5

5

110

13

7

2

8

184

3

3

1

4

1

1

1

3

3

3

2

1

3

2

2

2

4

5

1

9

11

1

11

11

2

21

11

2

13

1

2

4

4

2

8

21

9

38

3

4

9

10

3

21

9

5

4

2

1

1

29

2

3

23

11

1

4

8

11

2

1

6

16

6

11

25

57

1

7

5

3

2

1

16

2

1

1

4

18

2

1

1

1

2

10

1

3

2

7

1

1

3

49

1

1

17

2

4

5

2

2

2

9

1

3

9

6

48

3

4

1

4

17

8

3

7

1

18

5

55

1

4

33

5

7

18

2

6

5

16

4

13

22

11

69

1

6

1

20

7

14

10

3

2

9

55

1

31

1

4

7

13

2

3

12

2

21

32

15

3

8

4

2

3

12

3

3

20

6

4

5

7

1

2

12

1

3

1

1

1

2

3

1

1

1

1

1

l

l

2

1

1

2

2

5

1

2

8

3

1

1

l

1

l

合  計 1924
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櫻
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磨1製石斧

石匙 機刃
器礫 石凹
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1

1

1

1

1

1

1

4

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

1

2

l

と
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2

2

■

1

1

1

2

1

多

1

1

1

1

1

1

■

1

1

1

1

6

7

1

5

B

2

E

1

2

2

2

2

1

1

1
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第V章 調査の成果と課題

第 1節 上の平遺跡の縄文時代中期集落の概要
|.住居址の構造

住居址の構造 米沢上の平遺跡で今回の調査により検出された縄文時代中期の竪穴住居址は51ヶ所を数え

るが、これら殆どが重複関係を有し、単独で検出されたものは1lヶ所に過ぎず、住居上の構造等について明

確にし得たものは少数であるが、推定でき得る住居址も含めて住居址構造の諸属性 (平面形・規模・主柱穴

配置 。主軸方向・炉址)について検討してみる。

住居址の平面プラン 検出された住居J■の平面プランを大別すると、円形を基調とする住居J■― I群 と、

方形を基調とする住居址―H群に分類することができる。

詳細にこれらの群を見ると、 I群は正円に近いもの一a類、不整円形―b類、楕円形―C類が認められる

が、 C類の場合主軸方向等を加味すると、横長のもの一 C類①と、縦長のもの一C類②に分類できる。 I群

の類型を数量的に見ると、 a類に帰属するものは皆無で、 b類・ C類が全を占める。

■群は隅丸方形のもの一a類、隅丸長方形のもの一b類が認められるが、 b類の場合主軸方向を加味する

と、横長のもの一b類①が全てである。

住居l■の平面プラン類型を時期的な観フミよりみると、中期前半 (古)では I tt C類② (縦長の楕円形プラ

ン、第43号住居址等)が主体を為し、中期前半 (新)では I tt C類② (維長の楕円形プラン、第12号住居l■

等)、 中期後半 (古)は中期前半 (新)の I tt C類② (維長の楕円形プラン)か ら I tt b類 (不整円形プラン、

第25号住居址)へと変化する。中期後半 (中)で住居址の平面プラン類型は I tt C類① (横長楕円形)へと

変化する。これが中期後半 (新)になると I群からⅡ群へと大きく変化し、Ⅱ群 b類、 Htt a類が主体とな

る。本遺跡に認められた住居址の平面プラン類型の変遷である維長楕円形→不整円形→方形の図式は他の遺

跡においても認められる況象である。住居l■の平面プランの変遷で興味深い段階は中期後半 (中 )から中期

後半 (新)への変化で、円形基調から方形基調への変化が如何なる要因によって生じるものか大きな問題で

あろう。

住居址の規模 今回の調査により検出された住居址はその多くが重複関係を有し、規模を的確に把握し得
たものは少なく、その大半が主柱穴配列等により推定し、26ヶ所のデーターを得ることができた。単純に住

居址の面積だけで分類すると、10m2以下―A群、15m2以下―B群、20m2以下―C群、20m2以上―D群の四群

に分類することができそうである。規模別の軒数はA群 -1、 B群 -5、 C群 -11、 D群-8であり、C群

が44%を 占める。C群を構成する殆どの住居址が拡張が行われていた点を考慮すると、B群からC群へと変

化したことが考えられ、C群の基本はB群にあり、基本的な住居址の大きさは15m2以下と考えることができ

よう。拡張されたものを除き最大の規模を有した住居址は第43号住居址である。住居址の平面プランより規

模を考えると、円を基調とする I群が方形を基調とするH群に比べて大型のもの (C群)が主体を占め、Ⅱ

群の場合B群・C群が主体となる傾向が窺える。稀に第29号住居址のような大型のものが見受けられ、規模

より考えると第29号住居址の在 り方は特異なものとして取り扱うことができよう。

主柱穴配列と建替え 住居址内には上屋構造等に関わった思われる諸々の坑が検出されている。柱を支え
たと思われる柱穴、特に中心となる配列について推定イ固所も含めると42ヶ所のデーターが得られている。そ
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れによると、 4本柱―a群 (3号 。4号・29号・31号・36号等)、 5本柱―b群 (8号・16号・27号等)、 6

本柱―C群 (2号・12号等)、 7本柱―d群 (20号 。25号 。43号等)、 8本柱―e群 (42号)の 5タ イプが認

められる。件数より見るとa群が主体となりd群が続き、 b・ C・ e群は従属する立場を採る。

a群は柱穴間を結漆形状は梯形を呈するものが分く、横長のものと維長のものが認められ、前者が主体を

占める。 b群は a群の変形した形状で、主軸に向かって奥壁部に柱穴を配し柱穴間を結ぶ形状は5角 形を呈

する。検出例はそれほど多くはない。 C・ d・ e群は一括のグループとして取り扱えそうなものである。

主柱穴酉レ」と平面プランの関係を考えてみると、 a群は方形を基調とする群に包括され、 b・ C・ d・ e

群は円形を基調とする群に属する。主柱穴配列の差異は住居ljLの上屋構造に密接に関わっていたものと考え

られ、拡張等にも影響を与えているようである。

主柱穴の建替えは主柱穴配列の左り方や平面プランに密接な関係を有しているものと考えられ平面形が I

群の場合炉址を中心として同心円状に大きく柱穴を移動するもの一①が中心となるのに対して、H群の場合

同位置で柱穴が重複するもの一② (こ の場合住居址の面積は大きく拡張はされない)と 、主軸方向に直行す

る横軸方向にスライド状に拡張力`行われるもの一③が認められる。 I群の拡張の場合面積が割合増大するの

第71図 中期後半の竪穴住居址の主柱穴と建て替え

第4号住居址

第10号 住居
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に汁して、② o③は①に比べてそれほど大きな面積増加になってはいない。

主軸方向と入口部 主軸方向が明確に捉えられた住居址は中期後半に帰属する21ヶ所である。得られたデ
ーターよりみると、南北方向に主軸を有しているものが主体を占め、稀に東西方向に主軸を有しているもの

(14号 。29号)がある。

入田部に埋甕や浅い皿状のピット等の施設を有していた住居址は 9ヶ 所で、その内訳は埋甕を有している

もの6ヶ 所、浅い皿状ピットを有するもの 3ヶ 所であった。埋甕は第17号住居址に新旧に伴うものが認めら

れたが他の住居址では建替え等は認められてもlヶ所だけの埋設であった。埋甕は深鉢 (曽利系 3、 唐草系

1、 加曽利E系 2)を用い、正位に埋設するものが 8ヶ所で主体を占める。第13号住居址のものを除き、全

て底部下半を欠除するものである。 3ヶ 所の埋甕上に石蓋が認められ、全て板状安山岩を蓋石として用いて

いる。入口部に何らかの施設を有していた住居址の平面プランは入口部がやや張り出す形を呈し、第 4号・

第27号住居址が典型的な形状を呈する。入口部には埋甕やそれに類する施設に伴うように対ピットが第 3

号 。第 4号 。第27号・第29号住居址に認められ、第29号住居址の場合外側に入口に関わったと思われる対ピ

ットが検出され、入回の構造等を考える上に重要である。また、興味深い入口部施設としては第49号住居llL

の入口部に構築された袋状土坑の存在である。類例を聞かない施設で完全に埋め戻されていたことに意味が

あるように思われる。埋甕や入口部の施設が見られるようになるのは中期後半 (中 )からで、住居址の平面

観が円形基調より方形基調に変化し始めた段階からである。

炉址の構造 今回調査が行われた住居址の殆どに炉址が検出されている。石囲いや埋設土器が取 り除かれ
焼上しか検出できなかったものが主体を占めるが、掘 り方などより推定すると石囲い炉の構造を想定できよ

う。炉址構造が明確になった住居llLは 21ヶ所を数える。石囲い構造より分類すると 1類 旭ヽ型の方形石囲い。

(43号)2類 平面観は不整円形で炉石は平坦な河原礫をお花形に据え、炉中央に土器を埋設したもの。 (20
号・42号)3類 平面観は長方形を呈し、掘 り方の側縁に分割した河原礫や平坦な礫を立てるように設置し
たもの。 (25号 。49号)4類 2類 と同様に平面観は不整円形を呈し、掘り方側縁に平坦な河原礫を斜状に並
べる。石囲いの状態はやや 2類 とは異なり、四角形を基調とし、胴張りながら辺を意識し石囲いを行い、炉

石の固定に刈ヽさな礫を詰めるなどの構造が頭者となり、後出する切 り矩姥状の石囲い炉の緒言的な様相を呈

する。 (9号・23号・27号 。32号)5類 掘り方の平面観は隅丸方形を基調とし、掘り方の辺に沿って、平坦

2類 (34住 )

(49住 ) (27住)4類 (9住 )

(31住 )

第72図 中期後半の炉址の類型

5類 (4住 )

-120-



「‐‐‐
‐‐‐　　‐‐，ｔ

な板状の割合角のある礫を直立するように組んでいる。 (3号・ 4号 。10号・17号・21号 '29号・31号 。36

号・39号・40号)以上のような類型を呈する炉址が検出されている。八ヶ岳山麓における中期の炉址形態の

変遷については多くの論考がなされており、今回得られたデーターもこれらの例に追従する。基本的な炉l■

の構造が大きく変化する段階は 5類の深い切り煩姥状の炉址の出現からである。 4類の段階でもその萌芽は

認められるものの、炉石を斜状に並べる様相が 2類の延長に位置付けられることより大きな変化として捉え

られない。石囲い構造の様相から2類の延長上に 4類が位置すると考えることができるが、 3類の長方形石

囲い炉の出現は突然であり、出自について問題がある。

中期後半の住居址の平面観と炉l■構造・構築位置を関連付けて考えると、平面観が円形基調の住居址の場

合 2・ 3・ 4類の炉址が認められ、その位置は 2類がほぼ住居l■中央、 3・ 4類は住居址中央よりやや奥壁

寄りに移動する傾向が窺える。 5類は方形基調の住居址に認められる。炉JIの軸線を住居l■の軸線と合わせ

ているものが殆どで、構築位置もより奥壁側に寄り、奥壁と炉l■の間隔が狭くなる傾向が窺える。このよう

な平面観の変化と炉址位置の変化は、住居址内空間の左 り方にも影響を与えたものと考えられ、円形の場合

炉址を中心とした円形の空間構造であったものが、方形へと変化するに従い奥壁部を除き前庭部・側縁部の

3方向から囲む空間構造へと変化していったことが考えられる。このように住居址が円形基調から方形基調

へと変化していく段階で、主柱穴構造・入口部の構造・炉上の構造と住居址内空間の左 り方が大きく変換す

ることが窺えた。

2.集落の形態 と規模

集落の立地 第 I章第 1節 1で遺跡の立地している地形の概要について記述しているとおりに、本遺跡は

孤立したテーブル状の台地に展開する。このテーブル状の台地は詳細に微地形を観察すると、台地平坦部を

分割するように小規模な入り組み谷が東西方向に走っている。この小規模な谷により遺跡は南側範囲と、北

側範囲に分割されている。分割されている範囲の規模を比較すると、南側範囲が北側範囲に比べて広く全体

の約2/3を 占め平坦で、北側は台地の派生する山続きとなり狭く、南側範囲に比較して緩斜面となる。

集落のかたち 今回の調査は遺跡全体面積の約1/2を 調査したに過ぎず、集落全体の様相については不明

な部分があるが、今回の調査により得られた成果をもとに縄文中期集落の展開を想定してみたい。

調査が遺跡全体の範囲に及んでいないために詳細に集落のかたちを把握をし得てはいない。しかし、記録

保存が成された範囲 (遺跡の東側範囲)と 、埋土保存された範囲 (遺跡の西側範囲)の結果を合わせて考え

ると、遺跡内での集落の展開は大きく分けて二つに分けることができる。台地南側範囲 (南側集落)の平坦

部に環状を呈する集落が展開し、入り組み谷を隔てた北側範囲 (北側集落)は環状とならず地形に沿って、

帯状に集落が展開していることが把握できる。南側集落は環状部分とこの東外刺に環状集落に付随する形で、

帯状に集落が展開している。集落規模は南側集落が大きく、北側集落が付随するような状況を呈する。

南側集落と北側集落は入り組み谷を隔てて対峙している。南側集落は台地南側周縁を巡るように台地平坦

部を広場として、これを囲むように直径約40mの環状を呈し、試掘部分に確認された住居址も含めて43ヶ所

の住居jr_よ り構成されている。 (時間関係等を考慮しない。)南側集落の住E址の在り方を詳細に見ると、大

きく南群と北群より構成されているようである。南側集落を環状展開の集落と取り扱っているが、完掘した

わけでないいために便宜的な部分があり、例えば開口部の有無等に今後の課題を残している。この環状部に

尾のように東側に5ヶ 所の住居址が付随する。これに対して北側集落は明確な広場を有せず、集落形が一定

化していないが、詳細に住居l■の分布を見ると大きく東群と西群に分けることができ7ヶ所の住居址より構

成される。このように南側集落、北側集落共に周ヽさなブロックの集合体が結集して集落の全体形を形作って
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第73図 上の平遺跡の集落のかたち (1/1,500)

いることが窺える。

遺構の構成 南側集落の遺構の構成と北側集落の遺構構成を比較すると、南側集落は竪穴住居址・方形柱
穴列・土坑・ピット状遺構からなるのに対して、北側集落は竪穴住居l■ と土坑だけ構成されている。これら

の遺構の配置も南側集落の場合は、外帯に住居l」_、 その内側に土坑群が展開する。土坑群と住居址群の接す

る位置にはピット状遺構や方形柱穴列が構築されている。北側集落の場合南側集落のように一定のゾーニン

グはなされてはおらず、土坑群が住居址群の近辺に若千の群を構成して構築されているだけである。南側集

落の場合遺構が一定の計画の基に配されていたことが窺え、環状集落の基本的な遺構のゾーニングがなされ

ていることを看取ることができる。

集落の時期的変遷 検出された住居llLの時期的変遷を概観して見ると、中期において集落が構成され始め
る段階は中期前半からで、一部が断続しながらもほぼ中期後半までの遺構が検出され 7期に区分される。

第 I期 中期前半拾沢式期に帰属する。第 5号 。8号・26号住居址が本期に該当する。住居址の分布は南
側と、北側に見られるが、規員」的な配列は認められず、散在する形を呈する。本期に帰属する土坑は第139

号土坑で、住居域から離れた北側谷に面して構築されるが、群を呈している様相は示してはいない。ピット

群内からも本期に帰属する遺物が検出されることより、ピット群も I期から構築されたものと考えることが

できよう。北側谷に形成されている土器廃棄場も本期から利用されたようであるが、検出される土器の量よ

り見ると、その利用頻度は低かったと想像できる。

第Ⅱ期 中期前半藤内 I式期に帰属する。第24号・28号 ?。 38号 。43号 。45号・51号住居址の 6ヶ 所が本
期に帰属する。住居址の分布は南側と北側に認められ、南側の場合台地南側周縁部に等間隔で並び、 I期に

見られなかった南側集落の北側谷に面した範囲にも住居址が構築されるようになる。本期に帰属する土坑は

把握されてはいないが、ピット群の一部に本期に帰属するものが認められ、 I期からH期へとピット群が継

続されていることが窺える。土器廃棄場もI期 より継続している。
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第Ⅲ期 中期前半井戸尻式期に帰属し、第12号 。15号 。16号・22号・30号・46号・50号住居址の 7ヶ所が

帰属する。住居l■の分布は南側集落だけに限定され、その配列は一定の距離を有し半環状に巡る。本期の住

居 l■配列が後の時期の集落形の基本となり踏襲される。

第Ⅳ期 中期後半曽利 I式期に帰属し、第 2号 。18号・20号 。25号 。34号・42号・47号住居址の 7ヶ所で、

南側と北側の両方に住屋址が点在する。南側集落の北側谷に面した範囲に住居址が認められないことより、

集落の形が環状にならない可能性もある。しかし、住居l■に囲まれた中央部のピット群や土坑群は継続する。

第V期 中期後半曽利H式期で、第 4号・ 9号 。23号 。27号・32号・37号・48号・49号住居l■Lの 8ヶ所の

住居址が帰属し、最も住居l■数が増加する時期である。集落の形も整った環状となり、ピット群・土坑群・

土器廃棄場等の遺構全てが機能している。Ⅳ期に続き北側にも住居址が展開している。

第Ⅵ期 中期後半曽利Ⅲ式期に帰属し、第 3号・ 6号 。10号・14号・19号 。21号 '36号 。41号住居址の 8

ヶ所が南側を中心として帯状に台地南側肩部に沿うように展開する。中央広場の左 り方については不明な部

分が多く言及することはできない。

第ⅥI期 中期後半曽利Ⅳ式期に帰属し、第 7号 。13号 。17号 。29号 。31号・40号住居l■の 6ヶ所がⅥ期と

同様な配列で展開する。しかし、住居l■の位置関係から考えると、同一期に帰属する第29号・31号住居址が

近接位置に構築されている点より、時期決定を見直すかまたは第Ⅳ期内で小期が存在するのか今後の課題と

し、現段階では同一時期のものとして取り扱っておく。

以上 7期の集落の時期的変遷を示してきたが、最も本遺跡が大きな時期はⅣ・V期であり、この時期に整っ

た環状集落を呈することを把握することができた。また、南側集落と北側集落は住居址分布や住居l」_の変遷

より別個の集落と捉えることができ、集落の形や遺構の構成差より南側集落が主で北側集落が従の関係を有

していたものと想定できる。上記の点を踏まえて浅い谷を挟んで対峙する南・北の集落の相互関係と、集落

の動きをまとめると、第 I期 南 。北集落共に大きな格差がなく、集落形にも相違がない点在集落を形成す

る。第H期 集落は南・北に別れている状況が継続するが、南側の集落が主体となる。南側の平坦な部分に 2

グループの住居址群が展開する。第Ⅲ期 耳ヒ側集落が南側に集約し、南側は環状集落が整い始める。第Ⅳ期

北側に再度集落が展開するが、主体は南側である。第Ⅲ期に見られた南側集落の北側グループは消矢し住居

址の分布は一定の分布域を形成するようになる。第V期 基本的な集落の形状は第Ⅳ期の踏襲である。第Ⅳ

期の住居l■ と本期の住居上の位置関係から住居l■Lの移動を想定してみると、北側集落では第25号→第27号、

南側では第42号→第37号 。第34号→第32号 。第20号→第23号 と仮定することができ、この他に第 4号・第48

号 。第49号のように新たに展開する仁居址群もあり、集落全体としては拡大する傾向にある。第Ⅵ期 北側

集落は南側に集約され、南側集落の環状の全体形も崩壊する。住居址の移動を考えると、集落は縮小の方向

に向かっている。この時期が住居llLの平面形や施設に大きな変化が見られる画期で、第Ⅲ期から第V期まで

発展的に継続してきたものが、変換する時期 として本期を捉えることができよう。第VII期 基本的な形は第

Ⅵ期の継続であり、集落は縮小の一途をたどる。集落の推移についてその概要を述べてきたが、時間的な制

約等より出土遺物や住居l■の構造的な面より集落を分析し、その推移を考えることができなかった。今後こ

のような面も踏まえて本集落を再考する必要があろう。

3.周 辺遺跡 との相互関係 と本遺跡の性格

周辺の遺跡 霧ヶ峰南麓には多くの遺跡が立地、それらが霧ヶ峰南麓から流れ下る河川による扇状地単位

で大きな遺跡群を構成していることを第 1章第 2節に記述しているが、それによると本遺跡は藤原川・前鳴

川による扇状地グループに帰属している。これらの遺跡が相互にどのような関係を有していたかを現段階の
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資料より把握することは難しいが、近接している唯一発掘調査例のあるよせの台遺跡の例 と、存続時期の差

や遺構の構成差の比較を行ってみたい。

ませの台遺跡は早期前半の押型文 。早期後半条痕文・絡条休圧痕文がかなりの量検出されているが、本遺

跡においてはこの時期の資料は検出されてはいない。前期初頭では本遺跡に若子の足跡が認められ、前期前

半神ノ木式期から諸磯 C式期にかけてはよせの台遺跡が中心となる。両遺跡共に中期初頭の様相は不鮮明で

ある。中期前半から中期後半曽利 I式期では本遺跡が中心 となり、それ以降ではよせの台遺跡 。本遺跡共に

存続しているが、中期最終末から後期初頭にかけてはよせの台遺跡が主流となる。以上の状況を整理すると、

早期前半・後半 ませの台遺跡→前期初頭 上の平遺跡→前期前半～前期末 よせの台遺跡→中期前半～中期

後半曽利 I式期 上の平遺跡→中期後半 ませの台遺跡・上の平遺跡→中期終末 ませの台遺跡となり、近接

関係にある遺跡が相互関係を保ちながら動きを持っていることを把握することができた。

遺構の構成より両者の遺跡を比較して見ると、よせの台遺跡の場合前期に土坑・住居址を持つ集落が形成

されるのに対 して、上の平遺跡では単独住居しか検出されていない。中期前半になると上の平遺跡にも土

坑・ピット状遺構 。方形柱穴列・住居 l■を持つ集落が営まれ、この集落は環状を基本 としたある程度の計画

性を持つものである。上の平遺隊は中期後半まで中期前半のかたちが継続され、中期終末に至るにつれ縮小

傾向となる。これに対 してよせの台遺跡は中期後半から再生する集落で土坑・方形柱穴列 。住居址より構成

されている。このように中期後半ではませの台遺跡・上の平遺跡が併存していたことが理解でき、規模的に

も同等の集落が宮の下水源を挟んで対峙していた様子を想定することができよう。

本遺跡の性格を如実に現している事象の把握はできてはいない。検出された黒燿石の在り方に着目すると、

黒耀石子J片類には石器・素U片生産を行っていたと考えられる部分が分く含まれていることより、本遺跡の生

業において黒耀石製石器生産がある程度のウエイトを占めていたものと想定できた。しかし、霧ヶ峰南麓の

他の遺跡に比較すると、本遺跡の黒燿石の消費量は決して突出する量ではなく、寧ろその量は少ない。遺跡

の存続期間や遺物の在 り方より考えると本遺跡は、藤原川・前鳴川による扇状地グループの内で中心となる

と思われる、一ノ瀬・芝の木遺跡を支える集落であった可能性を指摘することができようか。今後詳細なる

遺構・遺物の分析を通し改めて本遺跡の性格等について考えなければならない。
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第 2節 上の平遺跡の落し穴状土坑について
|.検 出された土坑 の概要

土坑の概要 検出された269基に及漆土坑について第Ⅳ章第 2節 4で規模や構造 (掘 り方等)よ り10の類

型に分類してきた。その際に穴の開け方 (構築方法や構造等)に より2群のグループが存在することを指摘

し、その在 り方より上坑・土垢・小竪穴の群 と、落し穴の群 と性格付けを行っている。今回の調査により得

られた成果は単に縄文時代中期集落の在 り方だけではなく、落し穴群の展開に興味深い所見を得ることがで

きた。

市域において落し穴 と思われる遺構が検出されている遺跡は城の平遺跡23基、よせの台遺跡 2基、棚畑遺

跡 2基、古田城跡 3基、与助尾根南遺跡 2基、床滑遺跡 3、 稗田頭A遺跡 5基、稗田頭 B遺跡13基、中原遺

跡 1基、上見遺跡12基、阿久尻遺跡 5基、天狗山遺跡26基、中ツルネ遺跡 1基、大悦南遺跡12基の14遺跡で、

これらの遺跡で落し穴がある程度の数で群をなし、狩 り場と思われるような状況が把握された遺跡は、 日本

において落し穴群が最初に発見報告された城の平遺跡、稗田頭A遺跡、稗田頭 B遺跡、上見遺跡、天狗山遺

跡、大悦南遺跡がある。今回上の平遺跡において検出された落し穴は検出数やその配列等から、市域におい

て最 も大規模なものであることが判明した。この落し穴についてその平面観や分布 と配列等について考え、

縄文時代における狩猟活動の一端を把握してみたい。

土坑の分類 土坑は構造等より10類型に分類され、その内の 8類型が落し穴とでき得るものである。平面

観や構造等より円形基調の I群 4類A種、 I群 4類 B種、 I群 5類、方形基調のH群 1類A種、 H群 1類 B

種、 H群 2類、 H群 3類、 H群 4類の 8類型に分類されたが、落し穴に帰属するとした上坑はその構造から

見ると、大きく二群に分割できそうである。落し穴の大きな特徴 としての坑底に掘 り込まれている逆茂木状

の杭を立てたと思われる小孔に着目すると、小孔を有する一般的な一群 と (I群 5類・H群 1類A種・ H群

1類 B種・Ⅱ群 2類・H群 3類―Aグループ)、 小孔を有 しない一群 (I群 4類A種・ I群 4類 B種・ H群

3類―Bグループ)が検出この一群はあまり類例のないものであり、他の落し穴との関わりやその役割につ

いて興味深いものがある。

I群 4類 A種は32ヶ 所、 I群 4類 B種は14ヶ所、 I群 5類は 7ヶ 所、Ⅱ群 1類 A種は47ヶ所、 H群 1類 B

種は 8ヶ 所、 H群 2類は12ヶ 所、 H群 3類は 6ヶ 所、Ⅱ群 4類は18ヶ所総数にして144ヶ 所にのぼる落し穴

状土坑が検出されている。Aグループは落し穴状土坑の約63.9%を 占め、 Bグループが従属する。Ⅱ群 1類

A種が全体の約32.6%を 占め、続いて I群 4類A種が約22.2%を 占めこの二類型だけで全体の半分を占め、

この両者がAグループとBグループの代表となる。

1群 4類A種 。I群 4類 B種・H群 3類 (Bグループ)土坑の在 り方 Bグ ループは坑底に小孔を有 しな

い一群で、巨大な柱穴を思わせる構造を有している。検出当初これらの上坑が規則的に隣接 して構築されて

いた点や、深さが他の落し穴と思われるものに比べて深い点などの要素より落し穴とは認識せず、巨大な柱

穴列の可能性を考えていたが、明瞭な柱痕がない点や柱穴にしては掘 り方が深すぎる点などより、積極的に

柱穴とする根拠を見出せずにいた。全体の調査が進行するにつれ分布域が落し穴と合致することなどが確認

され、柱穴とするよりも寧ろその深さや、掘 り方等より落し穴の一類型である可能性が高 くなった。

Aグループの規模等を概観すると、 I群 4類A種は規模は上面径が約 lm前後のものを中心とし、深さの

平均が126.4cmo I群 4類 B種は上面径等の規模は I群 4類 A種 と同様で深さの平均は126.5cmを 測る。 H群

3類 も平面規模は上記の群 と同様な傾向を示しているが、深さの平均が他の類型よりも深 く154.4cmを 測 り、
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第74図 落し穴状土坑分布図 (1)
Aグループは他のグループよりも深く巨大なものとして捉えることができる。掘り方は開田部が大きく開く

形を基本とし、中段部で直に掘り込まれる例が殆どで、底から容易に這い上がれないような構造となってい

る。 H群 3類の断面は小孔の有無、深さの点だけを除けばⅡ群 1類 A・ B種と大過ないような状況である。

これらの特徴的な類型について、落し穴群の分析が行われた神奈川県霧ヶ丘遺跡の類例を見ると、G型、

H型 と分類されている群や、小薬氏・小島氏の提唱する仮称「207タ イプ」土坑に本グループは帰属してい

ると思われる。本グループのような落し穴は県内においては類例の希少なもので、飯山市下境大原遺跡t富
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I群 5類

H群 1類A種

第75図 落し穴状土坑分布図 (2)
士見町御射山西遺跡に検出されているが、本遺跡のように配列を把握できた例はない。近県では新潟県岩原

I遺跡などで本遺跡と同様な様相で落し穴が検出されており、本類型の分布等を考える際に興味が深い。

落 し穴状土坑の配列 8類型に分類した落し穴状土坑について同類型同志についてその配列 と分布を見て

みたい。

I群に帰属する落し穴状土坑内で中心 となる I群 4類A種は、台地の中央よりやや北側に寄った位置に東

西方向に走行する谷に面する北側斜面肩部に、台地の軸線に沿った形で位置する。東側の谷の最 も奥まった
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第76図 落し穴状土坑分布図 (3)

位置には 3列の配置が認められる。また、谷を挟んで対峙する北側山裾斜面にもほぼ並走する形で1列の配

置が認められる。土坑は約 3m～ 10m間隔で配されており、最も長い列で約34mに 及ぶものが認められ、一

定の計画の基に土坑が配されている様相を呈する。

I群 4類 B種は I群 4類 A種 と同様な酉己置に 1条新たに台地西側縁辺を巡るように 1条の列が認められる。

I群 5類は明確な分本を示してはいないことより、他の群と組み合って展開する可台静陛が考えられる。

H群 1類 A種は落し穴状土坑の配列の中で最も複雑な配列を有する。基本的な配列は I群 4類 A種と同様

-128-



H榊 の

第77図 落し穴状土坑分布図 (4)
に谷に沿った形で位置し、分布域 も同様な傾向を示すが、新たに調査区東側台地南側縁辺に 2列が構築され、

ちょうど尾根状台地の最も総れた部分を挟むような構成を採っている。最 も長い列で約35mを測 り、土坑間

の距離は 6m～ 8mと I群 4類 A種列よりもやや土坑配列が密になっている。また、 2ヶ所で一組となるよ

うな配列を示すものがかなり見られる。

H群 1類 B種は調査区東側の尾根状台地の頂部に近い位置に占地し、 1条の列をなす。列は長さ約33mで

土坑間の距離は15m～ 17mを測り、かなり疎の状態で土坑が配される。
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H群 2類の分布はH群 1類 B種に類する範囲に占地する。土坑群内で最も尾根状台地の頂部に位置し、そ

の配列は検出された上坑群のうちで最も整った形を有したものが 1条配されている。列の長さは64mを 測り、

土坑間の距離は約 7m前後でその酉己列には規則的な計画性を看取ることができる。

H群 3類は列等は形成しないが、その占地は I群 4類A種、 I群 4類 B種と同様な位置関係に展開してい

ることや土坑の形状等を考慮すると、本類は I群 4類 A種、 1群 4類 B種等と組合わさって構成されていた

可能性が考えられる。

■群 4類は他の類型とはやや異なる分布域を示し、台地南側斜面肩部に 1条の列をなし占地する。列の長

さは約40mを測り、地形に沿って弧状に並ぶ。土坑間の距離は割合不規則で、 3m～ 8mの間隔を持つ。H

群 1類 A種の一部にも本類と同様な占地・配列を示すものがあるが、これらの列を構成する土坑を再検証す

ると、坑底規模や深さに類似性が認められものが見られ、上面が削平され坑底のみが残ったものを本類とし

ている可能性もあり得る。

以上のように各類型の配列状況について記述してきたが、酉己列の特徴をまとめると次のようになる。

1、 土坑は類型差によりその配列に相違が見られ、類型ごとに組合わさって列をなす傾向がある。

2、 土坑の配列は尾根状台地の長軸方向に沿うように列をなし、方形基調の上坑の長軸方向は配置列の方向

に直行する場合が多い。

3、 土坑の配列は台地中央部に入り込む谷を意識し、この谷を囲むように構成される列と、尾根状台地の頂

部に尾根の軸線に沿って構成される列、台地南側斜面に巡る列、台地西側斜面に巡る列の4タ イプが認めら

れ、各タイプが組み合わさって全体を構成しているものは少なく、類型別による配列の偏左性が認められ、

Aグループとした群は谷を意識しているのに対して、Bグループの一部は台地斜面部に新たなる展開をみせ

るものが存在する。

落し穴状土坑の重複と時期落し穴状土坑はその殆どが単独で、落とし穴状土坑同志で重複関係を有するも

のは土坑は 8号 A・ 8号 B、 12号 A。 12号 B、 28号 A・ 28号 B、 32号A・ 32号 B、 46号 A・ 46号 B、 53号

A・ 53号 B、 54号 A・ 54号 B、 58号A・ 58号 B、 64号・65号・66号 。67号、145号・146号の12ヶ所で極めて

少ない。重複関係を整理することで時期が把握でき、同時存在の落し穴を抽出iる ことができ得る。落し穴

状土坑に重複が認められることや、数多くの上坑が割合雑多に分布することより、落し穴はかなりの時間幅

の中で構築されたことが窺える。

重複関係と土坑の類型についてまとめると、 I群 4類 A種とH群 1類A種が重複する場合が主体を占める。
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第78図 落し穴状土坑の配列とその重複関係 (1/400)
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このことは I群 4類 A種とH群 1類 A種が同時存在していなかったことを示 し、時間差があることが考えら

れる。また、興味深い重複関係は64号から67号 までの I群 4類 A種と I群 4類 B種が交互に重複している関

係で、土層堆積の状況から I群 4類 A種が I群 4類 B種を切って構築されていることが判明している。53号

A・ 53号 Bの重複関係は■群 3類同志での重複で、同類型内で時間差があることを示している。また、これ

らの類型が同位置に隣接し繁がるように構築されていることを考慮すると、 I群 4類 A種 と I群 4類 B種は

時間的に近い段階に構築された可能性を示しているのではないか。

落し穴状土坑内での重複関係の類例を挙げてきたが、この重複関係を落し穴群の配列に反映させることで、

落し穴列の時間的配列を復元 してみると、H群 1類 A種で構成される配列 Aラ イン (2号 。4号・28号 B・

29号 。31号・44号・46号 B、 55号・58号 B・ 63号)が最も早 く構築された可能性が高い。続いて I群 4類 B

種による列 (64号・66号等 )、 次に Bラ イン (13号・ 5号 。8号・15号・28号A・ 30号、57号・58号 A・ 61

号・65号・67号 )、 Cラ イン (7号・ 8号 A、 12号・20号 。17号 。16号・21号 。35号)の 4段階の変遷を辿

ることができる。この配列変遷を立地位置より見ると、北側谷部に面 した斜面を中心に展開するものが、

徐々に台地南側斜面肩菩Ьに,移動 して来ることを看取ることができる。

落し穴の構築された時期を明らかにするような伴出遺物の検出はなく、他の遺構との重複関係等から時期

を類推しかない。住居址との重複関係・集落との位置関係を整理してみると、第 2号住居」■を切ってH群 4

類が構築される点、第 3号 。4号住居l■に貼り床がなされたH群 1類A種・Ⅱ群 1類 B種が存在する点など

を考慮すると、落し穴の構築時期にはかなりの時間幅があったことが窺え、落し穴に類型差
。配列差・分布

域差を時期的な差とも考えることができよう。

他の遺構との重複関係や酉己列位置・集落との関係より落し穴状土坑の時期を整理すると、集落が構成され

た段階の中期には物理的に落し穴が構築されていたとは考えがたい。土坑の重複関係から最も早い段階に構

築されたものは北側谷に面した群を想定でき、 1期 II群 1類 A種によるAラ イン、 2期 I群 4類 B種によ

る列、 3期 I群 4類 A種によるBラ イン、 4期 H群 2類のライン、 5期 II群 1類 A種によるCラ イン、

6期 II群 4類の台地南側斜面肩に展開するラインの 6期 を想定できる。これらの時期を特定する資料は得

られてはいないが、遺跡より得られている土器の時期等より類推すると、前期初頭以前に 1・ 2・ 3期が構

築されている可能性が高い。 6期は第 2号住居址との関係から中期以降に構築された可能性が考えられる。

以上のように類推できた結果より落し穴群は前期初頭以前に構築されていた群、前期前半以降から中期初頭

以前までに構築された群、中期後半以降に構築された群と大まかに 3段階の時期を設定することができよう。

まとめ 今回の調査により検出された落し穴状土坑は、様々な類型を呈しているが同類型同士で配列をな

し、一定の構成を採っていることが把握された。落し穴の配ア1は獣道を意識し配列される場合と、落し穴猟

の方法に関係を持っている場合とが考えられるようで、今回検出されたものの内北側谷部に面して並列した

落し穴は、位置・配列等より考えると、獣道を通る動物が自然に落ちるのを待つような非積極的な狩猟に用

いられたものとは考えにくく、深い穴を数多く計画的に配することや谷状地形との関係より、動物を巻狩式

に追い込む猟に用いられた可能性が高い。なお、台地南側斜面肩部に位置する群は前者の例とはややその様

相に変化が見られることより、獣道に配された落し穴の可能性が高い。

今回落し穴状土坑を8類型に分類した。土坑の形状差は狩猟対象動物の差、時間差と考えられ、今回の検

出例からは、異なる類型のものが重複関係を有する点などより、類型差を時間差として捉えることができそ

うである。また、AグループとBグループのように大きな構造差を集団差として捉えることもできよう。今

後覆上の問題、規模の問題等を含めて再検討する必要があろう。
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第Ⅵ章 結 語

米沢地区の霧ヶ峰南麓は古 くより考古学調査が盛んに行われた地域で、棚畑遺跡、駒形遺跡、一ノ瀬・芝

ノ木遺跡などの市域においても規模の大きな遺跡が、扇状地単位に遺跡群を構成しており、縄文時代の生活

領域などを考える上に重要な地域として認識されていた。また、古 くより膨大な量の黒燿石製石鏃や石器類

の採集がなされていることより、背後に位置する和田峠付近より産する黒燿石を用いて石器製作を行った地

域 との捉え方がなされており、縄文時代の生業を考える上にも重要な地域 として認識されていた。

今回の調査において上の平遺跡がほぼ中期全期を通 じて存続していた集落であったことが判明し、台地上

を東西に走る浅い谷を隔て商側集落と北側集落の 2群より構成される環状集落であることが判明し、台地内

で谷を隔てて時期により住居址の展開に差があることが判明した。また、仮定の段階ではあるが、周辺に位

置するよせの台遺跡と密接な関係を有 し、相互関係を保ちながら互いに時期的な動きを持っていることを想

定でき、大きな遺跡群の一端を両遺跡が荷っていたと考えることができよう。

本遺跡をその立地環境等より、黒耀石製石器生産に関わる遺跡と想定されていた。実際調査により黒燿石

争J片類等に石器生産に関わる資料が得られており、ある程度のウエイトを黒耀石製石器生産が占めていたこ

とが判明したが、量的な部分を周辺に位置する他の遺跡と比較すると、黒耀石の消費量が多くないことより、

本遺跡が中心的な集落ではなく、中心的集落の支村と考えることができよう。遺物の量や遺跡の存続時期幅

等を考慮すると、本遺跡周辺では一ノ瀬・芝ノ木遺跡が主村と考えられ、本遺跡は深くこの遺隊と関わって

いた可能性が考えられる。今後双方の遺跡の関係について遺構や遺物を通して再考しなければならない。

この地が単に縄文時代の集落だけではなく、落し穴群の存在から狩猟の場であったことも窺えた。落し穴

は単独や少数のものではなく、計画的に身くの落し穴が配列されている点より、集団による巻狩的な集団猟

がこの地において行われていたことが窺え、集団の符 り場領域であったことが判明した。想像を豊かにする

ならば藤原川 。前鳴川による扇状地グループ領域に属する狩場の可能性が考えられ、扇状地付近全体の内の

一端の組織を本遺跡が占めていたものと考えることができる。末端的なことではあるが、今回検出された掘

り方が深く坑底に小孔を有さない特異な落し穴状土坑の検出があったが、本土坑は検出例の希少なもので、

出自も含めて注目したい遺構であり、本遺跡の特具′陛を現しているものとも考えることができようか。

今回の調査により上の平遺跡の一端を垣間見ることができた。それによると縄文時代前期初頭以前に落し

穴を用いた集団の狩場として利用され、中期に入り集落が形成され、集落が終焉を迎えると共に再度狩場に

この地が転ずることを把握できた。

今回論及できなかった集落内構成の問題、遺物の問題、周辺遺跡との関連等も含めて再検討を加える余地

が充分にあり、今後資料の蓄積や詳細な分析を踏まえ上の平遺跡の持っている意義について考えなければな

らない。
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土
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第
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第
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第
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第
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土
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第
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第
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第
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第
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第
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第
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第
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規
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下
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坑
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ピ
ト
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草
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ピ
ッ
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数
坑
底
ピ
ッ
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第
39
号
土
坑

第
40
号
土
坑

第
41
号
土
坑

第
42
号
土
坑

第
43
号
土
坑

第
44
号
土
坑

第
45
号
土
坑

第
46
号
A土
坑

第
46
号
B土
坑

第
47
号
土
坑

第
48
号
土
坑

第
49
号
土
坑

第
50
号
土
坑

第
51
号
土
坑

第
52
号
土
坑

第
53
号
A土
坑

第
53
号
B土
坑

第
54
号
A土
坑

第
54
号
B土
坑

第
55
号
土
坑

第
56
号
土
坑

第
57
号
土
坑

第
58
号
A土
坑

第
58
号
B土
坑

第
59
号
土
坑

第
60
号
土
坑

第
61
号
土
坑

第
62
号
土
坑

第
63
号
土
坑

第
64
号
土
坑

第
65
号
土
坑

第
66
号
土
坑

第
67
号
土
坑

第
68
号
土
坑

第
69
号
土
坑

第
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号
土
坑
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坑
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坑
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坑
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ピ
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第
76
号
土
坑

第
77
号
土
坑

第
78
号
土
坑

第
79
号
土
坑

第
80
号
土
坑

第
81
号
土
坑

第
82
号
土
坑

第
83
号
土
坑

第
84
号
土
坑

第
85
号
土
坑

第
86
号
土
坑

第
87
号
土
坑

第
88
号
土
坑

第
89
号
土
坑

第
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号
土
坑

第
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号
土
坑

第
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号
土
坑

第
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号
土
坑

第
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号
土
坑

第
95
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土
坑

第
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第
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土
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第
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号
土
坑

第
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土
坑

第
10
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土
坑

第
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上
坑

第
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土
坑

第
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土
坑

第
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4号
土
坑

第
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5号
土
坑

第
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土
坑

第
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7号
土
坑

第
10
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坑

第
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土
坑

第
11
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土
坑

第
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1号
土
坑

第
■
2号
土
坑

第
■
3号
土
坑

第
■
4号
土
坑

第
■
5号
土
坑

第
11
6号
土
坑

E1
4
B-
15

B-
14

C1
4
D-
12

E-
11

E-
11

E-
12

B-
14

B-
15

A-
16

A-
16

A1
6
A-
16

B-
17

A-
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B-
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A-
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A-
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A-
18

A-
19

C-
12

D-
14

D-
14

E-
12

C-
11

C1
2
C-
11

D-
11

D-
10

D-
9
E-
10

E-
9

E-
9

E-
8

D-
9

E-
8

E-
9

E-
9

F-
9

F-
9

1 
88

1 
00

0 
98

1 
05

1 
10

1 
11

1 
24

1 
28

0 
82

1 
31

0 
86

0 
76

0 
85

0 
88

1 
42

1 
00

1 
30

1 
31

1 
20

1 
25

1 
20

0 
90

2 
05

1 
70

1 
45

0 
95

1 
08

0 
98

0 
85

0 
82

1 
40

1 
15

0 
70

0 
76

1.
12

1 
24

0 
78

1 
10

1 
03

1 
23

0 
88

10
0
0 
67

0 
62

0 
65

0 
71

1 
09

1 
17

0 
60

0 
62

1 
12

0 
75

0 
47

0 
55

0 
85

1 
00

0 
85

0 
90

1 
20

0 
58

1 
22

0 
80

0 
82

1 
00

0 
92

1 
00

0 
51

0 
62

0 
94

0 
58

0 
57

1 
30

0 
52

0 
68

0 
65

1 
10

1 
00

0 
72

0 
89

1 
02

1 
21

0 
80

15
2
0 
79

0 
75

0 
85

0 
90

0 
93

1 
23

1 
10

0 
59

0 
40

0 
76

0 
57

0 
72

0 
65

0 
95

0.
81

0 
92

11
4
0 
99

0 
56

0 
92

0 
72

1 
58

1,
47

1 
23

0 
81

0 
90

0 
80

0 
45

0 
51

1 
00

0 
87

0 
60

0 
60

0 
63

10
1
0 
52

0 
88

0 
89

0 
94

0 
67

0 
75

0 
53

0 
37

0 
40

0 
46

0 
90

1 
23

0 
40

0 
40

0 
66

0 
66

0 
38

0 
47

0 
61

0 
37

0 
52

0 
40

0 
98

0 
48

0 
53

0 
38

0 
64

0 
61

0_
50

0 
50

0 
40

0 
40

0 
70

0 
34

0 
34

0 
90

0 
66

0 
55

0 
55

0 
60

0 
84

0 
48

0 
75

0 
80

0 
89

0 
66

N7
0°
一ヽ
V

N-
34
°
一
E

N-
13
5°
一 E

N-
13
5°
一 E

N-
1 
5°
一 W

N-
71
5°
一ヽ
V

N-
5°
一 E

N1
75
°
一
N

N-
22
5°
一
E

N-
3°
一 W

N-
32
°
一 W

N-
3°
一 E

N-
3°
一 E

N-
5°
一ヽ
V

N-
12
°
一
E

N-
6°
一
E

N-
5°
一
W

N-
25
°
一
E

N-
9°
― W

N-
34
°
一
E

N-
1°
一
E

N-
17
5°
一 E

N-
69
°
一
E

N-
68
°
一
E

N-
25
°
一
E

N-
18
°
一 E

N-
5°
一
部 「

N1
7°
一 E

N-
6°
一
E

N-
13
5°
一 E

N-
75
°
一
E

N-
11
5°
一 W

N-
7°
一 W
V

N-
5°
―
E

N-
7°
一
E

N-
14
°
一
E

N8
1°

Aヽr

N6
1°
一
E

N-
63
°
一 W

N2
05
°
一
E

N-
39
°
一ヽ
V

26
 3

42
 5

62
 5

33
 3

36
.1

32
 2

57
 5

27
 5

61
 0

56
 4

10
1 
4

21
 5

23
 3

67
 1

64
 6

81
 4

46
 7

43
 3

35
 2

55
 0

51
 5

54
 8

72
 0 6
4

47
 5

33
 4

38 7
0 
5

63
 8

54
 1

57
 8

11
 3

24
 9

57
 9

69
 6

52
 1

54
 3

31
 9

46 69 22
 6

2 1 1 1 1 1 1 1 l l ] 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1

47
 9

40
 2

22
 4

31
 0

38
 4

55
 2

21
 5

33
 2

28
 9

35
 9

26
 0

29
 9

14
 4

27
 9 95

54
 0

31
 2

23
 4

12
 7

27
 7

22
 0

31
 5
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群
1類
B種

群
4類

群
1類
A種

群
4類

群
4類

群
2類

群
1類

群
4類

群
4類

群
1類
A種

群
2類

群
4類

群
4類

群
2類

群
1類
A種

群
4類

群
1類
A種

群
2類

群
1類
A種

群
5類

群
1類
A種

群
2類

群
1類
A種

群
1類
B種

群
1類
A種

群
4類

群
4類

群
2類

群
4類
?

群
4類

群
2類

1群
1類
B種

群
1類

群
2類

群
2類

群
2類

〔 群
1類

群
2類

群
2類

群
2類

忍羊
2姿
頁

不
明
1

前
期
未
諸
機
cl
 
中
期
初
頭
1 
不
明
6

中
期
初
頭
■
、
不
明
8

不
明
1

中
期
後
半
曽
利
H1
2

中
期
前
半
井
戸
尻
1 
中
期
後
半
唐
草
文
系
7

中
期
後
半
唐
草
文
系
2 
不
明
1

中
期
後
半
曽
利
II
12
 
不
明
1
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上
の
平
遺
跡
土
坑
一
覧
表

遺
構
番
号
検
出
位
置
上
端
規
模
(m
)
下
端
規
模
(m
)
長
軸
方
向

さ

＞

深 く

坑
底

ピ
ト
中
 
段
土
坑
類
型

出
土
道 追
物

備
 
考

長
 
軸
短
 
軸
長
 
軸
短
 
軸

ビ
ッ
ト
数
坑
底
ピ
ッ
深
さ
(c
m)

第
11
7号
土
坑

第
11
8号
土
坑

第
11
9号
土
坑

第
12
0号
土
坑

第
12
1号
土
坑

第
12
2号
土
坑

第
12
3号
土
坑

第
12
4号
土
坑

第
12
5号
土
坑

第
12
6号
土
坑

第
12
7号
土
坑

第
12
8号
土
坑

第
12
9号
土
坑

第
13
0号
土
坑

第
13
1号
土
坑

第
13
2号
土
坑

第
13
3号
土
坑

第
13
4号
土
坑

第
13
5号
土
坑

第
13
6号
土
坑

第
13
7号
土
坑

第
13
8号
土
坑

第
13
9号
土
坑

第
14
0号
土
坑

第
14
1号
土
坑

第
14
2号
土
坑

第
14
3号
土
坑

第
14
4号
上
坑

第
14
5号
土
坑

第
14
6号
土
坑

第
14
7号
土
坑

第
14
8号
土
坑

第
14
9号
土
坑

第
15
0号
土
坑

第
15
1号
土
坑

第
15
2号
土
坑

第
15
3号
土
坑

第
15
4号
■
坑

第
15
5号
土
坑

第
15
6号
土
坑

第
15
7号
土
坑

F-
9

F-
9

H-
8

H-
8
H9 ←
8

G-
9

H-
9

G-
8

E-
8

H-
8

G-
10

F-
9

E-
9

F-
8

G-
8

C-
9

C-
8

C-
8

J-
8

1-
8

1-
12

J-
9

K-
9

K-
8

K8 K7 K-
7
L-
8

L-
8

L-
8

L-
7

E-
9

E-
8

H-
7

G-
7

G-
7

G-
7

H-
7

1 
04

0 
87

1 
36

0 
86

1 
50

0 
88

1 
23

0 
69

1 
12

1 
01

1_
58

1 
12

0 
83

0 
77

1 
25

0 
94

1 
35

1 
13

1 
16

1 
27

1 
64

1 
27

1 
36

1 
88

1 
63

2 
00

2 
33

1 
25

0 
81

1 
14

2 
20

1 
39

0.
85

0 
46

1 
01

0 
92

1 
25

1 
06

1 
18

0 
84

0 
76

0 
93

0 
80

0 
63

0 
84

1 
17

0 
66

0 
69

0 
90

0 
70

0 
95

0 
74

0 
72

0 
98

0 
60

1 
25

1 
02

1 
12

1 
16

1 
33

1 
20

1 
26

1 
50

1 
52

1 
94

1 
30

1 
15

0 
69

0 
93

1 
23

0 
37

0 
60

0 
45

0 
92

0 
87

1 
12

1 
04

0 
95

0 
86

0 
66

1 
10

0 
62

1 
37

0 
46

0 
96

0 
50

0 
83

0 
87

1 
32

0 
82

0 
67

0 
62

0 
61

0 
80

1 
15

0 
94

0 
84

0 
43

0 
97

1.
05

0 
65

0_
28

0 
65

0 
64

1 
73

0 
43

0 
50

0 
89

0 
90

0 
77

0 
61

0 
37

0 
67

0 
79

1 
00

0 
82

0 
77

0 
66

0 
54

0 
70

0 
55

0 
46

0 
43

0 
84

0 
47

0 
37

0 
68

0 
56

0 
70

0 
57

0 
56

0 
57

0 
45

1 
00

0 
82

0_
86

0 
42

0 
92

0 
80

0 
33

0 
15

0 
58

0 
60

0 
53

0 
37

0 
47

0 
70

0 
40

0 
71

0 
41

0 
35

0 
63

0 
67

0 
89

0 
81

0 
47

N4
1°
― E

N-
13
5°
一
E

N-
46
°
一ヽ
V

N-
15
°
一
E

N-
17
5°
一
E

N-
49
°
一 W

N2
0°
一 E

N8
7°
一
E

N-
25
°
一
E

N-
6°
一
E

N-
16
5°
一 E

N-
95
°
一ヽ
V

N-
75
°
一ヽ
A′

N-
37
°
一 E

N-
21
°
M「

N-
85
5°
一
E

N3
2°
一
E

N8
0°
∬ パ 「

N-
12
°
一ヽ
V

N1
2°
一 E

N-
76
°
一 E

N-
32
5°
一
W

N-
11
5°
一
E

N-
50
5°
W

N-
89
°
一
E

N-
8°
一
E

N-
65
°
一
E

N7
5°
一 W

N-
4°
一
E

N8
65
°
一
E

N-
63
°
一
E

N-
6 
2°
一 W
V

N-
8°
一
E

N-
68
°
一 W

N■
2°
一
E

N-
12
1°
一 E

N-
86
°
一
E

N-
4°
一 E

N-
26
5°
一
E

74
80
 0

30
 1

45
 3

32
 7

61 21
 9

47
 8

71
 2

22 60
 7

16
 6

85
 8

76
 2

76
 5

87 73
 8

41
 4

76
 9

88
 9

66
 1

11
2
79
 2

12
7 
9

10
5 
3

16
0 
5

46
 7

93
 3

19
 7

43
 9

12
7 
2

47
 2

95
 5 72
96
 4

21
_4

51
 3

43
 2

62
 7

1 l 1 1 1

39
 5 48
36
 9

55
 6

26
 6

34 32
.4

42
 2
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I群
3類

I群
1類

Ⅲ
群
1類

I群
2類

I1
1類
A種

Ⅲ
群
1類

Ш
群
1類

I群
3類

H群
1類
A種

Ⅲ
群
1類

H群
1類
A種

Ⅲ
群
1類

I群
1類

II
I群
1類

Ш
群
1類

H群
4類

I群
2類

Ⅲ
群
1類

I群
3類

I群
4類
A種

I群
2類

I群
3類

II
群
3類

H群
1類
A種

I群
4類
A種

I群
4類
A種

H群
1類
A種

I群
4類
A種

I群
3類

I群
2類

H群
1類
A種

I群
2類

I群
1類

I群
1類

I群
3類

I群
2類

I群
2類

I群
2類

H群
1類
A種

不
明
3

中
期
後
半
曽
利
12

不
明
3

不
明
2

前
期
末
諸
機
cl

中
期
後
半
曽
利
12

中
期
後
半
曽
利
H6

不
明
2

中
期
後
半
力
口
曽
オ
UE
14
曽
不
UI
V4

不
明
1

中
期
前
半
藤
内
11
6

中
期
後
半
曽
利
H2

不
明
2

中
期
後
半
曽
利
Ⅳ
4 
不
明
8

l号
方
形

l
号
方
形

1号
方
形

1号
方
形
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上
の
平
遺
跡
土
坑
一
覧
表

遺
構
番
号
検
出
位
置
上
端
規
模
(m
)
下
端
規
模
(m
)
長
軸
方
向

さ ケ
ｍ

深 で

坑
底

ピ
ト

中
 
段
土
坑
類
型

出
土
遺
物

備
 
考

長
 
軸
短
 
軸
長
 
軸
短
軸

ピ
ッ
ト 数
坑
底
ピ
ッ
深
さ
(伽
)

第
15
8号
土
坑

第
15
9号
土
坑

第
16
0号
土
坑

第
16
1号
土
坑

第
16
2号
土
坑

第
16
3号
土
坑

第
16
4号
上
坑

第
16
5号
土
坑

第
16
6号
土
坑

第
16
7号
土
坑

第
16
8号
土
坑

第
16
9号
土
坑

第
17
0号
土
坑

第
17
1号
土
坑

第
17
2号
土
坑

第
17
3号
土
坑

第
17
4号
土
坑

第
17
5号
土
坑

第
17
6号
土
坑

第
17
7号
土
坑

第
17
8号
土
坑

第
17
9号
土
坑

第
18
0号
土
坑

第
18
1号
土
坑

第
18
2号
上
坑

第
18
3号
土
坑

第
18
4号
土
坑

第
18
5号
土
坑

第
18
6号
土
坑

第
18
7号
上
坑

第
18
8号
土
坑

第
18
9号
土
坑

第
19
0号
土
坑

第
19
1号
上
坑

第
19
2号
土
坑

第
19
3号
土
坑

第
19
4号
土
坑

第
19
5号
土
坑

第
19
6号
上
坑

第
19
7号
上
坑

第
19
8号
土
坑

H-
6

H-
6

H-
6

∈
6

F-
6

F-
6

F-
6

1-
7

H-
7

H-
7

F-
5

E-
6

E-
6

E-
6

E-
6

F-
6

E-
6

D-
6

D-
6

D-
6

D-
6

D-
6

C-
6

C-
6

D-
7

D-
7
D-
7

C-
6

C-
6

R-
7

D-
7

C-
7

D-
7

C-
7

B-
7

Q-
7
Q-
7

Q-
7

Q-
6
Q-
6

1 
65

0,
96

0 
90

0 
87

1 
23

0 
91

1 
29

0 
83

1 
44

0 
75

1 
03

0 
90

1 
03

0 
82

0 
65

0 
38

0 
59

0 
67

0_
96

0 
68

1 
16

1_
05

0_
86

0 
96

0 
94

0 
69

0 
72

1 
23

0 
87

2 
35

1 
17

0 
70

1 
05

0 
66

1 
14

1 
02

1 
10

0.
89

0 
65

0.
89

0 
67

0.
92

0.
78

0 
81

0.
77

0 
90

0 
90

0 
72

1 
29

0 
66

0 
62

0_
88

0 
84

0 
80

0 
61

0 
34

0 
57

0 
55

0 
64

0 
47

11
3
1 
00

0 
77

0 
90

0,
91

0 
66

0 
60

1 
07

0 
84

1 
12

1 
04

0 
68

0 
91

0 
60

1 
24

1 
00

1 
07

0 
78

0 
49

0 
79

1 
52

0.
82

0 
75

0,
72

0.
82

0 
76

0 
95

0 
66

1 
03

0 
57

0 
80

0 
68

0 
86

0 
70

0 
54

0 
30

0 
45

0 
45

0,
69

0 
50

0 
55

0 
60

0 
71

0 
62

0,
70

0 
44

0 
47

0 
74

0 
72

2 
08

0 
88

0 
55

0 
76

0 
40

1 
07

0 
76

0 
73

0 
65

0 
54

0 
65

0 
61

0 
76

0 
52

0.
64

0.
57

0,
73

0 
74

0 
62

0 
95

0 
54

0 
43

0 
67

0 
70

0_
58

0.
51

0 
24

0 
44

0 
44

0 
53

0 
27

0 
48

0 
57

0 
68

0 
41

0.
67

0,
42

0,
46

0 
89

0 
70

1 
36

0 
75

0 
48

0 
68

0.
36

1 
03

0 
72

0 
72

0 
60

0 
36

0 
64

N2
9°
一 E

N-
61
°
一 W

N-
45
°
一ヽ
V

N-
86
5°
一
E

N-
0°
Vヽ

N-
7°
Vヽ

N-
44
°
呵
パ 「

N-
14
°
一
E

N2
1°
一
E

N-
7°
一 W

N-
62
°
一ヽ
V

N-
9°
一
E

N-
5°
一ヽ
V

N-
12
°
一 E

N-
31
°
一 E

N-
0°
―ヽ
V

N-
61
°
一 W
V

N-
70
°
一ヽ
V

N-
68
°
一 W
V

N1
5°
― E

N-
50
5°
一
E

N-
47
°
一 E

N-
49
°
一 W

N-
57
5°
一
E

N-
4°
一ヽ
V

N-
3°
一
WV

N-
55
°
一ヽ
V

N-
10
°
―ヽ
V

N-
36
°
一 E

N-
6°
一ヽ
V

N-
80
°
― E

N-
15
°
一ヽ
「ヽ

N-
05
°
―ヽ
V

N-
45
°
一
E

N-
55
°
一
部 「

N-
8°
一 W
V

N-
82
°
― W

N-
41
°
一
E

N-
7°
一ヽ
V

23 52
 5

19
 2

62
.2

55
.5

64
.7

53
 8

35
 6

36
 9

14
3 37
 1

48
 1

63
.6

19
3 
5

67 1
6 
5

29
 7

46
 3

31 5
1 
3

76
 5

98
 1

70
 3

10
9 
4

65
 8

65
 8

61
 5

10
1 66
 3

77
 6

51
 2

81
 9

71
 6

47
 4

54
 6

40
 5

18
 6

57
 1

l 1 1 4 1

23
 9

34
 4

13
 7

26
 1
15
7

右 有 有 　 有 有 有

I群
1類
A種

:群
2類

:群
2類

:群
2類

I群
1類

:群
2類

I群
1類

:群
3類

:群
3類

i群
2類

阻 群
1類

〔 群
2類

[群
2類

〔 群
2類

〔 群
2類

I群
2類

[群
2類

〔
群
3類

〔
群
3類

[群
3類

〔
群
5類

〔
群
2類

〔
群
2類

I群
1類
A種

〔
群
2類

[群
2類

〔
群
2類

〔
群
2類

[群
2類

I群
2類

[群
2類

[群
2類

〔
群
2類

[群
2類

【
群
2類

【
群
2類

【
群
2類

I群
2類

1群
1類

I群
2類

中
期
後
半
曽
利
Ⅳ
27
不
明
13

不
明
1

中
期
後
半
曽
利
Ⅳ
2不
明
7

不
明
1

不
明
1

中
期
後
半
曽
利
H4
不
明
6

不
明
2

中
期
初
頭
2

不
明
2

不
明
4

中
期
前
半
藤
内
1平
出
3A
l

不
明
2

不
明
1

中
期
前
半
井
戸
尻
Ⅲ
6不
明
11

不
明
1

中
期
後
半
曽
利
IX
不
明
4

中
期
後
半
唐
草
文
系
13

中
期
後
半
曽
利
H3
不
明
4

中
期
前
半
斜
行
沈
線
系
I不
明
3

3号
方
形

3号
方
形

3号
方
形

3号
方
形

3号
方
形

4号
方
形

4号
方
形

4号
方
形

4号
方
形

4号
方
形
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上
の
平
遺
跡
土
坑
一
覧
表

遺
構
番
号
検
出
位
置
上
端
規
模
(m
)
下
端
規
模
(m
)
長
軸
方
向
深
 
さ

(c
m)

坑
底

ピ
ト

中
 
段
土
坑
類
型

出
土
遺
物

備
 
考

長
 
軸
短
 
軸
長
 
軸
短
 
軸

ピ
ッ
ト
数
坑
底
ピ
ッ
深
さ
(c
m)

第
19
9号
土
坑

第
20
0号
土
坑

第
20
1号
土
坑

第
20
2号
土
坑

第
20
3号
土
坑

第
20
4号
土
坑

第
20
5号
土
坑

第
20
6号
土
坑

第
20
7号
土
坑

第
20
8号
土
坑

第
20
9号
土
坑

第
21
0号
土
坑

第
21
1号
土
坑

第
21
2号
土
坑

第
21
3号
土
坑

第
21
4号
土
坑

第
21
5号
土
坑

第
21
6号
土
坑

第
21
7号
土
坑

第
21
8号
土
坑

第
21
9号
土
坑

第
22
0号
土
坑

第
22
1号
土
坑

第
22
2号
土
坑

第
22
3号
土
坑

第
22
4号
土
坑

第
22
5号
土
坑

第
22
6号
土
坑

第
22
7号
土
坑

第
22
8号
土
坑

第
22
9号
土
坑

第
23
0号
土
坑

第
23
1号
土
坑

第
23
2号
土
坑

第
23
3号
土
坑

第
23
4号
土
坑

第
23
5号
土
坑

第
23
6号
土
坑

第
23
7号
土
坑

第
23
8号
土
坑

第
23
9号
土
坑

R-
6

D-
2

T-
6

S-
5

S-
5

S-
4

S-
4

S-
4

S-
3

Q-
6
R-
4

R-
4

P-
5

P-
5

Q-
4
B-
5

A4 A-
6

D-
7
D-
7

A-
4

ア
ー
3

A2 B-
2

A-
2

B-
2

B-
3

B-
3

A-
2

A-
2

C-
4

B-
2

A-
2
A-
2
A-
2
A2 ア
2

B-
2

B-
2

B-
3

B-
3

1 
56

1 
63

1 
79

1 
72

1,
38

1 
37

1 
20

1 
17

1 
75

1 
66

0 
74

1 
56

1 
01

1 
45

1_
00

0 
91

1 
32

0 
96

0 
70

1 
10

0 
85

1 
37

1 
56

1 
16

0 
92

0 
99

0 
72

0 
80

1 
53

0 
95

1 
36

1 
16

0 
85

1 
04

0 
61

0 
70

0 
95

1 
38

1 
16

1 
05

0 
78

1 
04

0 
97

1 
10

1 
70

0 
64

0 
82

1 
11
7

0 
86

1 
39

1 
65

0 
63

1 
30

0 
92

1 
32

0 
82

0 
74

0 
97

0 
93

0 
64

0 
97

0 
82

1 
05

1 
46

1 
11

0 
85

0 
76

06
1
0 
76

1_
37

0 
72

1 
31

1 
01

0 
47

0.
55

0 
30

0 
44

0 
70

1 
32

1 
06

0 
98

0 
67

1 
20

1 
37

1 
56

0 
69

0 
76

0 
98

0 
90

0 
76

0 
82

0 
65

0 
36

0 
75

0 
67

0 
73

0 
80

0 
77

1 
06

0 
75

0 
57

0 
84

0 
77

0 
47

0 
62

0 
60

0 
73

0 
84

0 
57

0 
65

0 
99

0 
66

0 
68

1 
06

0 
66

0 
87

0 
50

0 
52

0 
80

0 
53

0 
99

0 
72

0 
56

0 
85

0 
67

0 
80

0 
64

0 
50

0 
65

0 
89

0 
45

0.
40

0 
64

0 
32

0 
39

0 
60

0 
45

0 
55

0 
62

0 
84

0 
73

0 
59

0 
77

0 
64

0 
30

0 
41

0 
46

0 
72

0 
59

0 
47

0 
60

0 
95

0 
50

0 
42

0 
83

0 
40

0 
40

0 
17

0 
17

0 
56

0 
30

0 
75

0 
67

0 
47

N-
29
°
一
W

N-
87
°
一ヽ
V

N-
29
°
一
E

N-
17
°
一
E

N-
33
°
一
E

N6
5°
一 E

N-
69
°
一 W

N-
58
°
一
E

N3
8°
―
E

N1
95
°
― E

N-
26
°
一
E

N5
1°
一
E

N-
82
°
一
E

N-
18
°
一
E

N-
86
°
一
E

N3
0°
一 E

N-
73
 5
°
一ヽ
V

N-
4°
一
E

N-
8°
一ヽ
V

N-
6°
―ヽ
V

N-
10
°
一 E

N-
17
°
一
E

N6
2°
一 E

N-
31
°
一
E

N 
ll
°
Vヽ

N-
35
°
一 W

N8
6°
Vヽ

N8
5°
一
E

N-
76
°
一
E

N-
45
°
一
E

N-
86
°
Vヽ

N-
59
°
一
W

N-
7°
一ヽ
V

N-
05
°
一
E

N-
01
°
― E

N-
13
°
一ヽ
V

N-
45
°
一 E

N-
68
°
一
E

N-
75
°
一
E

N0
1°
一
E

N8
1°
―ヽ
A/

33
 4

36
 3

55
 8

16
2 
4

28
 8

22
 1

27
 3

28

10
3 
7

18
6 
3

59
 1

11
6 
1

48
 3

11
4 
1

43
 3

49
 6

44
_9

84
 8

80
 9

51
 8

51
 7

10
9 
8

11
3 
9

10
6 
4

60
 2

25 58 68
 3

76 44
 4

30
 3

79
 3

60
 6

28
 8

38
 5

52
 3

44 93
 7

24 35
 5

29

1 1 l 1 1 l

49
 3

51
 6

41
 6

27
 8

38
 6
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Ⅲ
群
1類

Ⅲ
群
1類

H群
1類
A種

I群
4類
A種

H群
1類
A種

Ⅲ
群
1類

I群
3類

I群
3類

H群
1類
A種

I群
4類
A種

I群
3類

H群
1類
A種

I君
羊
2美
頁

H群
1類
A種

Ⅲ
群
1類

II
I群
1類

I群
2類

I群
2類

I群
2類

I群
2類

I群
2類

I群
4類
B種

I群
4類
B種

I群
4類
B種

I群
2類

I群
2類

I群
2類

I群
3類

I群
2類

I群
2類

H群
1類
A種

I群
2類

Ⅲ
群
1類

II
I群
1類

II
I群
1類

Ш
群
1類

Ⅲ
群
1類

I群
4類
B種

I群
2類

I群
2類

I群
3類

不
明
6

不
明
1

不
明
1

中
期
前
半
戸
尻
Ⅲ
3不
明
2

中
期
前
半
8

中
期
後
半
曽
利
2不
明
1

中
期
前
半
井
戸
尻
Ⅲ
3

不
明
1

不
明
3

中
期
後
半
曽
利
12
不
明
2

4号
方
形
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上
の
平
遺
跡
土
坑
一
覧
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遺
構
番
号
検
出
位
置
上
端
規
模
(m
)
下
端
規
模
(m
)
長
軸
方
向

さ

， 伽

深 で

坑
  
底
  
ピ
  
ッ
  
 
ト
中
 
段
土
坑
類
型

出
土
遺
物

備
 
考

長
 
軸
短
軸
長
 
軸
短
 
軸

ピ
ッ
ト 数
坑
底
ピ
ッ
深
さ
(c
m)

第
24
0号
土
坑

第
24
1号
土
坑

第
24
2号
土
坑

第
24
3号
土
坑

第
24
4号
土
坑

第
24
5号
土
坑

第
24
6号
土
坑

第
24
7号
土
坑

第
24
8号
土
坑

第
24
9号
土
坑

第
25
0号
土
坑

第
25
1号
上
坑

第
25
2号
土
坑

第
25
3号
土
坑

第
25
4号
土
坑

第
25
5号
土
坑

第
25
6号
土
坑

第
25
7号
土
坑

第
25
8号
土
坑

第
25
9号
土
坑

第
26
0号
土
坑

第
26
1号
土
坑

第
26
2号
土
坑

第
26
3号
土
坑

第
26
4号
土
坑

第
26
5号
土
坑

第
26
6号
土
坑

第
26
7号
土
坑

第
26
8号
土
坑

第
26
9号
土
坑

C-
2

D-
3

B-
1

B-
1

D-
2
D-
3

B-
3

C-
3

C-
3

C-
3

D-
2

D-
2

C-
2

D-
2
D-
1

D-
6

B-
5

L-
7

L-
6

L-
6

L-
6

K-
6
D-
2

B-
3

T-
6

D-
3

C-
8

F-
12

D-
17

J6

1 
37

1 
05

1 
09

1 
03

1 
50

1 
39

0 
75

0 
97

1 
95

10
1
1.
02

1.
76

1_
71

1 
15

1 
62

1 
10

1 
11

1 
29

1 
74

1 
51

1 
83

1 
94

1 
20

0 
56

2 
10

1 
42

0 
83

1 
05

0 
70

1 
40

1 
15

1 
03

1 
02

0 
82

1 
46

1 
35

0 
54

0 
91

0 
89

0 
92

0 
80

1.
03

1 
66

0 
72

1 
56

0 
89

0 
71

1 
24

1 
63

1 
38

1 
32

1 
90

0 
77

0 
47

1 
07

0 
77

0 
79

0 
70

0 
53

0_
85

0 
52

0 
89

0 
90

0 
60

0 
52

0 
77

0 
65

0 
74

1 
55

0 
72

0 
75

1_
47

0.
66

0.
99

0 
80

0 
65

0 
89

0 
66

0 
46

0 
50
8

0 
60

0 
47

0 
99

0 
42

1 
93

0,
70

0 
55

0 
95

0_
63

1.
20

0 
51

0 
85

0 
81

0 
47

0 
50

0 
71

0 
50

0 
72

0 
64

0 
71

0 
39

0.
62

0_
43

0.
50

0 
55

0 
34

0 
54

0 
62

0 
42

0 
20
5

0 
45

0 
45

0 
56

0 
33

0 
77

0 
64

0 
55

0 
56

0 
40

0 
64

N-
54
5°
一
E

N-
11
°
一
E

N-
16
°
―
E

N-
17
°
一
E

N望
9°
Vヽ

N-
24
°
―
E

N-
76
°
一
E

N-
72
°
一ヽ
V

N-
88
°
一 E

N1
6°
一
E

N-
1°
一
E

N-
70
°
一
E

N-
39
5°
一
E

N-
52
°
一
E

N-
39
5°
一
E

N-
28
°
一
E

N-
27
°
一
E

N-
5°
一ヽ
V

N-
89
5°
一ヽ
V

N-
4°
一
E

N2
5°
一ヽ
V

N-
16
°
一ヽ
V

N4
1°
一 E

N-
80
°
一 E

N-
45
5°
一
E

N-
47
°
一 W
V

N1
5°
W

N1
9°
一
E

N-
37
°
一ヽ
V

N-
42
°
一
E

98
.7

11
2 23
 3

89
 9

98
.5

11
2

93 30 28
 7

33
 7

99 36
,7

71
 9

8

60
 8

86
 1

31
 9

11
5 
8

10
3 
6

18
1 
5

17
9 
2

12
9 
1

11
 1

36
 3

37
 3

15
 0

43
 3

64
.0

26
.2

46
_0

1 1 2 l l 1

13
 4

36
 5 73
29
 5

36
 0

11
,8

65
,9

35
.2

16
 5 36

32
 7
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I群
4類
B種

I群
5類

I群
2類

I群
2類

I群
4類
B種

I群
5類

I群
3類

I群
2類

H群
1類
B種

X群
3類

H群
2類

H群
2種

I群
5類

Ⅲ
群
1類

I群
5類

H群
1類
A種

H群
1類
A種

I群
4類
A種

I群
4類
A種

H群
3類

H群
3類

I群
4類
A種

H群
1類
A種

I群
2類

Ⅱ
群
2種

H群
2類

I群
3類

H群
1類
A種

H群
4類

H群
1類
A種

中
期
後
半
曽
利
11
加
曽
利
El

中
期
後
半
曽
利
Ⅲ
2唐
草
文
系
3
棚 棚
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版図



図版  |

(1)遺跡遠景 (南西方向から)

12)遺跡近景 (北東方向から)



図版  2

播 筆礫

(1)調査区東側全景 (西側から)

幅の狭い尾根状台地に

上坑が点左している。

(2)調査区中央部全景 (北 lRllか ら

南側から北側方向へ数分く

の坑が密集している。

13)調査区西根J全景 (東側から)

南側斜面に沿って竪穴住居

址や土坑の重複が著しい。

降疲浄牛

範勢



図版  3

(1)調査区東側に点在する土坑

台地の長軸方向に沿って土

坑群が規則的に並んでいる。

(2)調査区東側に点在する土坑

大型の上坑が北側斜面に

沿って一列に並んでいる。

0)調査区東lRllに点左する土坑

調査区の東側から西偵Jに

規則的に上坑が並ぶ。
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図版  4

(1)第 1号住居址 (北側より)

(21第 2号住居址 (南側より)

(31第 3号住居址 (南側より)



図版

(1)第 4号住居址 (南側より)

(21第 5号住居址 (南側より)

13)第 6号住居址 (南側より)



(1)第 7号住居址 (南側より)

12)第 8号住居l■ (南側より)

13)第 9;住居址 (南側より)



(1)第 10号住居址 (南根1よ り)

修)第 11号住居址 (西側より)

13)第 12号住居址 (西側より)



図版
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(1)第 13号住居址 (南側より)

(21第 14号住居址 (南狽」より)
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13)第 17号住居址 (西側より)



図版  9

(1)第 18号住居llL(南偵Uよ り)

(21第19;住居址 (東側より)

13)第 20号住居址 (東側より)



図版  10

(1)第21号住居址 (東側より)

(2)第 22号住居址 (東側より)

●)第 23号住居址 (東側より)



図版  H

(1)第24号住居址 (東側より)

12)第 25号住居址 (南側より)

13)第26号住居址 (南側より)



図版  12

え露

(1)第27号住居llL(南側より)

修)第28号住居J■ (南側より)

13)第26号住居址から第28号住居址の重複 (南側より)



図版  13

(1)第29号住居址 (西側より)

(31第29号住居址主柱穴 (西側より)

乾)第29;住居址入口部より奥壁 (西側より)

14)第29号住居址北側周溝 (西側より)
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図版  14

(1)第30号住居址 (北側より)

2)第31号住居址 (西恨Jよ り)

13)第32号住居l■ (南側より)



図版  15

(1)第34号住居址 (南側より)

12)第36号住居l■ (東恨Uよ り)

0第 37号住居址 (東側より)



図版  16

翻
鰯

(1)第 39号住居址から第41号住居址

(南側より)

修)第 43;住居址 (東狽」より)

13)第49号住居址 (西側より)



図版  17

(1)第 12号住居址炉址 (西側より) 修)第 20号住居址炉址 (北側より)

●)第 25号住居址炉址 (南側より) 14)第49号住居址炉址 (北側より)

6)第23号住居址炉址 (東側より) 16)第27号住居llL炉址 (南側より)



図版  18

(1)第32号住居址炉址 (南側より) 12)第 9号住居址炉址 (東側より)

13)第 4号住居址炉址 (南側より) 14)第21号住居址炉址 (南側より)

(0第29号住居址炉址 (西側より) 16)第36号住居址炉址 (東側より)

伊)第 39号から第41号住居址炉址 (西側より) 18)第 3号住居址埋甕 (東側より)



図版  19

(1)第 4号住居址埋甕 (東側より) 12)第 10号住居址埋甕 (西 lRllよ り)

儀)第 14号住居址埋甕 (西側より)13)第 13号住居址埋甕 (東側より)

(0第17号住居址埋甕No l 0紅・IRIよ り)

Ⅲ技|

17)第 4号住居址伏甕 (南側より)

16)第 17号住居址伏甕 (南側より)

群鑢繋態‐豊

(8)第 29号住居址伏甕 (西側より)
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(1)第 139号土坑 (東側より) 似)第 253号土坑 (西恨」より)

●)第 68・ 69号土坑 (北側より) 催)第 66・ 67号土坑 (北側より)

15)第 54号土坑 (北側より) 俗)第 142号土坑 (西側より)
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9)第 6号土坑 (北側より) (8)第 55号土坑 (北側より)
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(1)第 4号土坑 (北側より)
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18)第 59号Ji坑 (北側より)(り第62号土坑 (北側より)



(1)第 188号土坑 (南恨Jよ り) ②第188号土坑 (南狽Jよ り)

図版 23

僚雪領」より)

13)第 29'30号土坑 (北側より)

14)第 53・ 54号土坑 (西側より) (6)第64;か ら第69号土坑

17)第 64号から第69号土坑 (西佃」より) (91台地南斜面に展開する土坑群 (西側より)



図版 24

似)土坑の掘 り下げ作業

(1)遺結検出作業

俗)発掘作業に携わった方々
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